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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数

多く残されています。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の

歴史や文化、伝統を正しく理解するのに欠くことのできない歴史資料です。同時に、

それらは県民のみならず国民的財産であり、将来にわたって大切に保存し、活用を図

らなければなりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発に

あたつては、環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある

埋蔵文化財保護との調和も求められるところです。

当事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、

開発事業によってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を

保存する措置をとってまいりました。

本報告書は、東北横断自動車道釜石秋田線直轄事業に関連して平成19年度と平成20年

度に発掘調査された中嶋遺跡の調査成果をまとめたものです。今回の調査では、平安

時代の竪穴住居跡、井戸跡をはじめとする各種の遺構が検出され、集落の姿が明らか

になるとともに、土器、石器などたくさんの遺物も出土いたしました。当地域におけ

る歴史を解明する上で貴重な資料を提供することができたと考えております。本書が

広く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時に、その保護や活

用、学術研究、教育活動などに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をいた

だきました国土交通省東北整備局岩手河川国道事務所、花巻市教育委員会を初めとす

る関係各位に対し、深く感謝の意を表します。

平成22年 2月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 武 田 牧 雄



例   言

1 本報告書は、岩手県花巻市東和町安俵 11区 149-1ほ かに所在する中嶋遺跡の発掘調査の結果

を収録 したものである。

2 岩手県遺跡登録台帳における遺跡番号・調査略号は、次のとおりである。

遺跡番号 :NE28-2198 遺跡略号 :NS-07(平成 19年度)。 NS-08(平成 20年度)

3 本遺跡の発掘調査は、東北横断自動車道釜石秋田線直轄事業に伴い、岩手県教育委員会の調整を

経て、国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所の委託を受けた (財)岩手県文化振興事業団

埋蔵文化財センターが、記録保存を目的として実施 した緊急発掘調査である。

4 野外調査及び室内整理期間・調査面積 。担当者は、次のとお りである。

野外調査 平成 19年 6月 18日 ～ 9月 14日 /2,900だ/中村絵美 。大田代一彦

平成 20年 8月 1日 ～ 10月 17日 /2,702だ/福島正和・高橋静歩

室内整理 平成 20年 1月 16日 ～ 3月 31日 /中村絵美

平成 20年 11月 4日 ～ 3月 31日 /高橋静歩

5 基準点測量は、有限会社島設計事務所に委託 した。

6 本報告書の執筆は、福島・中村・大田代 。高橋が分担 しておこなった。

7 分析・鑑定・委託業務は次の機関に委託 した (順不同・敬称略)。

石質鑑定…………………花商岩研究会

炭化材同定………………阿部利吉 (前岩手県木炭協会)

樹種・種子同定…………古代の森研究舎

放射性災素年代測定―…加速器分析研究所

漆製品分析………………赤沼英男 (岩手県立博物館)

井戸枠実測―……………株式会社 ラング

8 野外調査では、国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所、東 日本高速道路株式会社、花巻

市教育委員会ならびに遺跡周辺住民の方々より多大なるご協力を得た。

9 土層の観察は、『新版標準土色帖』 K/1ヽ 山 。佐竹 :1989)に よった。

10 基準点および調査区内のグリッド杭の打設には、平面直角座標第X系 (世界測地系)を用いた。

11 発掘調査及び報告書作成にあたり、以下の方々のご指導・ご協力をいただいた。 (順不同・敬称略)

平川 南 (国立歴史民俗博物館 )、 北野博司 (東北芸術工科大学)、 瀬川司男・橋本征也 (東和ふる

さと歴史資料館)、 中村良幸・酒井宗孝 (花巻市教育委員会)、 西野修 (矢巾町教育委員会)、 石崎

高臣 (奥州市役所)

12 調査結果の一部は現地説明会資料や調査略報、遺跡報告会等にてその時点での概略を公表 してい

るが、本書との記載事実が異なる場合はすべて本報告書を優先する。

13 本遺跡の出土遺物及び諸記録類の一切は、岩手県立埋蔵文化財センターにおいて保管 している。
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第 1図 遺跡位置図



調査に至る経緯と経過

1調 査 経 緯

中嶋遺跡は、東北横断自動車道釜石秋田線 (遠野～東和間)の施工に伴って、その事業区域内に存

することから発掘調査を実施することになったものである。

東北横断自動車道は、釜石市を起点として、遠野市、奥州市を経由し、花巻市にて東北縦貫自動車

道 (東北道)に合流 し、さらに北上市にて分岐し、西和賀町、横手市、大仙市を経由して秋田市に至

る総廷長212km(内 岩手県内113kmで供用区間は45km)の高規格道路である。

本路線は、釜石港、大船渡港といった重要港湾や観光資源豊富な陸中海岸国立公園を有する三陸地

方拠点都市地域 と、先端技術産業の集積が著 しい北上中部地方拠点都市地域、花巻空港等の岩手県内

と秋田県を結び、周辺地域のみならず岩手・秋田両県全域の産業 。経済発展を担うことを目的に遠野

～東和間については平成10年度に遠野～宮守間で整備計画、宮守～東和間では施行命令がなされる。

また、平成16年度には新直轄方式による整備が決定 している。

中嶋遺跡については、過年度において岩手県教委員会が試掘調査を実施 し、当路線事業地内が埋蔵

文化財包蔵地であることが確認されたものであり、その結果に基づいて岩手県教育委員会 と国土交通

省東北地方整備局岩手河川国道事務所が協議を行い、発掘調査を財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵

文化財センターの受託事業とすることにした。

これにより平成20年 7月 10日 付けで岩手河川国道事務所長と岩手県文化振興事業団理事長との間で

受託契約を締結 し、中嶋遺跡の発掘調査に着手 した。

(国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所)

2調 査 経 過

中嶋遺跡の発掘調査は、5,602∬の事業用地を対象として、平成19年度と平成20年度の 2回 にわたつ

ておこなった。

平成19年度調査は平成19年 6月 18日 ～ 9月 14日 の期間、2,900だの事業予定地北側を姑象 としておこ

なった。この際に事業予定地南側についても表土除去作業までをおこなっており、この南側2,702どに

ついては協議の結果、次年度以降の調査 とすることとなった。そのため、シー ト等により遺構面を養

生 し撤収 した。この調査に関する整理作業は、平成20年 1月 16日 ～ 3月 31日 の期間おこなった。

平成20年度調査は先述した表土除去済みの範囲を対象 として、平成20年 8月 1日 ～ 10月 17日 の期間、

発掘調査を実施 した。調査は平成19年度に養生 した遺構面を検出し、順次調査をおこなった。この調

査では、事業予定地の西側の一部を用地取得等の都合により調査区からあらかじめ除外されている。

そのため、遺構の大半が西側へ続 くと考えられる箇所については遺構の検出で留め、その部分につい

てはシー ト等による養生をおこない、撤収 し引き渡 した。この調査に関する整理作業は、平成20年 11

月 4日 ～ 3月 31日 までの期間おこない、調査成果については平成19年度分と併せて本報告書に収録す

ることとなった。

(福島・ 中村)
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Ⅱ 遺跡の立地と環境

1 遺跡 の位 置 と地 理 的環境

中嶋遺跡が所在する花巻市は、平成18年 1月 1日 に花巻市、大迫町、石鳥谷町、東和町の 1市 3町

が合併 し、新たに「花巻市」 として発足 した。人口は105p26人、面積は908,32km 2で ぁる。岩手県内陸

部中央のやや南西に位置 し、北は盛岡市、紫波町、雫石町、東は遠野市、南は北上市、奥州市、西は

西和賀町と接 している。東和町は花巻市内では東側に位置する。中嶋遺跡は東和町の中央部で、」R

東日本釜石線上沢駅から西約 l km、 岩手県花巻市東和町安俵11区148- 1ほかに位置する。

岩手県の北上盆地を南流する北上川の流域は、盛岡以北が上流域、盛岡～前沢間が中流域、前沢以

南を下流域 と、大 きく3区域に区分される。花巻市は北上川中流域のちょうど中央部にあたる。中流

域の西側と東側では地形が異なっている。西側は、松倉山、円森山などの標高200～ 900m級の奥羽山

脈系の支4/FRを なす山地からなる。新第三紀中新世のグリーンタフ活動による安山岩～流紋岩質岩を主

体 とし砂岩・礫岩・頁岩を伴うこの山地から、豊沢川、瀬川などの北上川支流が東流する。洪水堆積

物と流路の変遷を起因とする扇状地が形成されている。またその東側では南流する北上川の旧河床が

段丘かした河岸段丘が発達 している。河岸段丘は上 。中 。下の新旧 3段以上に分類される。上位段丘

は村崎野北側の西根段丘、中位段丘は村崎野周辺の村崎野段丘、下位段丘は金ヶ崎段丘である。東側

は、古生層、花聞岩類、蛇紋岩、安山岩、砂岩、買岩を基岩とし、北上山地の山麓縁辺部と標高150

～ 250m前後の丘陵が比較的勾配をもって、入 り組んで発達している。

花巻市東和町は周囲を北上山地の支脈丘陵や山地に囲まれ、盆地状 となっている。北は鷹巣山

(435,Om)、 三郡塚山 (588.Om)、 権現堂山 (476.3m)、 東は遠野市境に砥森山 (670.lm)、 黒日影山 (446.1

m)、 飛竜山 (598.8m)、 南は北上市境に物見山 (268.Om)、 奥州市境に明神山 (623.lm)、 金成山 (540.8m)

などの山が周囲にあり、西側には高松丘陵地がある。盆地内を北上川支流の猿ケ石川が東から西へ大

きく蛇行 しながら、毒沢川、子通川を集めて流れる。舘迫地区、安俵地区、成島地区で小規模な河岸

段丘、谷底平野、沖積段丘を形成するが、段丘の発達は不良であり、その範囲は狭い。

安俵地区の谷底平野一帯は、かつて大沼 (オ オヌマ)で、 3つの中島 (ナ カシマ)があったという

伝承がある。安俵 6区遺跡の調査で、縄文時代には大沼 (オ オヌマ)が存在 し、中島 (ナ カシマ)が
あったことが確認されている。 しかし、この大沼 (オ オヌマ)お よび中島 (ナ カシマ)がどの時期に

まで遡ることができるか、ヤヽつまで存在 していたかは不明である。

中嶋遺跡は、旗ヶ石川に開析された安俵地区の谷底平野である東和低地にあり、先述 した大沼 (オ

オヌマ)の 中島 (ナ カシマ)があった場所 と考えられている。中嶋遺跡周辺は、水田が広がる一帯と

なっており、中嶋遺跡も周辺域同様、調査前は水田として利用されていた。遺跡の標高約175mで、現

地表面では周辺との比高差はほとんどみられない。

2 周 辺 の歴 史 的環 境

東和町内では295箇所の遺跡が確認されており、そのほとんどが縄文時代 と平安時代の遺跡である。

奈良時代の遺跡は東和町ではまだ確認されていない。東和町内では分布・試掘調査がほとんどで、本

調査が行われた遺跡は少ない。第 3図周辺の遺跡の図・表には連香で87か ら図示 した。 1～ 86の遺跡
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2 周辺の歴史的環境

については、倉沢 3区 I・ Ⅱ遺跡の報告書で掲載 しているので、そちらを参照 していただきたい。

遺跡は猿ヶ石川やその支流の小河川、沢の流域付近に形成された、小規模な河岸段丘や谷底平野、

沖積段丘に分布が多 く見られる。中嶋遺跡のある安俵地区周辺では、猿ヶ石川流域の谷底平野と、高

松丘陵の裾野緩斜面に分布が見 られる。中嶋遺跡周辺の縄文時代から中世の主要遺跡について概観

する。縄文時代の遺跡は、西上町Ⅲ遺跡で縄文時代早期の貝殻腹縁文土器片が出土 している。中期

の集落跡である甚五郎遺跡では、多数の貯蔵穴と複式炉を持つ大型住居跡が検出されている。遺物

は亀型土製品や特殊注口土器が出土 している。縄文時代中～後期の集落跡の安俵 6区遺跡は、大沼

の中島に、多量に捨てられた土器の廃棄場、住居状に石を配 した環状列石、集石遺構が多数確認さ

れている。朱塗 り上器の出土や、石鏃埋納遺構などが検出され、祭祀場の可能性 も考えられる。安

俵 6区遺跡から東に約300mに ある縄文時代後期の清水屋敷 I遺跡では、別の大沼の中島が確認され、

環状配石を中心 として多数の配石遺構群が検出された。縄文晩期の田光遺跡では、小範囲の調査で

あるが、住居跡や貯蔵穴と墓壊がまとまって見つかっている。平安時代の遺跡は、清水屋敷Ⅱ遺跡で、

石囲いの煙出しをもつカマ ドや、平窯跡が多数検出されている。縄文時代 との複合遺跡の畑中遺跡

では、竪穴住居跡 と掘立柱建物跡が見つかっている。前郷遺跡、羽黒田遺跡、中屋敷遺跡、新丁遺

跡では、試掘調査や分布調査のみだが、ロクロ使用上師器片の出土が確認されている。図示 してい

ないが、浮田地区に 9世紀前半～後半の住居跡が確認された高野畑遺跡がある。この住居跡からは

ロクロピットが見つか り、住居跡周辺からは平窯跡が多数検出されており、陶工の存在も考えられる。

中世の遺跡は、城館跡がほとんどで、丘陵地や段丘上に19箇所確認されている。田瀬地区の城館跡

を除いて、ほかの城館跡は、和賀氏の家臣によって築城されたものと文献等から判明している。本

遺跡周辺では、安俵小原氏が築城 した、安俵城跡、擬六本木館跡、擬釜糠館跡、擬安俵高館跡、擬

押蕪館跡 といわれる安俵五館があ り、西側の鷹巣山丘陵から張 り出す斜面上に立地 している。五館

のうち、本調査が行われたのは安俵城のみである。

河岸段丘上に作 られた三連郭の平城跡で、掘立柱

建物跡や、多数の柱穴跡が検出されている。また、

東和町で確認された城館跡で平城は安俵城だけで、

城内に職人、商人を住 まわせる城内町を取 り込ん

でいる。               (大 田代)

第 1表 周辺の遺跡一覧 (お もに平安時代)

No 遺跡名 時代 No 遺跡名 時代

宮崎 平 安 安俵 9区 縄文

中内山の神 平安 大石 縄文・平安

上中内 平安 駒場 日向 縄文・平安

西門岡 平安 津島屋 縄文 ?・ 平安

荒屋 平安 安俵 3区 Ⅱ 平安

奈良野 縄文 '平安 122 安俵 3区 平安

94 一反田 平安 123 奏俵 4区 縄文 ? 平安

】ヒ成島上 縄文 ? 平安 愛宕 平安

行人塚 不明 126 愛宕鏑町 平安

北成鳥 B 縄文・平安 129 擬釜派館跡 中世

中久田 縄文・平安 中嶋 平安

田手野 縄文・平安 清水屋敷Ⅱ 縄文、平安

西上町Ⅱ 平 安 清水屋敷 縄文・平安

西上町Ⅲ 縄 文 研丁 平安

和 田 I 平安 羽黒田 平安

和四I 半 安 前 郷 平安

町井Ⅱ 平 安 中屋敷 平安

畑 中 縄文・平安 熊谷 平安

下屋敷 平安 5 1可 敷山 平安
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Ш 野タト調査と室内整理の方法

1野 外 調 査

(1)調 査 面 積

平成19年度は2900だ、平成20年度は2,702だ、合計5,602だ を調査対象とした。

(2)グ リッドの設定 (第 4図 )

グリッドの設定については、両年度ともに平面直角座標第X系 (世界測地系)を用いて基準点 2点、

補点 3点 を打設した。これを基本として一辺100× 100mの大グリッドを組み、西から東ヘローマ数字

の I・ Ⅱ。・・北から南ヘアルフアベット大文字のA・ BoC・ ・・として「 IA」 「ⅡB」 と 表した。

小グリッドは、西から東へ算用数字の 1～ 20、 南から北ヘアルファベット小文字の a～ tと して、「 I

Alb」 「Ⅱ B2c」 と大グリッドと組み合わせて表現した。

第 2表 基準点・区画割付杭一覧

世界測地系
H グリッ ド

X Y

基 1 -68800.000 33420.000 100,882 IB5a
基 2 -68855,000 33440,000 100,864 ⅡB91

補 1 -68800,000 33400,000 100.834 IBla

補 2 -68855.000 33400.000 100.727 ⅡBll

ネ南3 -68875.000 33420.000 101.011 IB5っ

(3)粗掘 り。遺構検出

調査区内に任意の試掘 トレンチを設定し人力掘削を行い、土層の堆積状況と遺構検出面を観察した。

その後遺構確認面まで重機で掘り下げ、鋤紫 。両刃ガマ等で遺構検出作業を行った。

(4)遺構名について

①野外調査

住居跡は「SI-01」、土坑は「SK-01」 溝は「SD-01」 など、遺構種類ごとに略号を用いて、仮名称

をつけた。また、平成20年度 (2008年)に検出、調査した遺構については、調査時より遺構番号頭に「08」

と冠し、平成19年度 (2007年 )調査分のものと区別した。

②報告書掲載

野外調査時および室内整理時には、検出時に命名した仮名称を変更することなく、報告書掲載時に

新たに掲載名称をつけた。

(5)遺構精査・遺物の取 り上げ

精査は、遺構の規模に応じて 2分法・ 4分法を用いて断面を残し埋上の堆積状況を記録した。遺構

内遺物の大半は層別で取り上げず、上層・下層・埋土一括と区分した。遺構外の遺物は出上した小グ

リッド、層序を記録した。
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2 室内整理

(6)実    測

遺構の実測は、平面図及び断面図の作成を行った。平面実測は、 lm方眼を基準にした簡易遣 り方

測量を主に採用 し、遺構配置図・溝跡などについては光波 トランシットによる実測 も併用 した。縮尺

は 1/20を 基本 としたが、竪穴住居跡のカマ ド等では 1/10を用いる等、必要に応 じて任意の縮尺で実

測 した。土層注記は層中混入物の量の表現が統一されていないが、おおむね極微量 1°/。 以下、微量 1

～ 50/O、 少量 5～ 100/O、 やや多量10～ 300/O、 多量30～ 500/O、 大量500/0程度としている。

(7)写 真 撮 影

写真撮影は、メインカメラとして中判カメラ(モ ノクロ)、 サブカメラとして35tlm判 カメラ(モ ノクロ・

リバーサル)、 メモ用にデジタルカメラ使用した。これらのカメラでは、各遺構の全景・断面 。遺物

出土状況を中心に撮影を行った。

2室 内 整 理

(1)遺 物 の 処 理

土器・陶磁器は、器形復元可能なもの、日縁・底部が残存するもの、文様が確認できるもの (縄文)

を中心に選別した。石器は製品、土製品・石製品 。金属製品 。木製品は全点仮登録して、実測、写真

掲載、表掲載に分類した。

遺物は登録時に土器・石器など、遺物の種類ごとに仮番号を付した。室内整理中は仮番号のまま作

業を行った。その後編集段階で全ての遺物に改めて掲載順の番号を付し、これを掲載番号とした。遺

物観察表についてはそれぞれの年度で作成した。したがって、表に示した項目等はあえて統一 してい

ない。

(2)遺 構 の 処 理

遺構の実測図は整理及び点検を行った後に、必要に応じて図面を合成し第二原図を作成し、これを

もとにトレースを進めた。

(3)図 版 につ い て

遺構ごとに平面・断面図を作成し掲載した。遺構図版には縮尺率を表すスケールと方位を付 した。

遺物の縮尺は、土器1/3、 土製品・石製品・金属製品1/2、 剥片石器夕3、 銭貨1/1と した。

なお、遺物写真図版の掲載番号は遺物図版と統一している。
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Ⅲ 野外調査と室内整理の方法
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第 4図 遺構配置図 (平成 19年度 )
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Ⅳ 平成19年度調査

1 竪 穴 住 居 跡

S102竪穴住居跡 (第 7・ 8図、写真図版 3)

〈位置・検出状況 。重複〉 IB41～ 4mグ リッドに位置する。

〈規模・形状〉形状は方形、北壁2.43m、 南壁3,95、 東壁3.20m、 西壁2.76m。 主軸方位はN-84° 一Eである。

〈堆積状況〉上部に暗褐色土、下部に黒褐色土が堆積する。下部には炭化材 。炭化物を多く含んでお

り、上屋は焼失したものと考えられる。

〈床面・壁〉地山を床とし、掘方は確認されなかった。壁は、ほぼ垂直に立ち上がり、検出面からの

深さは10cm程度である。

〈土坑・柱穴〉 4基の小穴を検出した。PPlはカマド北側に隣接する。68× 65cmの 円形底面はやや

九味を帯びるがおおむね平坦である。その位置から貯蔵穴と考えられる。埋土は炭化物・焼土ブロッ

クを多く含む。PP2・ 3はそれぞれ南東 。南西隅に位置し、径40cmの 円形である。柱穴と考えられ

るが、深さ10cm程度と非常に浅い。

〈カマド〉東壁の西よりに位置する。主軸方位はN-81°一Eである。袖は暗褐色土と地山ブロックを構

築土とし、内壁側が被熱する。燃焼部底面には46X33cmの不整形な焼成面が形成される。被熱の及ぶ

深さは最大 4 cm程 度である。焼成面の上には焼土ブロック、炭化物層が堆積する。燃焼部内住居壁際

には小穴が 2個確認された。煙道部は全長106cm、 煙出し部へ向って底面が下がっていく。燃焼部・

煙道部内の埋土は、暗褐色土を主体としており、これに炭・焼土・地山ブロックが混入する。 6層 に

大量に地山ブロックを含み、 8・ ll層下面に焼土ブロックを多く含むことから、煙道部はくり抜き式

で天丼部が崩落している可能性が高い。

〈遺物〉 1～ 12(第 8図、写真図版 8・ 9)。 カマド付近から集中して出上している。上師器郭 3点・

甕 7点、須恵器杯 1点・奏 1点、計12点を掲載した。上師器杯はすべてロクロ成形後内面が磨かれ黒

色処理される。 3は、底部周縁をヘラケズリ再調整している。甕は非ロクロ成形 5点、ロクロ成形2

点、非ロクロ成形の甕は外面をヘラナデ、内面はヘラナデもしくはハケメが施される。 4は、内面が

黒色処理されている可能性がある (鉢か ?)。 須恵器邦は、わずかに九みを帯びるが、底部から直線

的にタト傾して立ち上がる。遺物の時期は平安時代 (9世紀後半～ 10世紀初頭)と考えられる。
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1 竪穴住居跡
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S102(A― A・ B― B)
1 10YR3/3 晴褐色土  しまりややあり。 柏性弱。 炭極微量。 地山含まない層。
2 10YR3/2 黒褐色土 砂質 シル ト しまりやや弱。 粘性弱。 炭全体に多い。 上面に特に目立つ。

地山ブロックやや多い。
3 10YR3/2 晴褐色上  しまり中 粘性やや弱。 地山ブロック少量。 炭、焼土ブロックが斑状に入る。(l cm程度 )

4 地山砂層

い1餌 20師
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PP3
L宇101200m

ヤ

第 6図 S102竪穴住居跡
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Ⅳ 平成 19年度調査

―
ナ話器

mよ り

L‐ 101200

L=101200b

la・

Ｆ
ｌｌ
ユ
〇
一

Ю
Ｏ
Ｏ

S102 カマ ド(a― a'・ b― b')
l SЮ2の 1層。砂質シル ト。
2 10YR3/3 暗褐色土 砂質 シル ト しまりややあり。

粘性やや弱。 地山ブロックやや多 く、斑状に大 きく入る。
3 SЮ 2の 2層。砂質シル ト。やや砂 っぽいか?
4 10YR3/3 暗掲色土 砂質 シル ト しまりややあり。

粘性やや弱。 炭大量。
5 10YR3/3 暗褐色土 砂質 シル ト しまりややあり。

粘性やや弱。きれいな層。下面に土器。
6 10YR3/3 暗褐色土 砂質 シル ト しまり中。粘性やや弱。

地山ブロック大量。 天丼崩落。
2層 に似るか、間に4層挟む。
10YR3/3 暗掲色土 砂質 シル ト。しまり中。 粘性やや弱。
炭微量。 下面に被熱土 と炭入る。 天丼崩落 ?

藉緞P羅陛
無
撒上質シルトしまりややあり。b

粘性ややあり。
10YR3/3 暗褐色土 砂質 シル ト しまりややあり。
粘性やや弱。砂質上高い。下面が被熱土。天丼崩落土 ?
10YR3/3 皓褐色土 砂質 シル ト しまりややあり。
粘性やや弱。 地山ブロック少量。 炭少量。
10YR3/3 暗掲色土 砂質 シル ト しまりややあり。
粘性やや弱。地山混 じるか、やや明るい。 混入物な し。
10YR3/3 暗褐色土 砂質 シル ト しまりややあり。
粘性やや弱。 炭片大量に合 む。 焼土 ブロック微量。
焼土ブロック層。炭少量。
5 YR4/3 赤褐色土 焼土層。
10YR3/3 暗褐色土  しまりややあり。 粘性ややあり。
炭極微量。
SЮ2A‐A'3層 と同じ。(PPl埋土 )

10YR3/3 皓褐色土  しまりややあり。 粘性ややあり。
炭 を多 く含 む。 焼土ブロックを少量含 む。(PP 4埋 土 )

SЮ2カ マ ド ツデ断割 り断面 (c― c')

1  7 5YR4/6 掲色±  3 ・ 5層 が被熱。
2 7 5YR4/6 掲色±  4・ 6層が被熱。
3 地山ブロック層。周 りよりやや粘土質。
4 10YR3/3 暗褐色上  しまりややあり。粘性ややあり。地山ブロック少量 (l cmく らい細か く入る)

5 10YR3/3 暗褐色土  しまりやや弱。粘性やや弱。地山ブロック大量。
6 3層 に似る。
7 地山砂層。

m

げ

塩

第 7図 S102竪穴住居跡カマ ド

-11-



1 竪穴住居跡

10

Cm

-12-

第 8図 S102竪穴住居跡出土遺物
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Ⅳ 平成 19年度調査

SK03井戸跡 (第 9。 10図、写真図版 4)

〈位置・検出状況・重複〉I B9bグ リッドに位置する。湿地底面 (Ⅵ層)で検出し、重複する遺構はない。

(規模・形状〉2.32× 2.16mの 円形の掘方内に、木枠が 2重に埋め込まれている。内側は九太をくり

抜いた直径80cm円柱状の枠で、長さ80～ 90cm程度、上部は腐食してしまっている。その外側には板

材を並べ、内枠を囲んでおり、外枠の直径は90cm程度である。各板材の長さは40cm～ 80cm程度、幅 。

形状も様々で、転用材と考えられる。板材のそれぞれの長さは異なるが、短いものは掘り方土で上げ

底してあり、上面 (枠検出面)では高低差なく弧を描いている。木枠のタト側には、直径1.2～ ■4mの

範囲を礫が囲む。礫は一段もしくは二段積まれており、木枠の残存する上面とほぼ同じ高さに位置し、

それより下には埋め込まれていない。掘方は砂礫層まで掘り込み、木枠を設置している。砂礫層から

は湧水しており底面をはっきり確認できなかったが、検出面からの深さは lm程度である。調査時の

湧水量は多く、木枠内には常に多量の水が溜まる状態であった。

〈堆積状況〉掘り方は、中心が一段深く、周りが浅い断面形状をもっている。一段低くなった箇所に

は粘性の強い黒色土 (8。 13層 )で木粋を埋め込み固定し、上部には礫を置きさらに補強している。

浅い外周には掘削時に壁が崩落したような様相が見られ、南壁側は地山砂と黒褐色上の混土が堆積す

る (6・ 12層 )。 木粋内は黒色上が主体となり、底面付近には腐食した植物が多く堆積し、上部には

土器片や木材などが混入する①埋土には、主体土以外の地山ブロックなど混入上の量は少なく、おそ

らく自然に埋没したものと考えられる。

く遺物〉14～ 57(第 10～ 15。 17・ 18図、写真図版 9～ 18)。 井戸内側の木枠は丸太を到り抜いたもので、

外面には、削った工具痕がはっきりと残る (カ ラー写真図版、第10・ 11図 )。 内面は腐食・摩滅のた

めか加工痕を確認できなかった。外側の板材は上述のとおり形状が様々で、他で利用した部材を転用

したものと考えられる。加工痕のあるもの (A・ C・ D・ Fl・ F2・ H～ N)も 多い。L～ Nは もとも

と一枚の板材で、出土地点が隣あうもの同士が接合する。板材は、内枠を囲つていた外側を表面、内

側 (内枠側)を裏面として図化している。樹種は内枠がケヤキ、外枠もケヤキが多くコナラ節と続 く

(分析 2)。 年代測定の結果は7世紀～ 8世紀前半代とういう伐採年代がでた (分析 3)。

木製品は、曲物片 2点、椀 (も しくは皿)が 1点出土しており、漆が塗布されている。

土器は、土師器杯12点 (う ち内黒 8点 )。 高台付郭 (内黒)1点・甕 6点 (う ち黒色処理 2点 )、 須

恵器瓶 1点、計20点 を掲載した。14・ 15は完形の上師器杯で、井戸枠内底面より2つ重なり伏せた状

態で出上した。 2点 とも内面が磨かれ黒色処理されており、遺跡内の他の遺物に比べ磨滅が少なくミ

ガキが顕著に確認できた。下に重なる14は、胴部に墨書されている。出土状況から意図的に丼戸内に

入れられたものと考えられる。この他の出土遺物は、破片が多く掘り方内に混入または井戸枠内に土

と一緒に流入したものと判断される。掘り方および井戸底内の上器は、平安時代 (9世紀後半)と 推

測される。

種子も大量に出上した。調査時に肉眼で確認できたものがクルミ・ トチ 。モモ各 2点、その他井戸

枠内の上をフローテーシヨンし抽出した種子類は分析 1の通りである。

跡一戸井
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2 井戸跡

L‐ 100300m

Ａ
一

Ａ
一

A'

A'

m

1 25Y2/1 黒色土 砂質シル ト しまり中。粘性やや弱。自粒 (砂 ?)を 全体に含む。炭微量
2 25Y2/1 黒色土  シル ト(や や粕質)し まりやや弱。粘性ややあり。 I層より茶色味強い。晴い。混ざりものない層。

炭極微量含 む。
3 1目 に似るか、1層より白粒多い。1層 は 3層が崩落 したもの ?白 っぽい。
4 25Y2/1 黒色土 砂質 シル ト しまり中。相性やや弱。10YR1 7/1を 微量。地山ブロック (～ 5cm)を斑状にやや多 く含む。
5 25Y2/1 黒色土 ンル ト(や や粘質)し まり中。粘性ややあり。地山ブロック極微量。きれいな層。2・ 8層のような茶色味無 し。

6 地山砂大量。黒色土微量。しまりやや弱い。粘性やや弱い。
7 25Y2/1 黒色土 粘性ややあり。1層 に似るブロック、自粒少ない。
8 2層に似る。
9 Шほ と地山ブロックを細かく(lcm)少量含む。しまりややあり。粘性ややあり。
10 2層 より茶味。粘土質 シル ト。しまり弱い。木質少量含む。
11 10層 と主体土同 じだが、本片、ワラみたいなものが大量にあり。底面付近に木板片多い。砂地山から湧いている水によって

壊れた ? 北隅には置いてあったが、水圧でなくなる。
25Y2/1 黒色土 地山砂 と粘土 ブロックで斑状に少量入る。
2/1 黒色土 やや茶味。5層に似るか。粘土質の砂な し。地山、粘土ブロック微量。斑状に細かく入る。
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第9図 SK03井戸跡 (1)
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第 11図 SK03井戸枠材 (1)



Ⅳ 平成 19年度調査

|    もy  ｀
ヽ印ウ

第 12図 SK03井戸枠材 (2)

-17-



|

Ｗ

俸

【
弔
ャ

Ａ
‐十
日
日
／

蜘
２

代
日
日
日
日
ア

Ａ
ｎ
日
日
日
／

第 13図 SK03井戸枠材 (3)

1脚|‖

捗叩ム注い f(

ν
筆

寒
う 。

。
′   _‐

季

脚］バ　　　ザ滓〃剰ゝ
レ単

ｏ　
　
　
　
　
　
　
ｒ
ノ
オ

§

　

　

／

-18-



Ь
I

ナ
∩, '

(ャ___

|1/

| |
曰`

/ヽく＼

ω　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　‐

q8e
∩
日
Ｈ
日
日
日
日
Ｈ
日
Ⅳ
Ｖ

ｈ

日

日

日

日

Ｗ

ｂ

r―

、(

ヽ

lθ‖

´
，

サ



騨

‐
嚇

‐ヽ
席
咽
‐

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

′

―

ゝ

‐
　

―

　

―

ヤ
ｌ

　

ｏ
ｌ

ｌ

1趣 ｊ
は

”幅

　

ぅ
名
牝
日
日

‐――

―
―
　

ｌ
ｔ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
∬
怖
＝
町
‐―
別

|こ

ノ
ュ

Ａ
ＩＩ
Ｈ
川
Ｈ
Ｈ
日
Ｈ
Ｈ
川
Ｈ
川
日
日
日
呵

Ｒ

ＩＩ

Ｈ

＝

――

―Ｉ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

日

日

日

― 十

日

同



Ⅳ 平成 19年度調査

SK01土坑 (第 16図、写真図版 5)

く位置 。検出状況・重複〉ⅡB3bグ リッドに位置する。湿地内地山面で黒褐色上の広がりを確認した。

SD05溝 と重複しこれよりも古い。

〈規模・形状〉南側をSD05滞に切られ消失する。残存部の径は、東西107m、 南北0。7m、 楕円形と推

定される。壁から底面にかけて浅皿状に窪み、検出面からの深さは 5 cm程 度である。

〈堆積状況〉黒色土を主体とする。底面には被熱する範囲が認められ、直上に炭化物層が堆積する。

遺構内で焼成が行なわれていた可能性ある。

〈遺物〉炭化物層中に土師器片が出土しているが、小片のため図化していない。

坑土

ホ紫
I B6f A輸

撹
・Ｂ３Ｃ　『一

A――――      SK02       L‐ 100 800m A

SK01(A一 A')
1 25Y2/1 黒色土 黒味強い。地山ブロック極微量。

下面に被熱面。炭多量に含 む。(SK01埋土 )

2 炭化物層

SK02 (A― A')
1 10YR3/1 黒褐色土  しまりあり。 粘性あり。

10YR5/2灰 責褐色上の粒を微量。

SK04(A― A')
1 25Y2/1 黒色土 シル ト しまり中。 粘性ややあり。

地山ブロック細かく(5 mm)少量。炭 (5 mm)微量。
2 25Y2/1 黒色土 砂質 シル ト しまり中。 粘性中。

1層より地山ブロック少なく、微量。炭微量 (5 mm～ l cm)

上部にやや多い。

A―――――

2

SK04

~‖仁百き20b

鵠¬m
1320b mは

ω

(鞄 初

第 16図  SK01 ・02'04■坑
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3 土坑

SK02土坑 (第16図、写真図版 5)

〈位置 。検出状況 。重複〉 I B6fグ リッドに位置する。地山面で黒褐色上の広がりを検出した。SD07

溝と重複するが新旧関係は不明である。

〈規模・形状〉検出面からの深さが浅く、南狽1を消失している。残存する径は東西1.20× 0.82m、 円

～楕円形と推定される。壁から底面にかけて浅皿状に窪み、検出面からの深さは10cm程度である。

〈堆積状況〉黒褐色土を主体とする単層である。

〈遺物〉出土していない。

SK04土坑 (第16図、写真図版 5)

〈位置・検出状況 。重複〉 I B20bグ リッド付近に位置する。地山面で黒色上の広がりを検出した。重

複する遺構はない。

〈規模・形状〉0,75× 0,70mの円形プランの西側に、長さ29cm、 幅15cm程度の溝状の突出部を持つ。底

面は平坦で、突出部は一段浅くなる。検出面からの深さはそれぞれ13cm、 8 cmで ある。壁は外傾して

立ち上がる。

〈堆積状況〉黒色上を主体とする。炭化物を含み上部ほど多い。

〈遺物〉出土していない。

4溝  跡

SD01清 (第19図、写真図版 5)

〈位置・検出状況。重複〉I A3qグ リッドに位置する。地山面で確認した。重複するSD03溝に切られる。

〈規模・形状〉北東一南西方向。北東側は調査区外へと延び、南西側は暗渠との重複部で消失する。

全長は2.2m、 上幅が30cm、 下幅が10cm、 断面形は浅皿状となる。検出面からの深さは 5 cm程 度である。

〈埋土〉黒色上を主体とする。

〈遺物〉土師器・須恵器小片が出土している。

SD02清 (第19図、写真図版 6)

〈位置・検出状況 。重複〉 I A2tグ リッド付近に位置する。地山面で検出し重複する遺構はない。

〈規模・形状〉北西―南東方向。北西側は深さを減じ、南東側は暗渠との重複部で消失する。全長は

6.lm、 上幅が50～ 100cm、 下幅が70～ 40cm。 底面は凹凸が多く、断面形は浅皿状となる。検出面か

らの深さは10cm程度である。

〈埋土〉地山ブロックを少量含む黒褐色土を主体とする。

〈遺物〉土師器須恵器小片が出土している。

SD03溝 (第 19図、写真図版 5)

〈位置 。検出状況・重複〉Ⅱ A3qグ リッドに位置する。地山面で検出した。SD01溝 と重複しこれより

も新しい。

〈規模・形状〉重複するSD01溝 と同様、北東一南西方向。南西側は暗渠との重複部で消失、北東側は

調査区壁の断面で確認できなかったため、これより南で深さを減じ消失するものと考えられる。全長

は1.3m、 上幅が30cm、 下幅が15cm、 断面形は浅皿状となる。検出面からの深さは 5 cm以下である。
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第 17図
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SD05溝・SK03井戸跡出土遺物 (1)
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SD01     L‐ 101500m
A―――     ―――……A′  B~――

SD02

C―

Ⅳ 平成 19年度調査

L‐101300m
――――― C′

SD04
D―

L‐101000m
――――D

SD02 (C― C')
1 湿地 I層。
2 湿地 Ⅱ層。
3 湿地 皿またはV層。
4 2層 に似 るが、極微量地山ブロックを

合 む。 シル ト。
5 皿層 とよ く似る。 シル ト。地山ブロッ

クを少畳含 む。 底面ボコボコ。

SD04 (D― D')
1 25Y2/1 黒色土 粘土質シル ト

しまりややあり。粘性ややあり。地山
ブロック極微量。底面に礫。安定 しな

＼ 早軍異漂Fo SD05・
01・ 03に比べ、

＼
監

＼

＼

＼

＼

＼
＼

L‐101100m

―

B

1

SD01・ 03 (A― A・ B― B')
1 湿地 I層。 現表上。 ボロボロ。

10YR3/2 黒褐色土。
2 湿地 I層。 10YR2/2 黒褐色土。
3 湿地Ш層。
4 5層 に似るが、やや茶味。

地山ブロック極微量、細長 く入る。
(SD03埋土 )5篭

鰯 /′

/
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＼
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第19図 SD01～ 04溝
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A一

1

鵠Bs

+而 19c

〆

09

平面 S‐ 1 :100

塩 1釧
~‖肯呂B20d

SD09 S‐1 :40

A――-      1°
7 900m A′

一

命
―1

SD09(A― A')
1 10YR3/1 黒褐色土  しまりあり。 粘性 あり。底面デコボコ

不安定。 底面付近に灰 白色土 ブロックの堆積が少 し見 られる。

第 22図  SD09清

101 400m A

Ⅳ 平成 19年度調査

キ B7e
~|五

FB8e

龍 8f

SD07・ 08 (A一 A')
1 表土。
2 1層 。10YR2/2 黒褐色土。 茶味強い。
3 10YR2/2 黒帽色土 粘土質 シル ト しまりややあり。 粘性ややあり。 2層 と似るが、2層 より

黒 く、地山ブロック微量含 む。(SD07埋 土 )

4 10YR2/2 黒褐色土  しまりややあり。 粕性ややあり。 3層より黒い。 底面に地山ブロック微量。
全体シャリシャリ、 灰白色土 ブロックはいる。(SD08遅 土 )

~1蜀

『 86g
~寸巧正B7g

第 21図  SD07・ 08溝

〈坦土〉黒色土を主体とする。SD01溝の埋土と似るがやや茶味が強い。

〈遺物〉SD01溝 との重複部で須恵器片出土している。

SD04溝 (第 19図、写真図版 6)

く位置 。検出状況 。重複〉工A3t～ 4tグ リッ

＼
‐

ドに位置する。地山面で検出し、重複する遺構はない。

〈規模・形状〉北東一南西方向。両端は深さを減 じ消

失する。全長は5。4m、 上幅力ⅥO～ 80cm、 下幅が30～ 40cm、

断面形は浅皿状となる。底面は凹凸が激しく、検出面

からの深さは 5 cm程 度である。

〈埋土〉地山ブロックを極微量含む黒色上を主体とす

る。

〈遺物〉剥片が出土している。

SD05清 (第20図、写真図版 6)

〈位置 。検出状況 。重複〉工A6t～ I B2cグ リッド付近

に位置する。地山面で検出した。sK01土坑と重複 しこ

れより新しい。

〈規模・形状〉南西―北東方向、やや弧を描き東狽1に

ふくらむ。北東側は調査区外へと延び、南西側は徐 々

に深さを減じ、暗渠との重複部で消失する。全長は約
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4 溝跡

21m、 上幅は20～ 70cm、 下幅は10～ 50cm、 断面形は浅皿状～ U字状となる。検出面からの深さは、

最大18cmである。

〈埋土〉黒色土を主体とする。

〈遺物〉土師器杯 (13)が 出土している (第 17図、写真図版 9)。

SD07清 (第21図、写真図版 7)

〈位置 。検出状況 。重複〉 I B6f～ I B8eグ リッド付近に位置する。地山面で検出した。SD08溝 と

SK02土坑と重複しており、溝より新しく土坑との新旧関係は不明である。

〈規模・形状〉南西―北東方向。北東側は調査区外へと延び、南西側は土坑との重複部で消失する。

全長は12.2m、 上幅が30～ 110cm、 下幅が10～ 100cm、 断面形は浅皿状となる。検出面からの深さは

5 cm程 度である。

〈埋土〉地山ブロックを微量含む黒褐色土を主体とする。

〈遺物〉SD08溝 との重複部で近世陶磁器が出土している。

SD08清 (第21図、写真図版 7)

〈位置・検出状況 。重複〉Ⅱ B7e～ 8eグ リッドに位置する。地山面で検出した。SD07溝 と重複しこれ

よりも古い。

〈規模・形状〉南北方向に延び北側は深さを減じ消失する。南側はSD07溝の重なり、東狽Jへ折れ調査

区外へと続く。両遺構を同時に掘り下げてしまったため重複部の形状は不明であるが、L字状形を持

つと推定される。全長は約5,Om、 上幅が25～ 50cm、 下幅が10～ 20cm、 断面形は浅皿状となる。検出

面からの深さは 5 cm程 度である。

〈埋土〉黒褐色土を主体とする。SD07溝 より黒味が強く、灰白色上のブロックを混入する。

〈遺物〉SD07溝 との重複部で近世陶磁器が出土している。

SD09清 (第22図、写真図版 7)

〈位置 。検出状況・重複〉 I B19cグ リッドに位置する。地山面で検出し、重複する遺構はない。

〈規模・形状〉南西一北東方向。両端は深さを減じて消失する。全長は2.2m、 上幅が10～ 40cm、 下

幅が 5～ 15cm、 断面形は浅皿状となる。底面は四凸が激しく、検出面からの深さは5 cm程度である。

〈埋土〉黒褐色土を主体とする。底面付近に灰白色のブロック (火山灰?)が堆積する。

〈遺物〉土師器片が出上している。

5遺 物 包 含 層

大グリッドB内、小グリッドkの東西ラインを境界に北側が湿地、南側が微高地 (集落域)と なる。

湿地は、落ち際から北側へ向って緩やかに下リー度東西方向に走る旧河道に切られ深くなるが、それ

以北は比較的平坦面が広がる。湿地内の基本層序は以下のとおりである。

I層 黒褐色土。ボロボロ。 現表土 (水田土)。 ※集落域ではI層下すぐⅥ層地山層となる。

工層 黒褐色土。他層に比べ茶味が強い。旧表土 (水田土)。

Ⅲ層 黒褐色土。グレー味強い。地山ブロックを含む箇所あり。間に黒色上の薄層を挟む場所もみら

れる。洪水堆積層 (中～近世)。
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Ⅳ 平成19年度調査

Ⅳ層 黒色土。下面が凸凹で湿地の落ち際のみ堆積する洪水層。以下粘性強くなる。 (古代以降)

V層 黒褐色土。茶味強い。層中に十和田 a降下火山灰層が堆積する。火山灰を確認できた地点では

上下 2層に分かれる。 (古代)※下部には縄文から弥生の層含むか ?

Ⅵ層 地山層。グライ化する。

遺物は上記の湿地の落ち際と調査区北西部から多 く出土 している。落ち際ではⅣ～ V層 に遺物が含

まれ小片が多いことから、南側の集落域から流入したものと考えられる。 しかし、東端落ち際に限つ

ては、「一」 と墨書された須恵器がまとまって出土していることから、意図的な投棄 と推測される (図

掲載は20年度分)。 調査区北西部は、南側の落ち際から一度遺物分布が途切れていることから、別地

点 (調査区外)か ら流入 。投棄の可能性がある。
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第23図 包含層出土遺物 (1)
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第24図  包含層出土遺物 (2)



Ⅳ 平成 19年度調査
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第26図 包含層出土遺物 (4)
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第27図  包含層出土遺物 (5)
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第28図 包含層出土遺物 (6)
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5 遺物包含層
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第30図 包含層出土遺物 (3)
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Ⅳ 平成 19年度調査

第31図 包合層出土遺物 (9)
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冷5
YR
7/
8黄

橙
色

】 ク
ロ
ー◆

ヘ
ラ
ケ
ス
｀
リ

,ヘ
ラ
ナ
テ
｀

7
8

床
土

師
甕

同
～
底

部
(5
7)

うY
R6
/8
橙

色
ラヽ
ナテ
｀

木
葉
戻

ラヽ
ナ
テ
｀

3
8

燃
焼

部
底

面
土

師
密

阿
～
底

部
(1
42
)

多5
Y7
た

浅
黄
色

ヘ ラ
ナ
テ

―ヾ手
ハ
ケ
メ

(ナ
テ
｀
ヤ

近
い

)

ケヽ
メ
ー→

ヘ
ラ
ナ
テ
｀

1
8

貯
蔵

穴
・
カマ

ド
燃
焼

部
須

恵
祇

表
部

N5
/灰

色
タタ

キ
ー→

ヘ
ラ
ケ
ス
ヾ
リ

ナ
テ
 ` 

―
一
言
Бタ
タ
キ

ラヽ
ナ
テ
｀

8

】D
05

一
括

土
師

杯
(内

黒
其
部

上O
YR
6/
4

に
ぶ

い
黄

橙
色

]ク
ロ

回
転

糸
切

(右
⊃

幅
の
広

い
ミガ

キ
17

9

3K
03

木
枠

内
砂

層
(1
5の

下
)

土
師

不
(内

黒
口
～
底

部
10
YR
5/
4

に
ぶ

い
黄
褐
色

回
転

糸
切

(右
)

'ク

ロ
ー

・
ミ
が

キ
同
部
墨
書

「
」

12
8

17

3K
03

木
枠

内
砂

層
(1
4の

上
)

土
師

不
(内

黒
口
～
底
部

10
YR
5/
4

に
ぶ
い
責
掲

色
回
転

糸
切

(右
〉

17

SK
03

屈
り
方

土
師

不
(内

黒
口

～
底

部
10
YR
5/
4

に
ぶ
い
黄
褐

色
ロ ク
ロ→

下
端
ヘ
ラナ
デ
→

ヘ ラ
ケ
ス
｀ リ

回
転
糸
切
→
ナテ

ユ ク
ロ
ーⅢ

ミが
キ

17

3K
03

芍
枠

内
砂

層
土

師
不

(内
黒

底
部

10
YR
6/
4

に
ぶ
い
責
橙

色
回
転

糸
切

(右
)

|デ
状

の
ミ
が

キ
17

3K
03

勺
枠

内
砂

層
土

師
不

(内
黒

同
～
底

部
10
YR
6/
4

に
ぶ

い
黄
橙

色
回
転

糸
切

(右
)

ユ ク
ロ
ー→

ミ
が

キ
黒
色

処
理

と
ぶ

17

3K
03

屈
り
方

土
師

高
台
付

不
(内

黒
)

氏
部

(8
o

10
YR
6/
4

に
ぶ
い
黄
橙

色
]ク
ロ
 
ー

言
Бミ
が

キ
Eヨ
車
云
ヘ
ラ
ケ
ス
ヾ
リ
ー→

ユ
ヒ

オ
す
エ

ユ ク
ロ
→

ミ
が

キ
17

SK
03

括
土

師
杯

lΠ
～
底

部
10
YR
5/
4

に
ぶ
い
黄
褐

色
回
転

糸
切

(右
)

17

3K
03

―
括

土
師

杯
(内

黒
阿
～
底

部
10
YR
6/
4

に
ぶ

い
責
橙
色

回
転

糸
切

(右
)

]ク
ロ
ー

・
ミ
が

キ
17

9

SK
03

Lt
tБ

土
師

杯
(内

黒
底

部
(5
8)

75
YR
5/
4

に
ぶ

い
褐
色

ロ
ク
ロ
→

回
転

ケ
ス
｀
リ

回
転

糸
切

(右
)

]ク
ロ
ー →

ミ
が

キ
?

SK
03

上
部

土
師

不
口
～

胴
部

10
YR
6/
8明

責
褐

色
桐
部
刻
書
「

万
」
力

?
17

貿 　 判 灘 る 命 測 削 叫
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第
3表

 
掲
載
遺
物
一
覧

(土
器
②
〉

載 号
掲 番

這
構

名
地
点
・

層
位

種
類

締
部

位
酪 鰤

綿 鰤
底
径

(c
m)

色
調

調
整

(外
面

)
調
整

(底
部

)
調
整

(内
面

)
備

考
仮
番
号

図
版

写
真

図
版

3K
03

掘
り
方

土
師

甕
底

部
14
1)

10
YR
6/
6明

黄
褐
色

ラヽ
ナ
テ

―ヾ◆
ヘ
ラ
ケ
ス
ヾ
リ

SK
03
、

I 
Bl
b 
l(

一
括
 

工
～

Ⅲ
層

須
恵

瓶
底

部
〈 3
/暗

灰
色

'タ
キ 
 
ヘ
ラナ
テ

'

→
ヘ
ラケ
ス
｀
リ

ラヽ
す
テ
ヾ

3K
03

殉
枠

の
埋

土
・
木
枠

/1
側

掘
方
黒
色
土

土
師

杯
口
～
胴

部
(1
28
)

10
YI
b/
6掲

色

3K
03

11
層

土
師

邦
(内

黒
口
～
胴

部
(3
7)

10
YR
5/
4

に
ぶ

い
黄
褐
色

]タ
ロ
ー ,

ミ
が

キ
墨
書

か
?

SK
03

上
部

土
師

郭
口

～
胴

郡
75
YR
5/
6明

褐
色

3K
03

内
枠

と
外
枠

の
間

土
師

甕
口

縁
12
5)

10
YR
5/
4

に
ぶ

い
責
褐

色
ラヽ
す
テ
 ヾ ・
 
ヨ
ヨ
ナ
テ
｀

ヨ
ヨ
ナ
テ
'…

Ⅲ
ヘ
ラ
ナ
テ
｀

SK
03

内
枠

内
砂

層
土

師
甕

(内
黒

口
縁

10
YR
6/
2灰

責
褐
色

]ク
ロ
ー→

ミ
ガ

キ
外

面
火

は
ね

P

3K
03

掘
り
方

土
師

甕
口

縁
75
YR
5/
6明

褐
色

17

SK
03

上
部

土
師

甕
口
～

胴
部

75
YR
7/
4

に
ぶ

い
橙

色

SK
03

内
枠

内
砂

層
土

師
窪
(両

黒
(9
21

75
YR
6/
4

に
ぶ

い
澄

色
ラヽ ケ
ス
｀
リ

ヘ ラ
ナテ
｀
(一

言
pサ

メ 状
に
強
い

〉
17

73
湿

地
I 
B1
9h

Ⅲ
層

土
師

高
台
付

イ
1内

黒
)

底
部

10
YR
6/
3

に
ぶ

い
責
橙
色

回
転

糸
切
→
ナデ

]ク
ロ
ー→

ミカ
｀
キ

74
湿
地

I 
B1
7 
18
g

Ⅲ
層

土
師

杯
胴

～
底

部
(5
6)

10
YR
6/
4

に
ぶ

い
黄
橙

色
回
転

糸
切

(右
)

湿
地

IB
lれ

IB
20
e

Ⅱ
層
 

Ⅲ
層

土
師

高
台

付
郭

底
部

(2
9)

10
YR
5/
6黄

褐
色

旬

地 Ｂ
２

湿 Ｉ
Ⅲ

層
土

師
高
台
イ
杯

(両
黒

)

底
部

(1
5)

14
6)

10
YR
6/
4

に
ぶ

い
責

橙
色

地 噺
湿 Ⅱ

V層
土

師
不

底
部

/5
YR
6/
6橙

色
回
転

糸
切

(右
)

終
湿

地
I 
B1
9c

皿
層

土
師

不
(両

黒
)
胴

～
底

部
(8
4)

10
YR
6/
3

に
ぶ

い
責
橙
色

ユ ク
ロ
ー→

ヘ
ラ
ケ
ス
'リ

回
転

糸
切

】 ク
ロ
ー

・
ミ
が

キ

湿
地

I 
Bl
監

.

18
g1
8
h

I層
・
Ⅲ
層

土
師

喜
台
付

杯
内
黒

)

胴
～

底
部

(7
2)

10
YR
5/
4

に
ぶ

い
責
褐
色

回
転

糸
切

(右
)

ロ
ク
ロ
ーⅢ

ミ
が

キ

湿
地

I 
B2
11

Ⅱ 
Bl
i 
lk

Ⅲ
層

土
師

不
(両

黒
)
底

部
10
YR
6/
2灰

黄
褐

色
摩
滅

し
て
い
る
た
め
調

整
は
つ
き
り
し
な
い

湿
地

I 
B1
9d

肛
層

土
師

不
(内

黒
)
胴

～
底
部

10
YR
6/
3

に
ぶ

い
責
橙
色

]ク
ロ
ー→
ヘ
ラ ケ
ス
ヾ
リ

回
転

糸
切
→
周
縁
ヘ
ラ

ケス
｀
リ

ロ
ク
ロ
ー→

ヘ
ラ
ナ
テ

一`→
ミ
カ
｀
主

地 閉
湿 Ｉ

皿
層

土
師

不
胴

～
底

部
75
YR
5/
4

に
ぶ

い
褐
色

回
転
糸
切

(方
向
不

明
)

24

83
地 Ｂ

湿 Ⅱ
Ⅲ
層

・
V層

土
師

不
(内

黒
]～

底
部

16
6)

10
YR
6/
6明

責
褐
色

回
転

糸
切

(右
)

84
曼
地

I 
Bl
j

Ш
層

・
V層

土
師

不
(内

黒
同
～

底
部

(3
61

(6
41

10
YR
6/
4

に
ぶ

い
黄
橙

色
回
転

糸
切

(方
向
不

明
)

ロ
クロ
→
ミカ

'キ
→
ナデ

状
ミガ

キ

地 Ｂ

湿 Ｉ
V層

土
師

イ
(内

黒
胴
～
底

部
10
YR
6/
3

に
ぶ

い
責
橙
色

ヨ ク
ロ
→
下
端
ヘ
ラケ
ス
ヾ
リ

回
転

糸
切
→
ケ
ス｀
リ

'ク

ロ→
ナテ
｀
】犬
ミカ
ヾ キ

⑪ 　 肺 苺 口 ゆ 嗣



第
3表

 
掲
載
遺
物
一
覧

(土
器
③
〉

載 号
掲 番

遺
構

名
地
点
・

層
位

種
類

器
種

部
位

径 ｍ，
口 に

器
高

(c
m)

離 ＜ｃｍ
，

色
調

調
整

(外
面

)
調
整

(底
部

)
調

整
(内

面
)

備
考

仮
番

号
図

版
写

真
図
版

地 闘
湿 Ⅱ

Ⅲ
層

上
師

イ
口
～
底
部

一

６

７ ＆

75
YR
6/
4

に
ぶ

い
橙
色

ロ
ク
ロ

回
転

糸
切

(右
)

湿
地

I 
Bl
k

Ⅲ
層

土
師

lT
・
(内

黒
口
～
底

部
10
YR
7/
6明

黄
褐

色
ロ
クロ
→
下
端

回
転
ケ
ス
｀

リ
ヨ
転
ヘ
ラケ
ス
｀ り

(右
〉

]ク
ロ
ー

・
ミ
が

キ
?

摩
減
の
た
め
調
整

は
っ
き
り
し
な
い

地 『
湿 Ｉ

V層
(火

山
灰

)
土

師
イ

(内
黒

]～
底

部
75
YR
6/
6橙

色
ロ
ク
ロ

回
転

糸
切

(右
)

]ク
ロ
ー ,

ミ
が

キ
解

地 Ｂ
２

湿 Ｉ
I～

Ⅲ
層

土
師

杯
氏
部

10
YR
6/
4

に
ぶ
い
黄
橙
色

回
転

糸
切

(方
向
不

凋
)

湿
地

I 
B2
e

Ⅲ
層

土
師

郭
IΠ
～

底
部

75
YR
6/
4

に
ぶ

い
橙

色
回
転

糸
切

(右
)

ミガ
キ

?
底

部
切

り
離

し
痕

2

度
あ

り

昆
地

Ⅱ
32
h

皿
層

土
師

郭
(内

黒
表
部

(6
81

10
YR
5/
6黄

褐
色

ナテ
｀

ユ ク
ロ
ー

・
ミ
カ
｀
キ

勘 ３３ｉ
Ⅲ

層
土

師
杯

(内
黒

同
～
底

部
10
YR
6/
6明

黄
褐
色

ユ ク
ロ
→
下
端
ヘ
ラケ
ス
｀
リ

糸
切

(静
止

動
ロ
ク
ロ
ー→

ミ
が

キ

勘 対
V層

(火
山
灰

)
土

日 下
杯

(内
黒

コ
～

底
部

(1
51
)

10
YR
6/
6明

責
掲
色

回
転

糸
切

(右
)

ロ
ク
ロ
→

ミ
が

キ

地 Ｂ
５

曼 Ⅱ
一

括
土

師
郭

(内
黒

表
部

(1
2)

17
1)

10
YR
6/
6明

黄
褐

色
回
転

糸
切

(右
)

ロ
クロ
→
ミが

キ
孵

地 Ｂ

昆 Ⅱ
黒

色
土

(I
～

Ⅲ
層

土
師

郭
(内

黒
表
部

10
YR
6/
4

に
ぶ

い
黄
橙

色
回
転

糸
切

(右
)

ロ
クロ
→
率田

い
すテ
｀ 】
犬
の

ミカ
'キ

%
孵

豆
地

I 
B1

8h
皿

層
土

師
杯

真
部

16
0)

10
YR
6/
4

に
ぶ

い
黄
橙

色
回
転

糸
切

(右
)

不
明

勺
外

面
赤
彩
 

内
面

肇
滅

馳 蝸
皿

層
土

師
杯

(内
黒

英
部

16
0)

「
5Y
R7
/8
黄

橙
色

回
転

糸
切

(右
)

ロ
ク
ロ
ー→

ミ
カ
｀
キ

真
言
骸

J書
 「

X」

昆
地

黒
色

土
(Ⅱ

～
Ⅲ
層

土
師

蓋
(両

黒
つ

ま
み

10
YR
6/
4

に
ぶ
い
責
橙

色
ミカ

'キ
?

ロ
ク
ロ
~→

ミ
カ
｀
キ

?
肇
減

の
た
め
調
整

よ
っ

き
り
し
な
い

剛 ３．
９ｄ

Ⅱ
層

須
恵

杯
同
～
底

部
F5
YR
6/
1褐

灰
色

回
転

糸
切

(右
)

ロ
ク
ロ

己地
IB
鉤

2

1 
1B
li
lk

Ⅲ
層

・
V層

土
師

甕
口一
月 螂

1(
84
)

ｂ

５
４

F5
YR
7/
6橙

色
回
転

糸
切

(右
)

地 Ｂ
３

一
括

上
資雨

甕
真
部

(1
22
)

(2
5)

10
YR
6/
4

に
ぶ

い
黄
橙
色

'ス

｀
リ

ナ
テ
｀

ヘ
ラ
す
テ

昆
地

I 
Bl
h

Ⅲ
層

上
常市

窪
一 氏

(5
3)

10
YR
5/
4

に
ぶ

い
黄
褐
色

回
転

糸
切

(右
)

地 Ｂ
３

湿 Ⅱ
Ⅲ

層
上
自 下

甕
一 氏

(2
8)

15
YR
4/
4褐

色
テ ス
｀
リ

す
テ

'
ヘ
ラ
ナ
テ

地 Ｂ
５

曼 Ｉ
一

括
上

渇扁
甕

一 氏
(1
22
)

25
Y7
/4
浅

責
色

ナテ
｀

木
葉
痕

ヘ
ラ
ナ
テ

湿
地
IB

IJ
■
k2
i

Ⅲ
層

上
師

甕
口
～
底

部
10
YR
6/
4

に
ぶ

い
黄
橙
色

ナス
ヾ
り

?

曼
地
II

ォ
3J

Ш
層

・
V層

上
師

甕
胴
～
底

部
(6
6)

10
YR
6/
3

に
ぶ

い
黄
橙

色
回
転

糸
切

(右
)

地 Ｂ
２

湿 Ｉ
Ⅲ

層
須

恵
瓶

胴
～
底

部
N6
/灰

色
工
と
｀
オ
サ
エ 
・
ナ
テ

'
ロ ク
ロ
 
カ キ
メ 】
犬
ナテ
ヾ

湿
地
IB

21
1J
20
k

Ⅲ
層

V層
須

恵
瓶

胴
～
底

部
N4
/灰

色
ロ ク
ロ→

ヘ
カ
ス
｀ り
→

回
転
ナ
テ
ヾ

ロ
ク
ロ
 
ー

部
ナデ

貿 　 引 灘 Ｓ 常 灘 訓 叫
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掲
載
遺
物
一
覧

(土
器
④
〉

載 号
掲 番

遺
構

名
地
点
・

層
位

種
類

器
種

部
位

径 ｍ，
口 ぐ Ｃ

絲 ぐｃｍ
＞

底
径

(c
m)

色
調

調
整

(外
面

)
調
整

(底
部

)
調
整

(内
面

)
備

考
仮

番
号

図
版

真 版
写 図

10
9

地 Ｂ

湿 Ⅱ
Ⅲ

層
須

恵
瓶

胴
～

底
部

(
55
)

N6
/灰

色
ロ ク
ロ
(→

回
転
ケ
ス
｀
り

?)
中
央
ケ
ス
'り
→
ユ
ビ
オサ
エ

ロ ク
ロ
→
一
部
カ
キメ
状
ナテ

湿
地

I層
須

恵
瓶

同
～

底
部

(6
7)

〈
5/
灰

色
'タ

キ
ー→

ヘ
ラ
ケ
ス
｀
リ

タタ
キ
  

ナ
テ

'
タ
タ
キ
ー→

ヘ
ラ
ナ
テ

Ｂ

Ｋ
脚 叩

Ⅱ
層

・
V層

須
恵

瓶
同
～
底

部
(6
3)

(1
■

2)
N5
/灰

色
周
縁
ケス

｀
り  

中
心
ナテ

ヘ
ラ
ナ
テ
ヾ

湿地
IB
山

l"
謝

～ (
IB
I 
II
町

Ⅲ
層
 V
層

須
恵

長
顕
瓶

]～
胴

部
N4
/灰

色
,ク
ロ
ーⅢ

ヘ
ラ
ケ
ス
｀
リ

ロ
ク
ロ

邑
地

I 
Bl
に

31
皿

層
須

恵
瓶

同
～
底
部

(5
4)

(1
32
〉

N5
/灰

色
、 ラ
ケ
ス
｀
リ

ユ
ヒ
｀
す
テ
ヾ

ヘ
ラ
す
テ
｀

湿
地

I 
A2
t

一
括

須
恵

瓶
氏

部
(3
6)

(1
■

0)
N5
/灰

色
タ
タ
キ
…Ⅲ

ヘ
ラ
ケ
ス
｀
リ

タ
タ
キ
  

ヘ
ラ
ケ
ス
｀
リ 
 
ナ
テ
｀

カ
キ
メ
状

ナ
テ

昆地
I 

B1
7e

ヤ
gl
紙

18
1
I層

、
Ⅲ
層

須
恵

汽
奏

口
～
胴

部
(4
41

(1
25
)

N5
/灰

色
ユ ク
ロ
・

タ
タ
キ

曼
地

黒
色

土
(Ⅱ

～
Ⅲ
層

上
日 扁

杯
(内

黒
口
～
胴

部
(1
36
)

10
YR
7/
3

に
ぶ
い
責
橙

色
〕 ク
ロ
ー◆

ミガ
キ

曼
地

火
山
灰

よ
り
上

上
師

不
(両

黒
口
～
胴
部

10
YR
5/
3

に
ぶ
い
費
褐

色
]ク
ロ
ー

・
ヘ
ラ ケ
ス
｀
リ

]ク
ロ
ー →

ミ
が

キ
?

曼
地

火
山
灰

よ
り
上

土
師

杯
(内

黒
口
～
胴

部
(1
48
)

10
YR
6/
4

に
ぶ

い
黄
橙
色

ユ ク
ロ
ー ,

ミ
が
キ

湿
地

I 
B1
7e

Ⅲ
層

土
師

郭
口
～
胴

部
75
YR
7/
4

に
ぶ

い
橙

色
摩

滅
ラヽ
十
テ
｀

26

湿
地

I

B1
9d

Ⅲ
層

土
師

杯
(両

黒
口
～
胴

部
(3
5)

10
YR
6/
4

に
ぶ

い
黄
橙
色

ロ
ク
ロ
ー

・
ミ
カ
｀
キ

,ク
ロ
ー→

ミカ
｀
キ

49
24

地 噺
湿 Ⅱ

V層
土

師
郭

口
～
胴

部
(1
36
1

(3
5)

75
YR
6/
6橙

色

12
2

湿
地
IB

20
12

0k
Ⅲ
層

・
V層

土
師

杯
(内

黒
口
～
胴

部
10
YR
6/
6明

黄
褐
色

]ク
ロ
ーⅢ

ミ
が

キ

Ｂ

ｇ

地 側
湿 １８

Ⅲ
層

土
師

郭
口
～
胴

部
(1
44
)

10
YR
7/
4

に
ぶ
い
黄
橙

色
ウ
ロ
→

下
端
ケ
スト
リ

湿
地

火
山
灰

よ
り
上

土
師

杯
(両

黒
口
～
胴

部
10
YR
6/
2灰

黄
褐
色

ユ ク
ロ
ー→

ヘ
ラ
ケ
ス
｀
リ

]ク
ロ
ー

・
ミ
が

キ
?

湿
地

I 
Bl
,

Ⅲ
層
 V
層

土
師

不
(内

黒
)
口
～

胴
部

(1
26
)

10
YR
6/
4

に
ぶ

い
責
橙

色
ロ ク
ロ
→
ミが

キ

地 Ｂ
３

湿 Ⅱ
天
色

土
土

師
窪

嘆
部

(1
5)

(6
4)

10
YR
6/
4

に
ぶ

い
責
橙

色
砂

底
ナ
テ
｀

地 Ｂ
湿 Ⅱ

Ⅲ
層

土
師

不
?

同
部

75
YR
7/
3

に
ぶ
い
橙
色

「
テ
｀

げ
キ
(暗

文
状

)
内
面
赤
彩

26

地 勤
湿 Ｉ

Ⅲ
層

・
V層

土
師

不
口
～
胴
部

(1
84
1

(6
7)

10
YR
6/
4

に
ぶ

い
責
橙
色

80
24

12
9

地 Ｂ
湿 狂

黒
色

土
(I
～

Ⅲ
層

土
師

不
(内

黒
10
YR
6/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

同
部
墨
書

「
十
」
力

?

表
採

一
括

土
師

不
(内

黒
桐
部

75
Y郎

/4
に
ぶ
い
褐
色

ユ ク
ロ
ー◆

ミ
が

キ
胴
部
墨
書
「
有
」

カ
~召

」

湿
地

k山
灰

よ
り
上

土
師

甕
口
～
胴

部
69
)

75
YR
6/
3

に
ぶ

い
褐
色

ヨ
ヨ
ナ
テ
' 
 
ヘ
ラ
ナ
テ
｀

,コ
ナ
テ

一`→
ヘ
ラ
ナ
テ
｀



第
3表

 
掲
載
遺
物
一
覧

(土
器
⑤
〉

載 号
掲 番

這
構

名
地
点
・

層
位

種
類

器
種

部
位

口
径

(c
m)

器
高

(c
m)

離 でｃｍ
，

色
調

調
整

(外
面

)
調

整
(底

部
)

調
整

(内
面

)
備

考
仮
番
号

図
版

写
真

図
版

昆
地

黒
色

土
(I
～

Ⅲ
層

土
師

奏
]縁

10
YR
5/
4

に
ぶ

い
黄
褐
色

aク
ロ

昆
地

一
括

土
師

奏
]縁

5Y
R4
/3

に
ぶ

い
赤
褐
色

ヨヨ
ナテ
｀

豆地
I 
B1
6`

I 
B1

7 
e

Ⅲ
層

土
師

甕
口

～
胴

部
F5
YR
7/
4

に
ぶ

い
澄

色
ロ
ク
ロ

曼
地

I 
B1

8F
Ш

層
土

師
窪

口
～
胴

部
10
YR
6/
6明

黄
褐
色

ヨコ
|テ

一`→
ヘ
ラ
ナ
テ
｀

ヨ
ヨ
ナ
テ
 ` ・

ヘ
ラ
ナ
テ
ヾ

地 Ｂ
２

曼 Ｉ
Ⅲ

層
上
月 下

甕
口
縁

(6
5)

10
YR
5/
4

に
ぶ

い
黄
褐
色

ケス
｀
り 
・
 
ヨ
ヨ
ナ
テ
｀

ヘ
ラ
ナ
テ
ヾ  
 
ヨ
ヨ
ナ
テ
ヾ

ｍ

地 Ｂ
３

湿 Ｉ
I層

上
師

甕
口

縁
テY
R5
/6
明

赤
褐

色
ヨ
コ
ナ
テ
ヾ

ヨ
コ
ナ
テ
 ヾ ・

ヘ
ラ
す
テ
｀

湿
地

I 
B1
81

Ⅲ
層

上
師

奏
口

～
胴

部
(1
78
)

10
YR
5/
6黄

掲
色

ヘ ラ
ケス

ヾ リ
ー

・
ヘ
ラ
ナテ
｀

ヨヨ
ナテ

ヾ
ヘ
ラ
ナ
テ
｀  
 
ヨ
ヨ
ナ
テ
｀

地 Ｂ

湿 Ⅱ
Ⅲ
層

下
部

上
師

甕
口

～
胴

部
75
YR
6/
4

に
ぶ
い
橙

色

14
0

働

地 Ｂ
２

湿 Ｉ
V層

上
師

甕
口
～
胴

部
(1
94
)

(6
4)

10
YR
5/
6黄

褐
色

地 Ｂ
２

湿 Ｉ
Ⅲ

層
土

師
口

縁
14
7)

10
YR
6/
4

に
ぶ
い
責
橙

色

湿
地
IB

20
,2
0k

Ⅲ
層

V層
土

師
餐

口
～
胴

部
10
YR
6/
4

に
ぶ
い
黄
橙

色
〕 ク
ロー ・

ヘ
ラケ
ス｀
リ

湿
地

I 
B1
9d

Ⅱ
層

Ⅲ
層

土
師

弩
口

～
胴

部
10
YR
6/
4

に
ぶ

い
責
橙

色

働

地 Ｂ
２

湿 Ｉ
Ⅲ

層
土

師
奏

口
～
胴

部
(1
90
)

(5
5)

10
YR
7/
4

に
ぶ

い
黄
橙
色

湿
地
IB

20
i・

20
k

V層
土

師
甕

?
口
～
胴

部
10
YR
6/
6明

責
掲

色
ロ
クロ
ー→
ヘ
ラ ケ
ス
ヾ
リ

ー手
ヘ
ラナ
テ

'
]ク
ロ
ーⅢ

ヘ
ラ
す
テ
ヾ

内
面
布

目
痕

あ
り

15
5

湿
地

Ⅱ
層

土
師

甕
(外

黒
胴

部
10
YR
6/
3

に
ぶ
い
黄
橙

色

15
6

働

地 Ｂ
２

湿 Ｉ
Ⅲ
層

下
部

土
師

養
?

胴
部

10
YR
6/
4

に
ぶ

い
責
橙
色

'タ
キ
…Ⅲ
ケ
ス
'リ

ナテ
｀

湿
地

表
土

直
下

土
師

甕
?

胴
部

ア 5
YR
5/
8明

掲
色

「
テ
ヾ

?

湿
地

I 
B2
k

皿
層

土
師

壷
猟
内

黒
?)

(5
6)

10
YR
6/
6明

責
褐

色

湿
地

I 
B3
1

Ⅲ
層

土
師

奏
?

10
YR
6/
4

に
ぶ

い
黄
橙
色

ス
｀
り

?ナ
テ
ヾ  ?

ト テ・
?

月同
言
[亥

J蕉
手「

×
J

湿
地

I 
B3
e

一
括

土
師

奏
底

部
10
YR
6/
6明

黄
褐

色
少
底

不
明

内
面
漆
付
着

?

地 囲
湿 Ｉ

Ⅲ
層

土
師

甕
P

胴
部

(3
2)

75
YR
7/
6橙

色
トテ
ヾ

外
面
赤
彩

13
2

湿
地

I層
須

恵
大

甕
口
縁

4ヽ/
ラ
〔
t

地 Ｂ
湿 Ｉ

皿
層

須
恵

汽
甕

口
縁

N4
/灰

色

貿 　 報 灘 こ れ 潮 測 叫

― 卜 ω ｌ
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掲
載
遺
物
一
覧

(土
器
⑥
〉

載 号
掲 番

這
構

名
地
点

・
層
位

種
類

器
種

部
位

口
径

(c
m)

絲 でｃｍ
，

底
径

(c
m)

色
調

調
整

(外
面

)
調
整

(底
部

)
調
整

(内
面

)
備

考
仮
番
号

図
版

真 版
写 図

地 Ｂ
湿 Ⅱ

Ⅲ
層

須
恵

大
甕

口
縁

5Y
R4
/1
褐

灰
色

歪
み
大

き
し

16
5

湿
地
IB

18
e1
8f

Ⅲ
層

須
恵

大
甕

口
縁

16
6)

N5
/灰

色
コ ク
ロ→

力
拶
状
ヨ
サ
デ

地 Ｂ
５

湿 Ｉ
I層

土
師

甕
口

縁
14
7)

75
Y5
/2
灰

褐
色

地 Ｂ

湿 Ｉ
Ⅲ

層
須

恵
大

甕
頸

部
18
01

4ヾ/
う
〔
て色

]ク
ロ
→
カ
キメ
】犬
ナテ
｀

湿
地

黒
色

上
(I
～

Ⅲ
層

須
恵

大
養

頸
部

〈4
/う

て
てヨ

'ク

ロ
(キ

ス
ヾ  ?

)
,キ
メ
状

の
ナ
テ
' 
 
布

目
29

質
地 Ｂ

湿 Ｉ
I層

須
恵

大
奏

口
縁

み
5Y
4/
4

オ
リ
ー

ブ
褐
色

17
0

湿
地

I 
B1
9e

Ⅲ
層

須
恵

大
奏

口
縁

(2
54
)

(6
01

5ヾ/
灰

色

湿
地
I
B

18
i■

91
19
k

I層
・

Ⅲ
層

須
恵

瓶
胴

部
5ヾ/
う
〔
ね二

ワ
ロ
→
力
拶
状

ヨ サ
デ

→
ヘ
ラ ケ
ス
｀
リ

,キ
メ
】犬

の
ナデ

湿
地

I 
Bl
j・

2」

Ⅲ
層

須
恵

瓶
胴

部
〈 5

/う
〔
でヨ

湿
地

I 
B1
8f

Ⅱ
層

須
恵

豆
胴

部
16
5)

〈3
/暗

灰
色

地 Ｂ

湿 Ｉ
Ⅲ
層

、
下

火
山
灰

よ
り

須
恵

士 亜
桐

部
N6
/灰

色
1ク
ロ
ー

・
ヘ
ラ ケ
ス｀

リ

湿
地
IB

lk
・
2J
3i

Ⅲ
層

・
V層

須
恵

瓶
頸

部
19
9)

N3
/暗

灰
色

タ
タ キ
→
ロ
クロ

・
カ キ
メ
状

すテ
｀

ユ ク
ロ
→
カ キ
メ
状
ナデ

30

17
6

湿
地
IB

20
J

Ⅲ
層

質
恵

瓶
顕

～
胴

部
(
10
01

N3
/暗

灰
色

ロ
ク
ロ

外
面
輪
積
箇
所

で
ひ

び
害
」れ

17
7

湿
地

I 
B1
7g

Ⅲ
層

須
恵

大
奏

胴
部

(2
25
)

N3
/暗

灰
色

湿
地

I 
B1
9h

Ⅲ
層

須
恵

大
甕

胴
部

(
76
)

N5
/灰

色



第 3表 掲載遺物一覧 (木製品)

載
号

掲
番 遺構名 地点・層位 形状 酵

ぐｃｍ，
幅

ｃｍ

厚 さ

(cm)
樹種 備 考 仮番号 図版

写真
図版

内枠 3K03 木枠内側 筒 ,吠 80～ 90 直径 80 ケヤキ 内杵 10～ 12

3K03 木枠外側 阪
'吠

ケヤキ A 3 l

3K03 木粋タト側 板状 コナラ属 B 3 1

3K03 木枠外狽」 板状 ケヤキ C 3 2

3K03 木枠外側 板状 ケヤキ Dl 3 2

3K03 木枠外側 板状 570 220 ケヤキ El 4 3

38b SK03 木枠外側 板状 200 ミズキ 4 3

39a SK03 木枠外側 板状 ケヤキ コ角穴あ り Fl 3

SK03 木枠外側 棒状 ヤマグワ F2 4 3

】K03 木枠外側 棒 状 トネリコ属 G 4 4

3K03 木枠外側 板 状 ケヤキ 先端 V字状 H 4 4

】K03 木枠外側 板 状 ケヤキ ]隅 に四角穴あり 」 4 4

43 】K03 木枠外側 板 状 コナラ属 先端矢柄状 I 4 5

44 3K03 木枠外側 板状 820 ケヤキ K 5 5

SK03 木枠外狽I 板状 800 180 ケヤキ L

3K03 木枠外側 板状 870 223 ケヤキ M 5

SK03 木枠外側 板状 ケヤキ N

SK03 昨内 棒状 (炭化 ) トネリコ属 Vヽ001

SK03 一括 棒状 ヤナギ属 Ⅵ「013

SK03 木枠内側 降状 ヨナラ属 Vヽ004

SK03 掘方 奉状 ヤナギ属 加工痕あり Vヽ002 17

SK03 掘方下部 奉状 ヤナギ属 花端加工 W「029 17

SK03 木枠内砂層 奉
'伏

232 165 コナラ属 W「010 7

SK03 掘方上部 奉状 カエデ属 郡「019 7

3K03 掘方上部 蜘物フタ?底 ? 125 ス ギ 耶「026 7

3K03 掘方下部 色物 ス ギ 部/028 8

3K03 木枠内秒層 宛?皿 ? 口径 器高 (25) 底径 100 ケヤキ 耶「027 8

W003 3K03 木枠内側 阪状 325 トチノキ 耶/003

パヽ「005 3K03 木枠内狽I 阪状 カエデ属 M「005

W012 3K03 木枠外側 阪状 ク リ W012

都/017 3K03 木粋 ? 阪状 イヌシデ節 M/017

Ⅳ 平成 19年度調査

第3表 掲載遺物一覧 (縄文・弥生土器〉
掲載
番号

遺橋名 出土層位 種 別 器種 部 位
笹
ｍ，

口

俺 編ぐｃｍ，
朧
くｃｍ，

襲
⑭

備考 仮番号 図版
写真
同 IIF

I B201 Ⅲ～V層 健文・弥生 沐 氏部 (62) 7

I B20e Ⅲ～V層 健文 弥生 鉢 式部 5

I B5d 一括 偲文 弥生 鉢 胴～底 1565 11

湿 地 V層 穐文 弥生 鉢 ]縁 1

湿 地 V層 健文・弥生 鉢 ヨ縁 2

I B2a 黒色土 健文 弥生 鉢 (35)

I B19f Ⅲ～V層 偲文 弥生 鉢 ]～胴部 279 3

lI B5g・

I B6h
Ⅲ～V層 健文 弥生 鉢 全言Б (99) (102) abあ り

I B2h Ⅲ～V層 隠文 弥生 鉢 ヨ縁

I B3d I層 健文・弥生 一璽 ヨ縁 19

I B20c Ⅲ～V層 健文 弥生 鉢 頂言卜 4 19

I B20i Ⅲ～ V層 縄文 弥生 差
亜 碩言Б

I B10i Ш～V層 健文・弥生 鉢 ]縁 19

湿 地 Ⅲ～V層 俺文 弥生

-45-



5 遺物包含層

第 3表 掲載遺物一覧 (土製品)

掲載
番号

遺構名 地点・層位 種 別 部位 辞
ｍ

幅

ｃｍ

さ

ｍ
，

厚
くｃ

重 量 備考 仮番号 図版 写真図版

Ｋ

Ｉ

６

勘

Ｂ２０ｂ
SK03検 出面より
上

風字硯
(須恵)

(75) (52) (22) 575 タトF写ヘラケス
｀
リ

脚部剥落

I B16f Ⅲ層 土 錘 (23) l

I Bla 一 括 土 錘 232

I Bl質 Ⅲ層 円盤状 小破片 2

湿地 I～ Ⅱ層
司盤状
須恵器 )

か39

湿地 I～Ⅲ層 上玉

I B19e V層 (地 山直上 ) 土器 把手部 ? 4

I B19d V層 (地山直上 ) 土鈴 肥手部 3

I B20J Ⅲ層 祠口 破片 5

I B20k V層 羽 回 破片

189 I B203 Ⅲ層上部 羽 口 破片 6

Ⅱ Blに V層 羽口 ? 破片 3

I B200 V層 羽 口 破片 256 3

192 I B201 V層 羽 口 攻片 9 3

I B2m I層 羽 口 破片 3

I B31 Ⅱ層 羽 口 破 片 (68) (82) (22) 1622 3

第3表 掲載遺物一覧 (金属製品〉

掲載番号 遺構名 地点・層位 器種 部位
重量
(g)

備 考 仮番号 図版
写真
図版

I B17g I層 クキ
｀
 ? 先端 2

I B18f Ⅱ層 大形クキ
ヾ

? 939 3

湿 地 一 括 大形舛
｀

? 759

I B20J Ⅲ層 鉄滓 1267 〕片 磁着あり

I B20J Ⅲ層下部 鉄滓 弦着あ り

I B3k I層 鉄淳 250 弦着あり

I B16f I層 吸 口 1

I A3t 一括 吸 口 11

I B18f Ⅲ層 銅 銭 永楽通賓

203 I B18g 一 括 銅銭 皇宋通費 5

204 I B20i Ⅲ層 銅 銭 薇楽通賓 7

I B3」 I層 銅 銭 元□通貨 破片

湿 地 】ヒ狽! 銅銭 竜永通費 (古寛永 )

表採 一括 銅銭 宋通元賓
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V 平成20年度調査

竪 穴 住 居 跡

平成19年度調査区の南側、湿地部分よりも少し高い位置で、合計13棟の竪穴住居を検出し、12棟 を

調査した。これら12棟は、いずれも平面方形を基調とする古代の竪穴住居である。カマド等を伴わな

いものは本来住居状とすべきとも考えたが、調査区外ヘカマドや煙道が連続する可能性も考え、調査

時点ですべて竪穴住居とし、本書でもこれを踏襲した。

なお、未調査の 1棟は本年度調査区北西隅付近で煙道と煙出しと思われる部分を検出したが、竪穴住

居本体は未取得用地である水田へ続いていることが明らかであるため、今回の調査においては掘削を

おこなっていない。次年度以降、用地取得後に調査がなされるものと考えられる。

ユ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ｐ
け
Ю
便
ピ
ロ
＞

�
ホ

杵

修

＃
肺

碓

期ω

S10801

1 25Y3/2 黒褐色砂質 シル ト (炭化物少量含 む)

2 25Y4/3 オリーブ掲色砂質シル ト (炭化物微量含 む)

3 25Y4/2 暗灰黄色シル ト (炭化物少量含む)

第33図 S10801竪穴住居跡
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1 竪穴住居跡

Om

第 34図  S10801出土遺物

S10801竪穴住居跡 (第33・ 34図 写真図版35。 61)

く位置・検出状況・重複〉 Ⅱ B41～ 4mグ リッドに位置

する。南西隅および北東隅は後世の攪乱を受けておリー

部で壁が残存 していない。

〈規模・形状〉形状は方形、北壁2.43m、 南壁395、 東壁

3.20m、 西壁276m。 主軸方位はN-84° ―Eである。

〈堆積状況〉上部に暗褐色土、下部に黒褐色上が堆積す

る。下部には炭化物小粒がわずかに認められる。

〈床面・壁〉地山を床 とし、掘方は確認されなかった。

壁は、ほぼ垂直に立ち上が り、検出面からの深さは10cm

程度である。

〈土坑・柱穴〉床面では土坑および柱穴は確認されなかっ

た。

〈カマ ド〉燃焼部焼土およびカマ ド、煙道は確認されな

かった。

S10802・
1

2
3
4
5
6
7
8
9

10
11

12

03
0YR3/3
0YR2/3
0YR3/3
0YR3/4
0YR3/2
0YR2/1
0YR3/2
0YR4/4
0YR4/4
0YR2/2
0YR3/3
0YR3/3

暗掲色シル ト(や や しまり強、地山 BL微量含む)        13
黒褐色シル ト(し まり強、地山 BL含む、炭化物・焼土微量合む) 14
晴褐色シル ト(し まり強、粘質、地山 BL含 む、炭化物・焼土わずか)15
暗掲色シル ト(粘質、地山 BLわ ずかに含む)          16
黒掲色シル ト(粘質、焼土・炭化物わずかに含 む)        17
黒色シル ト(粘質に富む、炭化物多量、焼土微量含む)      18
黒掲色シル ト(し まり強、粘質)                19
褐色シル ト質砂 (や や しまり強)               20
褐色 シル ト質砂 (し まり強、10YR2/3黒 褐色シル ト微量含 む)  21
黒褐色 シル ト(粘 質に富む、炭化物多量に合 む)         22
暗褐色砂質シルト(し まり強、やや粘質、地山BLわ ずか含む)  23
暗掲色シルト(し まり強、やや粘質、地山BL微量含む)     24

OYR3/4 暗褐色 シル ト(し まり強、やや粘質、地山 BL含む、焼土・炭化物微量合 む)

OYR3/3 暗掲色シル ト(し まり強、粘質、地山 BL・ 炭化物わずかに合む)

OYR3/3 暗掲色シル ト(粘 質、炭化物含む)

OYR3/4 暗褐色シル ト(し まり強、粘質、地山 BL・ 炭化物微量含む)

OYR4/4 暗褐色シル ト(し まり弱、粘質 )

OYR3/4 暗褐色シル ト(し まり強、地山 BL微量含 む)

OYR5/4 にぶい黄褐色砂質シル ト(し まり強、10YR4/4褐 色 シル ト含 む)

OYR4/6 掲色砂質 シル ト(し まり強、やや粘質 )

OYR5/4 にぶい黄掲色砂質シル ト(10YR4/3にぶい黄褐色 シル ト含む)

OYR4/4 掲色砂質シル ト(し まり強、粘質 )

OYR4/4 褐色砂質シル ト(極 しまり強、粘質 )

OYR3/2 黒掲色シル ト(し まり強、粘質、地山 BL合む、貼床 )
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V 平成 20年度調査

〈遺物〉土師器 2点が東壁付近の埋土最上層でまとまって出上した。この遺構に伴うものであると考

えられるが、遺構の埋没時期を示すもので遺構の機能時期を特定するものではない。

301・ 302と もに土師器邦である。いずれもロクロによる調整が施され、非黒色処理である。301は、

口縁部～底部まで残存しており、底部は回転糸切り後無調整である。

これら出土遺物は、おおむね9世紀後半～ 10世紀前半のものであると考えられる。

S10802竪穴住居跡 (第35～ 39。 77図、写真図版36・ 37・ 61・ 62・ 76)

〈位置・検出状況・重複〉Ⅱ B7qグ リッドに位置する。遺構西狽1で S10803と 重複 してお り、これを切つ

ている。

Fa子

S10302
1  10YR3/3
2 10YR2/3
3 10YR3/3
4 10YR3/4
5 10YR4/4
6 10YR4/4
7 10YR2/3
8 10YR3/4
9 10YR3/4
10 10YR3/3
11  10YR3/2

卜
暗掲色 ンル ト(や や しまり強、地山 BL微量含 む)

黒掲色シルト(し まり強、地山BL含む、炭化物・焼土微量含む)

暗褐色シルト(し まり強、粘質、地山BL含む、炭化物・焼土わずか)

暗掲色シルト(粘質、地山BLわ ずかに含む)

掲色シルト質砂 (や やしまり強)

褐色シルト質砂 (し まり強、10YR2/3黒 掲色シルト微曇含む)

黒褐色シルト(粘 質、炭化物含む、焼土微量含む)

暗掲色シルト(し まり強、地山BLわ ずか含む、焼土微量含む)

暗掲色シルト(し まり弱、粘質、焼土多量、炭化物微量合む)

暗掲色砂質シルト(や やしまり弱、やや粘質)

黒掲色シルト(し まり強、粘質、地山BL含む、貼床)

第36図 S10802竪 穴住居跡
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1 竪穴住居跡

S10802南カマ ド

b'

ヽ
母

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

―

゛

寸
芝el}、

S10802a‐aイ 、|‐ br

l 10YR3/4 晴褐色シルート(やや積質、焼土 B.L繊量含む)

2 10YR3/e 暗褐色シル ト(や や粘質、焼土 B,L・ 炭化惨わずかに含む)

3 10YR4/4 福色シルト(焼土 B・ L微量、炭化物含む)

4 10YR4/3 にぶい黄褐色ラルト(贖t燒土 B.L多量、炭4LD含む)

:穂羊骨糀鷹艦著麟躍織ぽ躍魂む捌コ独含→
7 19YR4/3 にぶい黄褐ヨンルト(粘質(燒土BL・ 炭1ヒ倭 ω
8 10YR3/3皓褐色シルト(し ま1)強、地山BLわずかに含む)

9 10YR3/3 暗褐色ンルト(し まり強、やや鵜質、地山BLわすか、炭ILD微量)

19 10YR3/3 暗褐色シルトは

'臥

炭イヒ物徹ユ含む)

11 10YR3/4 暗褐色ンル ト(し まり強、粘質、焼土BLi炭化物わずかに合む)

12 10YR3/3 皓掲ヨンルト(4質、炭化物わずかに含む)

13 10YR4/3 にぶい責調色シルト(し まり強く猫質)

14 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト的質(焼土B.Lわずかに含む)

15 10YR4/4褐魯砂質シルト(し まり衣 やや粘質、れ部〉

暗掲色ンルト1帥質、焼土 BL・ 炭化物含■)

1黒褐色シルト(し まり強、格貫、地山 B上 含む、貼床)

暗褐色ンルト(し まげ強、活質、炭化物微担合む)

駆g努ケ【解争鷺躍鍮認:L・ 劇助わずかに含→
皓褐色シルト(し まけ礁 地山BLわずかに含む)

暗褐色シルト(し まり

“

玉■やお質、地山8と わずか、えイヒ物微量}

にぶい黄掲色シルト(精質、地山B.L・ 炭花物わずかに含む)

褐色砂質ンルト(し まり強、お匈
晴掲魯ンルト(極粘質、療化物多量、焼士BL徴二含む)

灰責桐色ンルト(粘蠍 焼土BL.炭化物含む)

褐色砂資シル ト(ややしまり弱)

褐魯顔 シルト(しまりあり)

16 10YR3/3
17 10YR3/2
13 10YR3/4
19 10YR3/3
20 10YR3/4
21 10YR3/4
22 10VR3/3
23 10YR4/3
24 10YR4/4
25 」OYR3/4
26 10YR4/2
27 10YR4/4
28 10YR4/4
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V 平成 20年度調査

〈規模・形状〉形状は東西辺より南北辺がやや長い長方形、北壁2.62m、 南壁2.75、 東壁3.87m、 西壁3.88

m。 主軸方位はS-15° 一Eである。

〈堆積状況〉上部に暗褐色上、下部に黒掲色土が堆積する。下部には炭化物を多く含む層が認められる。

この下部より多くの上器が出土する。

〈床面 。壁〉地山を床とし、掘方は確認されなかった。壁は、ほぼ垂直に立ち上がり、検出面からの

深さは10cm程度である。

〈土坑 。柱穴〉遺構南東隅が外へ大きく張 り出しており、竪穴住居壁を快 り込んだ貯蔵穴のような土

坑であることが想定される。検出面では竪穴住居埋土と分別できず、床面で焼土や炭化物が円形に分

布する状況が看取された。このことから竪穴住居機能時に存在する竪穴住居付属の施設であると考え

られる。柱穴は確認されなかった。

〈カマド〉残存状況の異なる新古 2基のカマ ドを確認した。古期のカマ ドとみられる東側のカマ ドは

|。

1鼠

東カマ ド

1 10YR3/3 暗褐色シル ト(し まり強、粘質 )

2 10YR4/3 晴褐色シルト(し まり強、やや粘質、焼土 BL・ 炭化物わずか)

3 10YR3/2 黒褐色シルト(粘質、焼土 BL・ 炭化物多く含む)

4 10YR3/2 黒褐色ンルト(し まり強、粘質)

「イ~「可~Tコ~イ~Fイ~li=皇_________――――コ
m

」
医
喧
Ｆ
Ю
Ю
Ю
隠
ｒ

Ｏ
ヽ

SЮ802東 カマド

第38図  S10802竪 穴住居跡カマ ド (2)
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1 竪穴住居跡

袖部等残存 していなかったが、煙道のみ検出された。この煙道は地山を李Jり 抜いたものでかすかに被

熱痕跡が認められる。新期のカマ ドは燃焼部・袖部・煙道・煙出しがそれぞれ良好に残存 してお り、

このカマ ド周辺には土器が多 く出土 している。煙道は地山を今Jり 抜いたもので、煙道内および煙出 し

には土師器片が多 くみられる。

〈遺物〉平安時代の土師器が埋土最下層および床面直上でまとまって出上した。

303～ 309は土師器杯で、いずれもロクロによる調整がおこなわれている。これらのうち、303～ 305・

307・ 310は 内面ミガキ調整および黒色処理されており、306は 内外面ともにミガキ調整および黒色処理

されている。また、これは高台が只占り付けられる形態である。一方、308・ 309は内外面ともに非黒色

処理である。なお、底部の残存する303～ 305・ 306・ 308・ 310は、いずれも回転糸切りの痕跡が認め

られる。

311～ 316は いずれもロクロによる調整がおこなわれている土師器甕である。311・ 314は外部下半外

面にヘラケズリが施されている。311はやや小形の甕であり、314は大形の奏である。311・ 313・ 316の

3点は、口縁部を外方へ開いただけの簡素な形状であるが、これら以外は、口縁端部を上方へ摘み上

げられた形状である。両者の口縁形態は、口縁部直下である体部上半に丸みを有するものと、九みを

持たず直線的なものにそれぞれ分かれるようである。

317は須恵器の体部である。体部片のみであるが、想定される器種は重類である。体部の膨 らみ等

の特徴から広口壷である可能性が高い。外面はヘラケズリが施されているが、その下地には微かにタ

タキの痕跡が認められる。内面は工具による調整が施されている。

また、埋土より砥石が 2点出土した。459・ 460は いずれも凝灰岩製と考えられる砥石であり、使用さ

れた部分の表面は光沢を帯び、擦痕が認められる。

出土した土器はいずれも9世紀後半～ 10世紀前半に属すると考えられる。

S10803竪 穴住居跡 (第40・ 41図 写真図版38・ 39・ 63・ 64)

〈位置 。検出状況・重複〉Ⅱ B7qグ リッドに位置する。遺構東側でS10802、 SK0802と それぞれ重複 して

おり、これらに切られている。

〈規模・形状〉形状は東西辺より南北辺がやや長い長方形、北壁4.25m、 南壁3.81、 東壁3.94m、 西壁4.42

m。 主軸方位は不明であるが、座標軸より30度程度傾いている。

〈堆積状況〉上部に暗掲色土、下部に黒褐色土が堆積する。下部には炭化物を多く含む層が認められる。

(床面・壁〉地山を床とし、掘方は確認されなかった。壁は、ほぼ垂直に立ち上がり、検出面からの

深さは10cm程度である。

〈土坑・柱穴〉遺構北東隅、西壁中央、南東隅にそれぞれ土坑が検出された。いずれも竪穴住居壁を

狭り込んだ貯蔵穴のような土坑であることが想定される。検出面では竪穴住居埋土と分別できず、床

面で焼土や炭化物が円形に分布する状況が看取された。このことから竪穴住居機能時に存在する竪穴

住居付属の施設であると考えられる。また、柱穴は確認されなかった。

〈カマド〉燃焼部焼土等検出されなかった。

〈遺物〉平安時代の土師器が埋土最下層でまとまって出上した。

318～ 326・ 330は いずれもロクロによる調整が施された土師器杯である。318・ 320～ 323・ 325・

326・ 330は いずれも内面ミガキ調整および黒色処理されているが、319・ 324は非黒色処理である。こ

れらのうち、318・ 320・ 321に は底部および体部下端に回転ヘラケズリが認められ、特に318は体部下

端に3回転分のヘラケズリが施されている。また、321体部外面には墨書が認められる。文字か記号
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第39図 S10802竪穴住居跡出土遺物
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1 竪穴住居跡
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S10803

1  10YR3/3
2 10YR3/2
3 10YR3/4
4 10YR4/4
5 10YR5/4
6 10YR3/2

pitl

l  10YR3/3
2 10YR3/4

pit2

1  10YR3/3
SK0802

1  10YR3/3
2 10YR3/3
3 10YR3/4
4 10YR3/4
5 10YR4/4
6 10YR2/1
7 10YR3/4

暗褐色シル ト(し まり強、やや粘質、地山 BL微量合む)

黒褐色シル ト(や や しまり強、やや粘質、炭化物含む)

晴褐色 シル ト(粘質、地山 BLわ ずかに含 む)

褐色 シル ト(粘質、焼土・炭化物わずかに合 む)

にぶい黄掲色砂質 ンル ト(10YR4/3にぶい黄掲色シル ト含む)

黒褐色シル ト(し まり強、粘質、地山 BL含む、貼床 )

暗禍色 シル ト(粘質、炭化物・焼土 BL少量含 む)

暗褐色 シル ト(極粘質、焼土 BL・ 炭化物微量含む)

暗掲色シル ト(粘質、炭化物微量含む)

暗褐色シル ト(地山 BL微量含む)

暗掲色 シル ト(し まり強、粘質、地山 BLわ ずかに含む)

黒褐色 シル ト(粘質、地山 BL含む、炭化物微量含む)

暗掲色 シル ト(粘質、炭化物・焼土 BLわ ずかに含 む)

褐色砂質 シル ト(炭化物・焼土 BL微量含む)

黒色砂質 シル ト(炭化物多 く、焼土 BL微量含 む)

暗褐色 シル ト(粘質、炭化物・焼土 BLわずかに含 む)

m
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V 平成20年度調査

か判然 としないが、柔和 な筆致で書かれた漢字である可能性が高い。

327・ 328は いずれも須恵器杯である。焼成良好であり比較的硬質に仕上がっている。328は底部回転糸

切り後、無調整である。

329は ロクロによる調整が施された甕である。底部のみの破片であるが、比較的小形の甕であると考

えられる。底部は回転糸切り後、無調整である。

331は土師質の把手である。 1箇所に穿孔が施されている。本来は土器に付けられたものである可能

性が考えられるが、接合部が欠損しているため判然としない。また、粘土塊を握ったような粗雑な成

形からは、この把手が機能的なものであることは疑わしく、装飾的なものである可能性が考えられる。

出土遺物はいずれも9世紀後半～ 10世紀前半にかけてのものであると考えられる。

S10804竪穴住居跡 (第42～ 45図、写真図版40・ 64～ 66)

〈位置 。検出状況 。重複〉Ⅱ B12 1グ リッドに位置する。表土を除去すると焼土や土器片が多く認めら

318

鷺§尊憩懲憩§懲魯塚ま 324
em

321

第4司 図 S10803竪穴住居跡出土遺物

331
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1 竪穴住居跡

れた。 カマ ドが残存するのみで竪穴住居の全容 については不明である。遺構北側でS10807と 、遺構東

側でS10812と 重複 している。S10807は これを切 つてお り、S10812は これに切 られているものと考えられ

る。

〈規模・形状〉全体の規模・形状は不明である。ただし、カマドが残存しているため主軸方位はN-75
°
一Eであると考えられる。

〈堆積状況〉カマド周辺で暗褐色土が堆積する。下部には炭化物や焼土を多く含む層が認められる。

〈床面 。壁〉床面・掘方は確認されなかった。壁も残存していない。

〈土坑・柱穴〉土坑・柱穴は確認されなかった。

くカマ ド〉カマドは燃焼部・袖部・煙道 。煙出しがそれぞれ良好に残存しており、このカマ ド周辺に

は土器が多く出上している。煙道は地山を到 り抜いたもので、煙道内および煙出しには土師器片が多

くみられる。

〈遺物〉平安時代の上師器・須恵器がカマ ド周辺でまとまって出上した。

338～ 337は土師器杯で、いずれもロクロによる調整がおこなわれており、併せて内面ミガキ調整お

よび黒色処理が施されている。また、底部は回転糸切り後、無調整である。

式

336は須恵器杯である。口縁部か ら体部にかけて

の破片であり、ロクロによる横方向の回転ナデが施

されている。

340は須恵器蓋である。扁平な形状で、下端部は

下方向に垂下 している。頂部はケズリのような調整

がみられるが、不明瞭である。この部分につまみお

よびその痕跡は確認できないが、もともと存在 して

いた可能性も考えられる。また、比較的小さい径か

ら考えると、杯類に適合する可能性は低 く、須恵器

でも小形の重あるいは瓶類に適合する可能性が考え

られる。

332は須恵器長頸瓶などの底部に付 けられた高台

部である。貼 り付け高台の接合部で剥がれている。

″ 接合部では棒状の圧痕が放射状に認められる。

333～ 335・ 341～ 346・ 348・ 349は いずれ も土師

器甕である。これらのうち333・ 341・ 342・ 345・ 348

は非ロクロのもので、ほかはロクロによる調整が認

められる。小形の甕である334・ 351は いずれも底部

は、回転糸切 り後、無調整である。 また、349は外

面にタタキが認められる丸底の甕であ り、その特徴

は日本海側の土師器甕に求めることができる。

347は須恵器の回縁部である。その他の部位は欠

損 しているが、口径や口縁形態から甕である想定さ

れる。

出土 した遺物は、他の遺構 と比べ、須恵器蓋・器

高の高い土師器杯 。日本海側の特徴 を有する土師器

第42図 S10804・ 0807・ 0812竪穴住居跡
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V 平成20年度調査

甕などやや古い特徴を有する遺物が混在することを考えると、 9世紀前半～後半のものである可能性

が考えられる。

S10805竪穴住居跡 (第46・ 47図、写真図版n・ 66)

〈位置・検出状況 。重複〉 IB8nグリッドに位置する。南西隅～南東隅にかけて後世の攪乱を受けてお

り、壁が残存 していない。また、現代の暗きょ排水によって切 られている。

〈規模・形状〉形状は方形であると考えられる。北壁2.56m、 東壁は1.50mの みが残存している。主軸

０４

‐

２

３

４

５

６

７

tl

5YR3/2  晴赤掲色シル ト(炭化物含む)

5YR3/2  暗赤掲色シル ト(炭化物少量含む)

5YR4/4  にぶい赤掲色シル ト(ブロック土か)

5YR3/3  暗赤褐色 ンル ト(炭化物小粒少量含 む)

5YR4/4  にぶい赤褐色シル ト

5YR2/4  暗赤掲色シル ト(中粒砂混 )

5YR2/2 黒掲色シル ト(や や粘質 )

m

7 5YR4/3掲色シル ト(炭化物微量含 む)

10YR3/2 黒掲色シル ト(焼土 Bと 多 く含 む)

7 5YR3/4暗掲色 シル ト(や や砂質)

10YR3/3 暗掲色 シル ト(炭化物含 む)

10YR3/2 黒掲色 シル ト(炭化物多 く含 む)

10YR3/3 暗褐色 ンル ト

10YR3/2 黒掲色シル ト(焼土 BL多 く含む)

第43図 S10804竪穴住居跡カマ ド
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1 竪穴住居跡
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第44図 S10804竪穴住居跡出土遺物 (1)

方位はカマ ドが存在 しないため不明であるが、南座標軸 より約20° 西に傾いている。

〈堆積状況〉上部に暗褐色土、下部に黒褐色土が堆積する。下部には炭化物小粒がわずかに認められる。

く床面・壁〉地山を床とし、掘方は確認されなかった。壁は、ほぼ垂直に立ち上がり、検出面からの

深さは10cm程度である。

(土坑・柱穴〉床面では土坑および柱穴は確認されなかった。

〈カマド〉燃焼部焼土およびカマド、煙道は確認されなかった。
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V 平成 20年度調査

m

第45図  S10804竪穴住居跡出土遺物 (2)

〈遺物〉土師器甕 1点が埋土より出土した。この甕は非ロクロのものである。体部～底部にかけての

破片で、外面にはヘラケズリ調整が施されている。

S10806竪穴住居跡 (第48～ 52・ 78図、写真図版42～ 44・ 66・ 67・ 76)

〈位置・検出状況・重複〉I B5oグ リッドに位置する。遺構東側煙道がSK0812と 重複しており、これによっ

て切られている。

く規模・形状〉形状はほぼ方形、北西壁3.12m、 南西壁3.21m、 南東壁3.33m、 北東壁318m。 主軸方位

はN-45° ―Eである。

〈堆積状況〉上部に暗褐色土、下部に黒褐色土が堆積する。下部には炭化物を多く含む層が認められる。

〈床面・壁〉地山を床とし、掘方は床面のほぼ全体で2～ 10cm確認された。壁は、ほぼ垂直に立ち上がり、

検出面からの深さは15cm程度である。

〈土坑・柱穴〉遺構東隅が外へ大きく張り出しており、竪穴住居壁を決 り込んだ貯蔵穴のような土坑

である土坑が 2基確認された。検出面では竪穴住居埋土と分別できず、床面で焼土や炭化物が円形に

分布する状況が看取された。このことから竪穴住居機能時に存在する竪穴住居付属の施設であると考

えられる。柱穴は確認されなかった。

〈カマ ド〉残存状況の異なる新古 2基のカマ ドを確認した。古期のカマ ドとみられる北西狽1の カマ ド

該
潔
鋭
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l 竪穴住居跡

~寸

|「B8n

S10805
1 25Y3/2 黒褐色砂質 シル ト(し まり強、やや粘質、炭化物微量含 む)

2 25Y4/2 暗灰黄色砂質 シル ト(し まる、2 5YR3/2黒掲色砂質シル ト微量含む)

3 25Y3/3 オリーブ褐色砂質 シル ト(し まり強 )

4 25Y3/1 黒褐色砂質 シル ト(し まり強、粘質 )
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第46図 S10805竪穴住居跡

は袖部等残存 していなかったが、煙道のみ検出された。この煙道は地山を今Jり 抜いたものであると考

えられる。新期のカマ ドは燃焼部・西側袖部・煙道・煙出しがそれぞれ良好に残存 してお り、このカ

マ ド周辺には土器が出土 している。煙道は地山を李Jり 抜いたもので、煙道内および煙出しには土師器

片が多 くみられる。

〈遺物〉平安時代の上師器・須恵器が埋土最下層およ

び床面直上、土坑でまとまって出上した。

353～ 355・ 358～ 360・ 364・ 365は 土師器郭で、い

ずれもロクロによる調整がおこなわれている。これら

のうち、353～ 355は 内面ミガキ調整および黒色処理

されており、その他は非黒色処理である。355の体部

側面には墨書が認められるが、筆致の規則性認められ

ず、文字なのか記号なのか不明である。また、これら

土師器杯には、口縁部が極度に外反するものが目立つ。

-60-
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V 平成 20年度調査

d´

B

101000B′

S10806
1  25Y3/2
2 25Y5/3
3 25Y3/2
4 25Y3/2
5 25Y3/2
6 25Y4/2
7 25Y4/2
8 25Y3/3
9 25Y3/3

第48図 S10806竪穴住居跡

このような特徴を有する土師器杯は他の竪穴住居出上のものには認められない。

362・ 363は須恵器杯である。いずれもロクロによる調整が施されており、363は 口縁部に重ね焼きの

痕跡が認められる。

賊
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卜
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黒褐色砂質 シル ト(や や粘質、炭化物少量含む)

黒掲色砂質 ンル ト(し まり強、炭化物微量含む)

黒褐色砂質 シル ト(や や粘質、炭化物微量含む)

暗灰黄褐色砂質 ンル ト(し まり強、粘質 )

暗灰黄褐色砂質 シル ト(粘質 )

暗オリープ褐色砂質 シル ト(し まり強、粘質、貼床 )

暗オリーブ掲色砂質シル ト(し まり弱、炭化物微量含む)
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l 竪穴住居跡

北東カマド煙道
1  25Y4/3
2 25Y3/1
3 25Y3/2

|

‥

。

d

d

オリーブ褐色砂質 シル ト(し まり強、焼土 BL・ 炭化物少量含 む)

黒掲色砂質 シル ト(や や しまり強、やや粘質、炭化物含 む)

黒褐魯砂質 シル ト(し まり強、炭化物多 く含 む、焼土 BL微量含 む)

d―

f_――――――――
100 900m f′

101 000m d′

g_ 101000mご

S10806北 東カマ ド～pに l d― d、 f― f´

1 10YR3/3 暗掲色砂質シル ト(し まり強、焼土 BL・ 炭化物含 む)

2 10RY3/2 黒褐色砂質シル ト(や や しまり弱、粘質、炭化物多 く合む)

3 10YR4/3 にぶい黄掲色砂質 シル ト(し まる)

4 10YR4/2 灰黄褐色砂質 シル ト(し まり強、焼土 BL・ 炭化物少量含 む)

5 10YR5/4 にぶい資褐色砂質シル ト(し まり強、焼土 BL多 く含む)

6 25Y4/2 暗灰黄褐色砂質 シル ト((し まり強、炭化物微量含 む)

7 25Y3/1 黒掲色砂質 シル ト(粘質、炭化物微量含む)

3 25Y4/2 暗灰黄褐色砂質 シル ト(し まり強、やや粘質 )

9 25Y4/2 暗灰黄掲色砂質 シル ト(し まり強、やや粘質 )

10 25Y3/2 黒褐色砂質 シル ト(やや しまり弱、粘質、焼土 Bと 。炭化物多 く含む)

11 25Y4/2 暗灰責褐色砂質 シル ト((し まり強、やや粘質、炭化物わずかに含む)

12 25Y3/3 暗オリーブ掲色砂質 シル ト(焼土 BL・ 炭化物微量含む)

pit2 g― g′

1 25Y3/2 黒褐色砂質 シル ト(し まり強、やや粘質、炭化物少量含む)

2 25Y4/3 オリーブ褐色砂質シル ト(し まり強、焼土 BL・ 炭化物少量合む)

3 25Y3/1 やや しまり強、やや粘質、炭化物合 む)

4 25Y3/3 しまり強、炭化物多量、焼土 BL微量含 む)

5 25Y4/2 暗灰黄掲色砂質 シル ト(し まり強、炭化物微量含 む)
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V 平成 20年度調査

札
S10806耳 ヒ西カマ ド～e― e′

1 25Y3/2 黒掲色砂質 シル ト(し まり強、炭化物微量合 む)

2 25Y3/2 黒掲色砂質 シル ト(し まり強、炭化物少量含む)

3 25Y3/3 暗オリーブ砂質 シル ト(炭化物・焼土 Bと 微量含 む)

4 25Y3/2 黒掲色砂質 シル ト(し まり強、粘質 )

5 25Y3/1 黒褐色砂質 シル ト(粘質、炭化物微量含む)

1家

i!_.___T__―       「――・―――T―――       「――]       「――・―――l-1!|:!:!________―――――――トーーーーーーーーーーーーーー!古 |

第50図 Si0806竪穴住居跡カマド(2)

356は非ロクロの上師器奏である。底径が小さく調整 もハケであることから、奈良時代から続 くと

考えられるやや古い特徴を有 している。

357は還元不足のため土師器のような色調であるが、形態・器面調整・胎土より須恵器であると考

えられる。器面調整は、体部外面にタタキの痕跡が微かに認められる。体部および頸部などが残存 し

ている。形態から想定される器種は壼類であり、体部の膨 らみ等の特徴から広回のものである可能性

が高い。

366は須恵器大奏の体部片である。外面は平行タタキロ、内面は平行文当て具の痕跡が明瞭である。

破片の曲線は緩 く比較的大形の甕であると推測される。

出土遺物は、やや器高の高い土師器郭、ハケ調整が認められる土師器甕などが混在することから9世

紀前半～後半にかけてのものであると考えられる。

SЮ807竪穴住居跡 (第53・ 54・ 78図、写真図版45。 77)

〈位置 。検出状況 。重複〉 I B12nグ リッドに位置する。削平により残存状況は良くないが、S10804の

想定される床面範囲と重複しているものとみられる。したがって、この遺構は単独の遺構である可能

性とS10804掘方の一部である可能性の両方が考えられる。

〈規模・形状〉形状は東西方向が南北方向よりもやや長い長方形であると考えられる。北壁2.90m、 西
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1 竪穴住居跡

壁は2.61m、 南壁2.63m、 東壁2.32mのみが残存している。主軸方位はカマドが存在しないため不明で

あるが、長辺は南北座標軸より約90° 傾いている。

〈堆積状況〉上部に暗褐色上、下部に黒褐色上が堆積する。下部には土器片を含む。

〈床面・壁〉地山を床とし、掘方は確認されなかった。壁は、ほぼ垂直に立ち上がり、検出面からの

深さは 5 cm程度である。

〈土坑・柱穴〉床面では土坑および柱穴は確認されなかった。

くカマド〉燃焼部焼土およびカマド、煙道は確認されなかった。

u髪 創

Cm

356

第51図
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S10806竪穴住居跡出土遺物 (1)



第52図 S10806竪穴住居跡出土遺物 (2)

V 平成 20年度調査

〈遺物〉平安時代のものとみら

れる土器類が埋土 より出上 し

た。

369・ 370は ロ ク ロイこよる調

整が施 された土師器杯である。

370は 非黒色処理である。底部

の厚みが、杯にしては厚いため

小形の甕である可能性も否めな

い。369は 内面 ミガキ調整お よ

び黒色処理が施されている。

368は 須恵器長頸瓶である。

肩部には自然釉が掛かってい

る。胎土は精良で色調も灰色が

強 く他の須恵器 とは一線を画す

る。頚部から口縁部は欠損 して

いるが、遠隔地からの搬入品で

あるかもしれない。

367・ 371・ 372は土師器奏である。

367・ 371は 非 ロクロであるが、

井
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第53図  S10807竪穴住居跡
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1 竪穴住居跡

0          1 :3        20cm

第54図 S10807出土遺物竪穴住居跡

371は ロクロによる調整が施されている。367は底部に木葉痕が認められる。

これら出上 した遺物は、土器にみられる諸特徴 より、おおむね 9世紀後半～ 10世紀前半が中心であ

ると考えられる。

S10808竪穴住居跡 (第55～ 60図 写真図版46・ 47・ 68～ 70)

〈位置。検出状況・重複〉I B3nグ リッドに位置する。遺構北側でS10810と 重複しており、これを切つ

ている。

〈規模・形状〉形状は南北辺より東西辺がやや長い長方形であると推定される。北壁と西壁はほとん

ど残存していない。南壁 1.87mが残存しており、推定では2.5～ 3m程度の長さが推定される。主軸

方位はN-40° ―Eである。

〈堆積状況〉下部の黒褐色層には炭化物を少量含む。

〈床面・壁〉掘方は部分的に確認され。壁は、ほぼ垂直に立ち上がり、検出面からの深さは 5 cm程度

である。

〈土坑・柱穴〉遺構南東隅がわずかに外へ張り出しており、竪穴住居壁を狭り込んだ貯蔵穴のような

土坑であることが想定される。検出面では竪穴住居埋土と分別できず、床面で焼土や炭化物が円形に

分布する状況が看取された。このことから竪穴住居機能時に存在する竪穴住居付属の施設であると考

えられる。柱穴は確認されなかった。

〈カマド〉カマ ドは燃焼部・煙道・煙出しがそれぞれ良好に残存しており、このカマ ド周辺には土器

%
370

369

学
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V 平成 20年度調査

+I B3n

S10808・ 10

1 25Y3/2 黒掲色砂買シルト(し まり強、炭化物微量含む)

2 25Y4/3 オリーブ掲色砂質シルト(や やしまり弱)

3 25Y3/2 黒褐色砂質シルト(し まり強、炭化物少量含む)

4 25Y4/2 暗灰責色砂質シルト(し まり強、炭化物微量含む)

5 25Y3/2 黒褐色砂質シルト(し まり強、焼土 BL・ 炭化物微量含む)

6 25Y4/2 晴灰黄色砂質シルト(し まり強、焼土 BLわ ずかに含む)

7 25Y3/2 黒褐色砂質シル ト(し まり強、地山BLわ ずかに合む、貼床)

8 25Y3/3 皓オリーブ掲色砂質シルト(し まり強、炭化物微量含む、貼床)

9 25Y3/3 暗オリーブ褐色砂質シルト(し まり強、粘質、貼床)

_寸

「
_I B3o

第55図  S10808・ 0810竪穴住居跡

が多く出上している。煙道は規模が大きく、煙道内および煙出しには土師器片が多くみられる。

〈遺物〉平安時代の上師器が燃焼部付近、土坑でまとまって出土した。

373～ 377・ 380～ 384は土師器杯で、いずれもロクロによる調整がおこなわれている。これらのうち、

380。 382・ 383は内面非黒色処理であるが、それ以外は内面ミガキ調整および黒色処理が施されている。

底部が残存する個体のうち、373・ 374・ 375。 381は底部に回転ヘラケズリの痕跡が認められる。さらに、

374・ 375。 381は体部下端に回転ヘラケズリが及ぶ。特に、375の 回転ヘラケズリは、4段にもなっている。

385は須恵器杯である。外面のロクロロは明瞭である。須恵器杯にしてはやや深めであることが特徴的

である。

378・ 386～ 396は いずれも土師器甕である。378・ 387・ 392は 非ロクロのものであるが、それ以外は
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1 竪穴住居跡

亜
|

S10808
1  25Y3/2
2 25Y3/2
3 25Y4/2
4 25Y3/2

pitl・ 2
1  25Y3/2
2 25Y4/2
3 25Y3/3
4 25Y3/3
5 25Y4/2
6 25Y4/3
7 25Y4/2
8 25Y3/3
9 25Y3/3

黒褐色砂質 ンル ト(し まり強、炭化物少量含 む)

黒褐色砂質 シル ト(し まり強、焼土 BL・ 炭化物微量含 む)

暗灰黄色砂質シル ト(し まり強、焼土 BLわ ずかに含 む)

黒褐色砂質 シル ト(し まり強、地山 BLわ ずかに含 む、貼床 )

黒褐色砂質 シル ト(し まり強、炭化物少量含 む)

暗灰黄色砂質シル ト(炭化物微量合 む)

暗オリーブ褐色砂質ンル ト(炭化物微量含 む)

暗オリーブ褐色砂質 シル ト(し まり弱、炭化物少量含 む)

暗灰黄色砂質シル ト(し まり弱、粘質、炭化物わずか)

オリーブ褐色砂質 ンル ト(し まり強、炭化物少量含 む)

暗灰責色砂質シル ト(し まり強、炭化物わずか)

暗オリーブ掲色砂質シル ト(やや粘質、炭化物微量含 む)

オリーブ掲色砂質シル ト(し まり強、粘性 なし)

_寸__I B4o

_封二_I B3o
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第56図  S10808竪 穴住居跡
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CI

暗灰黄色砂質 シル ト(し まり強 )

暗オリーブ褐色砂質 ンル ト(し まり強、炭化物微量含む)

黒掲色砂質 ンル ト(し まり強、やや粘質、炭化物少量合 む)

黒褐色砂質 シル ト(し まり強、焼土 Bと・炭化物含 む)

黒掲色砂質 ンル ト(し まり強、地山 Bと 。炭化物含 む)

晴灰黄色砂質 ンル ト(炭化物・地山 BLわ ずかに合 む)

黒褐色砂質 ンル ト(し まり弱、粘質、炭化物含む)

黒褐色砂質 シル ト(や や粘質、炭化物含 む)

褐色砂質 シル ト(や や粘質 )

オリーブ褐色砂質シル ト(焼土 BL・ 炭化物わずかに含 む)

ヽ
母

V 平成 20年度調査

I B4nか ら
2m南

S10308カ マド

1 25Y4/2
2 25Y3/3
3 2.5Y3/2
4 25Y3/2
5 25Y3/2
6 25Y4/2
7 25Y3/1
8 25Y3/2
9 75Y4/6
10 25Y4/3

第57図  S10808竪穴住居跡カマ ド
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1 竪穴住居跡

ロクロによる調整が施 されたものである。

379は須恵器広口壷である。還元不足のため土師器のような色調であるが、形態・器面調整・胎土よ

り須恵器であると考えられる。体部にはタタキが認められ、その上にヘラケズリが施されている。口

縁部は丁寧な作りで、全体的に比較的均整の取れた形態である。

出土遺物は、土師器杯類にやや深みのある個体が混在していること、土師器杯や須恵器壷の作りが

丁寧であることなどから9世紀後半頃のものであると推定される。

SЮ809竪穴住居跡 (第61・ 62図、写真図版48・ 49・ 70～ 72)

〈位置・検出状況・重複〉Ⅱ B21グ リッドに位置する。遺構東隅壁および北西壁の一部が近現代の暗きよ

によって切られている。

〈規模・形状〉形状はやや不整な方形であると考えられる。北壁3.32m、 西壁2.81mであり、南壁2.63m、

東壁135mは残存している長さである。主軸方位は検出された煙道がこれに伴うものかどうか確信を

得ていないため不明であるが、南北座標軸より約45° 傾いている。

〈堆積状況〉上部に暗褐色上、下部に黒掲色上が堆積する。下部には土器片を含む。

く床面 。壁〉地山を平坦な床とし、掘方は確認されなかった。壁はほぼ垂直に立ち上がり、検出面か

らの深さは5 cm程度である。

〈土坑・柱穴〉床面では南東壁に1基、北東壁に1基の上坑が確認された。竪穴住居に伴う貯蔵穴の

ような施設であると推定される。

〈カマド〉燃焼部焼土およびカマドは確認されなかったが、遺構南側には削平を受けた煙道の一部が

残存している。しかし、竪穴住居との軸方向が一致しないため、この竪穴住居に伴うものかどうかは

不明である。

(遺物〉平安時代のものとみられる土器が埋土および土坑より出土した。

397～ 402・ 404～ 410は ロクロによる調整が施された土師器郭である。399。 400・ 407・ 409は、いずれ

も黒色処理が確認できないが、その他はすべて内面ミガキ調整および黒色処理が施されている。ただ

し、409は ミガキ・黒色処理が摩減のため不明瞭であるが、胎土や丸い器形より本来は黒色処理された

ものであったと推測される。401・ 402・ 410は、体部側面に墨書が施されている。402は「万」と判読

できるが、401お よび410は文字であると思われるが判読できない。なお、402の底部は回転糸切り後、

回転ヘラケズリが施されており、ヘラ記号「×」が記されている。399は非黒色処理の土師器杯であるが、

器形に極端な歪みが生じている。この歪みから須恵器の焼成不良品であることも考えられる。しかし、

この歪みは使用に耐えない程ではないかもしれないが、不良品と言わざるを得ない。このような製品

としての不良品が、この遺跡で出土する理由は不明であるが、土器生産と何らかの関わりがある集団

の存在を示唆している。

403～ 411・ 412は 土師器甕である。403は 非ロクロのもので、底部はヘラケズリが施されている。

411・ 412は いずれもロクロによる調整が施されたものである。412はタト面にタタキが認められ、このタ

タキは底部にも及んでいる。

これら出上した遺物は、土器にみられる諸特徴から考えて、 9世紀後半～ 10世紀前半に属すると考

えられる。

S10810竪穴住居跡 (第 63・ 64・ 78図、写真図版50。 72・ 77)

く位置・検出状況・重複〉工B3qグ リッドに位置する。S10808と 重複しており、これに切られている。
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第58図 SЮ808竪穴住居跡出土遺物 (1)
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1 竪穴住居跡
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第59図  S10808竪 穴住居跡出土遺物 (2)



形

0       1:n      10cm

V 平成20年度調査

また、現代の暗 きょ排水 2条によって

切 られている。

〈規模・形状〉形状は方形であると考

えられる。完存している壁は存在せず、

北壁4.16m、 東壁2,94m、 南壁0.67mが

残存している。主軸方位はほぼ真西で

ある。

〈堆積状況〉暗褐色上の単層である。

〈床面 。壁〉平坦な床の直下に掘方が

存在し、貼床が施されていたことが判

明した。壁は、緩やかに立ち上がり、

検出面からの深さは3 cm程度である。

〈土坑 。柱穴〉床面では土坑および柱

穴は確認されなかった。

〈カマド〉燃焼部焼土およびカマドは

確認されなかったが、煙道と思われる

遺構が東壁の北端で認められる。

〈遺物〉土師器郭 1点が埋土より、砥

石 1′点が検出面より出上した。

413は ロクロによる調整が認められ、

内面黒色処理が施されている。また、第60図 S10808竪穴住居跡出土遺物 (3)

底部および体部下端は丁寧な回転ヘラケズリ調整が施されている。

465は砥石である。擦痕の範囲は擦り減って窪んでいる。安山岩製であると考えられる。

出土遺物は9世紀前半～後半頃であると考えられる。

SЮ811竪穴住居跡 (第65・ 66図 写真図版51・ 72)

く位置 。検出状況・重複〉 IB3qグ リッドに位置する。削平により残存状況は良くないが、周囲の自

然堆積面とのわずかな違いにより床面範囲が推定され、これに伴うと考えられる土坑と煙道の一部が

残存する。

〈規模・形状〉形状はほぼ方形であると考えられる。いずれの壁も残存していないため推定値であるが、

東西長3.92m、 南北長4,00mの規模が考えられる。主軸方位はほぼ真西である。

〈堆積状況〉遺構に堆積した土はほとんど残存していない。

く床面・壁〉地山を床とし、掘方は確認されなかった。

〈土坑 。柱穴〉床面では南東隅に上坑が 1基確認された。堆積土は地山層と判別が困難なものであっ

たが、戊化物および焼上がブロック状に含まれていることで検出された。

くカマ ド〉燃焼部焼土およびカマドは確認されなかったが、煙道の一部が検出された。この煙道埋土

には焼土や炭化物が多量に含まれている。

〈遺物〉平安時代のものとみられる土器が埋土より出土した。

414・ 415は いずれもロクロによる調整が施された土師器甕である。414は小形のものであり、底部は回

転糸切り後、無調整である。415は上部のみの破片であるが、ロクロによる回転ナデが明瞭である。
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1 竪穴住居跡
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カマド

125Y3/2黒掲色砂質シルト(し まり強、炭化物・焼土 Bと 多く含む)
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４
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鋸¥:チ:蘇Υ嘉鈴筋服浬娯 毯、断協ちず刃
25Y4/3 オリーブ褐色砂質シル ト(鉄分沈着 )

25Y3/2 黒褐色砂質シル ト(炭化物わずかに含む)

25Y4/2 暗灰黄色砂質 ンル ト(鉄分沈着、25Y3/2黒掲色砂質シル ト少量含む)

25Y3/2 黒褐色砂質 シル ト(炭化物微量含 む)

25Y3/3 晴オリープ褐色砂質シル ト(炭化物微量含む)

1 25Y3/3 暗オリーブ褐色砂質シル ト(し まり弱、炭化物微量合む)

1 25Y4/2 皓灰黄掲色砂質シル ト(粘質土 BL含む、炭化物微量含む)

1°°9°°D

1 25Y3/2 暗オリーブ掲色砂質シル ト(粘 質土 BL含む、炭化物微量合む)

第61図 S10809竪穴住居跡
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V 平成 20年度調査

叢慈惣専鷺懲専穣摂 400

409

吟

×

第62図 S10809竪穴住居跡出土遺物
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1 竪穴住居跡

第64図 S10810竪穴住居跡出土遺物

-76-

_寸卜_I B3n

S10810
1 25Y3/2 黒褐色砂質シル ト(し まり強、炭化物微量含む)

2 25Y4/2 暗灰黄色砂質 シル ト(炭化物少量含 む)

3 25Y3/2 黒掲色砂質ンル ト(し まり強、地山 8Lわ ずかに合 む、貼床 )

第63図  S10810

Cm

出土遺物が少なく、詳細な年代を掴むことは困難であるが

9世紀～ 10世紀前半に属するものであると考えられる。

S10812竪穴住居跡 (第67・ 68図、写真図版52・ 72)

〈位置・検出状況・重複〉IB12 1グ リッドに位置する。表

上を除去すると焼土や土器片が多く認められた。カマドが

残存するのみで竪穴住居の全容については不明である。遺

413
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1 竪穴住居跡

■e,多

‐２

‐

２

３

黒掲色シル ト(炭化物・焼土 BL少量含 む)

褐色シル ト(炭化物・娩土 BL含む)

黒色シル ト(炭化物多量含 む)

第66図 S10811竪穴住居跡出土遺物

翠
89n

構西側でS10804と 、遺構北西側で

S10807と 重複している。S10804は こ

れを切つており、S10807は との関

係は不明である。

〈規模・形状〉全体の規模・形状

は不明である。ただし、カマ ドが

残存 しているため主軸方位はN―

70° 一Eであると考えられる。

〈堆積状況〉カマ ド周辺で暗褐色

上が堆積する。下部には炭化物や

焼上を多く含む層が認められる。

〈床面・壁〉床面 。掘方は確認さ

れなかった。壁も残存していない。

〈土坑・柱穴〉土坑・柱穴は確認

されなかった。

〈カマ ド〉カマ ドは煙道・煙出し

がそれぞれ残存しており、このカ

マ ド周辺には土器が出上 してい

る。煙道は地山を李より抜いたもの

とみられる。

〈遺物〉奈良時代末～平安時代初

頭に属する土師器奏が出土した。

この416は、非ロクロの甕で頸部

に微かに段の名残が認められる。

外面調整はハケ調整であり、内面

は工具を用いた横方向の調整であ

る。

また、 この遺構 と切 り合いが認

め られるS10804・ S10807で出上 した

やや古い特徴 を有す る土師器奏類

hl

Cll
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V 平成 20年度調査

は本来、この遺構に所属するものであった可能

性が考えられる。

出土した遺物は 1点のみであるが、 8世紀後

半～ 9世紀前半に属するとみられる。周辺でも

郭類が出土 していないためこれ以上の詳細な時

期は不明である。

2 掘 立 柱 建 物 跡

掘立柱建物跡は、周辺に竪穴住居が多く分布

する調査区中央部分で 1棟検出した。

SB0801掘立柱建物跡 (第69図、写真図版品 。54J

く位置・検出状況・重複〉ⅡB6nグ リッドに位

置する。 9個の柱穴で構成され、一部近現代の

暗きょに切られている。

〈規模・形状〉規模・形状・柱穴配置は、3.6× 3.8

mの平面方形で 2間 ×2間の総柱建物である。

主軸方位は南北座標軸より西へ約 5度傾く。

〈堆積状況〉柱穴の体積状況はそれぞれ若干異なるが、いずれの柱穴においても柱痕跡が確認され、

堀方埋土には地山ブロックが含まれる。

く遺物〉各柱穴からは遺物は出上しなかったが、周辺検出面では平安時代の上師器片がわずかながら

認められる。規模・形状などからも古代の掘立柱建物であると推定され、周辺より出土した遺物と矛

盾しない。

3土 坑 溝

大小の上坑を計10基検出した。中には、性格を推定できるものもあるが、大半は性格不明のもので

ある。また、溝は前年度調査区で多く検出されたが、今回の調査区はより微高地であるためか 1条の

みを検出した。

SK0801土 坑 (第70図、写真図版55)

〈位置・検出状況・重複〉ⅡB6nグ リッドに位置する。

〈規模・形状〉南北0.36m、 東西0,34の ほぼ円形である。検出面からの深さは最大で3.5cmで あり皿状で

ある。

〈堆積状況〉上下 2層からなりいずれにも焼土や炭化物の小粒が含まれている。底面には弱い被熱痕

跡が認められる。これらのことから削平されて残存してない竪穴住居に伴う煙出し最低面部分の可能

性も考えられる。

〈遺物〉遺物は土器小片が 2点出土した。

416
Cm

第68図 0812竪穴住居跡出土遺物
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V 平成20年度調査

SK0802土坑 (第70図、写真図版55)

〈位置・検出状況・重複〉ⅡB3mグ リッドに位置する。竪穴住居 (S10803)を 切る。

〈規模・形状〉南北0.95m、 東西0,92mのほぼ円形である。検出面からの深さは最大で38cmで ある。

〈堆積状況〉大きく分ける上下 2層からなり、下層には焼土や炭化物の小粒が含まれている。底面に

は弱い被熱混成が認められる。

〈遺物〉最下層より多量の上師器片が出上した (417)。 これらはいずれも細かな破片であるが、それ

ぞれがチップ状に剥離している。また、焼成具合が良好であり金属的な音がする。このような特徴か

ら土師器焼成に伴う剥片土器であると推測される。

SK0803土坑 (第70図、写真図版56)

〈位置 。検出状況・重複〉 IB5pグ リッドに位置する。

〈規模・形状〉南北0,80m、 東西0,71mのほぼ円形である。検出面からの深さは最大で10cmであり、概

ね皿状を呈する。

〈堆積状況〉ほぼ単層であり、下層には焼土や炭化物の小粒が含まれている。

〈遺物〉遺物は出土しなかった。

SK0804土坑 (第70図、写真図版56)

〈位置 。検出状況 。重複〉 I B7nグ リッドに位置する。

〈規模・形状〉長軸0.39m、 短軸0,30mの楕円形である。検出面からの深さは最大で18cmである。

(堆積状況〉大きく分けると3層からなり、下層には焼土や戊化物の小粒が若千量含まれている。

〈遺物〉数点の上器小片が出土した。

SK0805土坑 (第70図、写真図版56)

〈位置・検出状況・重複〉ⅡB5hグ リッドに位置する。近現代の暗きょによって遺構北半は失われている。

〈規模・形状〉東西0,43mで ほぼ円形であることが想定される。検出面からの深さは最大で12cmで ある。

〈堆積状況〉大きく分けると上下 2層からなり、下層は細分されるが焼土や炭化物の小粒が多く含ま

れている。

〈遺物〉土坑埋土中より平安時代の上師器片が多く出土した。

418は上層より出土した土師器杯である。内面ミガキ調整および黒色処理が施され、底部は切り離

し後、回転ヘラケズリが施されている。底部の回転ヘラケズリは体部下端にも及んでおり、全周で2

段程度認められる。器高が低く底径が大きいためやや古い特徴を有しているものと考えられる。

419・ 420は土師器甕である。419は調整にロクロが用いられた刀ヽ形の甕である。底部は回転糸切りで

あると思われるが、不明瞭である。一方、420は非ロクロの甕である。外傾する口縁部の屈曲が著 し

く端部は九く収められている。外面調整はヘラケズリではなくハケであるため、形態も含めた特徴か

ら平安時代でもやや古い時期のものである可能性が考えられる。

SK0806土坑 (第70図、写真図版56)

〈位置・検出状況・重複〉ⅡB7nグ リッドに位置する。近現代の暗きよによって遺構中央が失われて

いる。

-81-



3 土坑・溝

〈規模・形状〉長軸0.68m、 短軸0.56mの楕円形であることが想定される。検出面からの深さは最大で

14cmで ある。

〈堆積状況〉大きく分けると3層からなり、下層は細分されるが焼土や炭化物の小粒が多く含まれて

しヽる。

〈遺物〉遺物は出上しなかった。

SK0807土坑 (第70図、写真図版58)

〈位置・検出状況 。重複〉 I B6hグ リッドに位置する。近現代の暗きょによって遺構南半が失われて

いる。

〈規模・形状〉東西0.55mの 円形であることが想定 される。検出面か らの深 さは最大で12cmである。

〈堆積状況〉大きく分けると上下 2層からなる。

〈遺物〉遺物は出土しなかった。

SK0808土坑 (第70図、写真図版57)

〈位置・検出状況。重複〉Ⅱ B7nグ リッドに位置する。近現代の溝によって遺構中央壁が切られている。

〈規模・形状〉概ね南北の軸方向に沿う平面長方形である。長軸方向である南北0.89m、 短軸方向であ

る東西0.31mである。検出面からの深さは最大で15cmで ある。

〈堆積状況〉大きく分けると上下 2層からなる。最下層は焼土および炭化物層である。この炭化物層

は底面全面に広がり、中央には礫がみられる。遺構の特徴より、製炭土坑である可能性が考えられる。

〈遺物〉土坑埋土中より15点 を数える平安時代土師器小片が出上した。

421は埋土上層より出上した土師器杯である。内面ミガキ調整および黒色処理が施され、底部は切

り離し後、回転ヘラケズリが施されている。底部の回転ヘラケズリは体部下端にも及んでおり、金周

で 2段程度認められる。比較的、器高が低く底径が大きいためやや古い特徴を有しているものと考え

られる。

SK0809土坑 (第70図、写真図版58)

〈位置・検出状況・重複〉Ⅱ B4hグ リッドに位置する。

〈規模・形状〉南北0,77mの円形であることが想定される。検出面からの深さは最大で10cmで ある。

〈堆積状況〉大きく分けると3層からなる。いずれも自然堆積であると考えられる。

〈遺物〉遺物は出土しなかった。

SK0810土坑 (第70図、写真図版58)

〈位置・検出状況・重複〉 I B5hグ リッドに位置する。近現代の暗きょによつて遺構北半は失われてい

る。また、竪穴住居 (S10806)の 煙道を切っている。

〈規模・形状〉短軸0.30m、 残存する長軸0,63mの長円形であることが想定される。検出面からの深さ

は最大で12cmで ある。

〈堆積状況〉大きく分けると上下 2層からなり、下層は細分されるが焼土や炭化物の小粒が多 く含ま

れている。

〈遺物〉遺物は平安時代の土師器片が出上した。また、SK0808出 上の土師器郭 (421)の 一部も埋土よ
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V 平成 20年度調査

100,900m A

黄灰色シル ト(粘質、炭化物わずかに含む)

黒褐色シル ト(粘質、炭化物微量含む)

黒褐色シル ト(し まり強、粕質)

暗灰黄色シル ト(粘質、炭化物少量含む)

|>
ゝ

SK0803 S/1/20
101,000m A

SK0805
1 25Y3/2
2 25Y3/2
3 25Y3/1
4 25Y4/3
5 25Y3/2
6 25Y4/3
7 25Y3/1
8 25Y4/3
9 25Y4/2
10 25Y2/1
11 25Y3/2
12 25Y4/2

SK0303
25Y3/2 黒褐色砂質シル ト(し まり強、粘質 )

25Y3/3 暗オリーブ褐色砂質シル ト(し まり強、黒褐色
BL微豊含 む)

絵52から

三
椒

SK0804
1 25Y3/2
2 25Y3/2
3 25Y3/3

黒掲色シル ト(し まり強、粘質、地山 Bヒ 微量含 む)

黒掲色砂質シル ト(し まり弱、粘性に富む)

暗オリーブ掲色砂質シル ト(し まり弱 )

109,000m A

オリーブ褐色砂質シル ト(粘質 )晴購翻質シルト(呼 )

SK0807
1 25Y4/1
2 25Y3/2
3 25Y3/2
4 25Y4/2

｀ 6n
~七瞼6n!a艶 :畳を目譴§孝1緯昴鍮ξ与攣卵含0

4 25Y4/3

玉

|

100,900m A

SK0809
1 5YR3/1  黒褐色 シル ト質砂 (鉄分沈着 )

2 75YR3/1 オリーブ黒色粘質シル ト(炭化

物少量含 む)

3 10YR2/1 黒色 シル ト質砂

100,700m A

101,000m A
SK0808
1 25Y3/2 黒褐色シル ト(粘質、炭化物微量含む)

2 25Y4/3 オリーブ褐色シル ト(粘質)

3 25Y4/2 贈灰黄掲色砂質シル ト(粘 質、炭化物含む)

SK0812
1 2 5YR3/3

2 25YR4/3

黒褐色砂質シル ト(し まり強、

やや粘質、炭化物少量含む)

暗灰黄褐色砂質シル ト(し まり

強、炭化物微量含む)

狂B60よ り

北へ2m

第70図  SK0801 ・0803～0809'0812土 坑
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4 遺物包含層

麟 伸
Cm

り出土している。

421

第71図  土坑出土遺物

SD0801清 (第72図、写真図版55)

〈位置 。検出状況 。重複〉調査区中央を東西に走る溝である。部分的に近現代の暗きょによって失わ

れている。

〈規模・形状〉延長距離は約22m、 深さは深いところで約20cmを 測る。ほぼ東西方向に直線的な形態

である。

(堆積状況〉埋土は明るい色調の砂質シル トの単層である。比較的均質な埋上で攪拌された様子はみ

られない。

〈遺物〉遺物は出土しなかった。

4遺 物 包 含 層

〈位置 。検出状況 。重複〉調査区西端に位置する。近現代の暗きよによって切られている箇所がいく

らか存在する。

〈堆積状況〉大きく分けると3層の自然堆積層からなり、粘質シルトを基調とする。上層最下面には

炭化物の小粒が多く含まれている。

〈遺物〉遺物は平安時代の上器類が多く出土した。また、本の根など自然遺物もみられたが、人為的

に加工された痕跡は認められなかった。

土器は土師器や須恵器が多く出土した。特に、遺物包含層範囲の北側、落ち際付近では多くの上器

が出上した。

402～ 427は いずれも須恵器杯である。これらは平成19年度調査時に遺物包含層にトレンチを入れ

た際にまとまって出上したものである。433以外のものは非常に精良な胎土とやや軟質で灰白色を呈

するが、433は他のもの異なり、青灰色で硬質である。また、この 1点のみが底部ヘラ切りであるが、
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SD01 A― A
1 25Y4/1 黄灰色砂質シルト(粘質土BL含む)

SD01 B― B
1 25Y4/1 黄灰色砂質シルト(鉄 分沈着)

第72図  SD0801清

V 平成20年度調査

その他は、いずれ も底部糸切 りで、切 り離 し後の調

整はおこなわれていない。底部には、墨書が認め ら

れる。 この墨書 は「一」 と判読するのか、単なる棒

状の記号であるのかは不明であるが、底部の残存す

るものには必ず施されている。さらに、手擦れなど

の使用に際する摩減も認められず、焼成直後のもの

であるかのようなザラついた手触 りである。これら

須恵器邦のまとまりは細片まで含めると20個体以上

であると推測され、この地点以外からは同様のもの

は出上 していない。また、産地や焼成時期も近いと

みられ、きわめて一括性が高いことを示唆している。

以上のことを勘柔すると、これら須恵器郭は水際で

おこなわれた祭祀行為に関わるものと推測される。

同じような事例は不明であるが、特殊な場における

特定の遺物による祭祀がおこなわれていたのかもし

れない。なお、これらは底径 と器高のバランスから

考えて 9世紀前半代に属するものと考えられる。

438～ 442は いずれも土師器杯である。438・ 439・

441は いずれも内面 ミガキ調整および黒色処理が施

されている。438・ 441は底部回転糸切 り後無調整で

あるが、439は 底部切 り離 し後、回転ヘラケズリが

施されてお り、さらに体部下端にも回転ヘラケズリ

が及んでいる。440・ 442は 内外面ともに黒色処理さ

れておらず、ともに底部回転糸切 り後無調整である。

443～ 452は いずれも土師器甕である。443は包含層

上層より出土 した体部下半～底部にかけての破片で

ある。調整にロクロは用いられておらず、外面は縦

方向のヘラケズ リが施されている。底部には砂粒が

認められる。444は 口縁部～体部上半であ り、調整

にロクロは用い られていない。外面は縦方向のハ

ケであり、口縁部は短 くわずかに外反する。445～

447は調整にロクロが用いられてお り、口縁部は短

く外方に折 り曲げられている。445・ 446の 口縁端部

はシャープに納められているが、447の 口縁端部は

緩 く上方に摘み上げられている。448・ 449・ 451は

非ロクロの甕底部である。底部には木葉痕が明瞭に

認められる。450は 調整でロクロが用いられている

小形の甕である。底部は回転糸切 り後無調整である。

452は調整にロクロが用いられた甕の体部片である。

外面には横方向の回転ナデが、内面には工具による

A一―-       1°
1,000m A

B_    100,800m B

(          m
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4 遺物包含層

層

１
　

２
３
４
５

本巨包

25Y3/2 黒褐色 シル ト(25Y4/3オ リーブ褐色微粒砂含 む、黒色粘質 シ
ル ト層が 05～ 1 0mm厚 堆積 して土嬢化 )

5Y3/1  オリーブ黒色粘質 シル ト(中 粒砂少量混 )

25Y3/2 黒掲色粘質シル ト(微粒砂混 )

5Y5/1  灰色粘質シル ト
N4/0灰 色粘土～ 5B4/1暗 青灰色粘土

第73図 包含層断面図

縦方向の調整が施されている。外面には「寺智」の二文字がみられる。この文字は焼成前の刻書であ

り、非常に流麗な筆致である。土器そのものと刻書の配置は、天地逆であ り、土器を逆さまにして書

かれたものであると考えられる。「寺」字は上半分が欠損 しており、5画 目が 4画 目の横棒を貫かない。

この字体の特徴は、古代の墨書土器の「寺」字にもしばしば見受けられる。「智」字は、「矢」部。「口」

部 。「日」部の各パーツに分けることができる。「矢」部は全体のバランスの中では下に大 きくはみ出

している。また、 4画 目の「ノ」部分は 2画 目の上に突き抜けて「矢」ではなく「失」となっている。

「口」部は最後の 3画 目が不明瞭である。これは「日」部の 4画 目にも同じ事が言えるため筆跡に現れ

る一つの癖である可能性が高い。また、「智」字に続 く部分は欠損 しているが、線刻の縦棒がわずかに

認められる。単なる傷の可能性 もあるが、筆跡の勢いを持続 して入つているようにみられるため、「智」

に連続する文字である可能性が考えられる。仮にこれが文字であれば、「人」などの比較的簡素な文字

が想定される。これは「智」の左下に空 き部分がみられるため、次の一文字の左側に何 もない文字で

あると考えられるからである。現段階では、この刻書「寺智」の意味はわからないが、字句の性質上、

人名・地名など固有名詞が妥当であると思われる。また、いずれの字句 も、仏教 と密接に関わる文字

であることが想像できる。

453・ 454は土師器壷である。いずれも内外面にミガキ調整および黒色処理が施されている。このミ

ガキ調整および黒色処理によって器表面が非常に滑らかになっている。 したがって、その下にある調

整は不明瞭であるが、部分的にロクロロが認められることから、ロクロによる調整がなされたものと

考えられる。全体の形状は不明であるが、小形の製品である。底部はいずれもヘラケズリかナデによっ

て切 り離 し痕跡は不明である。

455は須恵器瓶類である。底部には高台が貼 り付けられ、この上部である体部下端には回転ヘラケズ

リが施されている。体部下半が残存 しているのみであるが、形態的特徴から考えて瓶類の中でも長頸

瓶であることが想定される。体部の調整は内外面ともにロクロによる回転ナデである。

456は須恵器長頸瓶の口縁部である。薄 く丁寧に仕上げられ回縁端部断面は三角形である。調整は内外

面ともにロクロによる回転ナデである。

458は須恵器に硬質に焼けた土児が付着 したものである。須恵器は重か甕の口縁部であり、外面は光沢
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4 遺物包含層
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V 平成 20年度調査

ある黒色を帯びている。一

方、破断面はやや赤みを帯

びているが、内面の色調は

見ることができない。付着

物は砂粒を多 く含み、被熱

により硬化 している。全体

的に還元色を呈 し、部分的

に溶融 してガラス化 した状

態である。これらのことか

ら須恵器窯体の一部である

可能性が高い。須恵器の口

縁部分に窯体の一部が溶着

している状況から、須恵器

窯の天丼部が何 らかのアク

シデントにより崩落 し、こ

の須恵器の口を塞 ぐように

落下 したことが想定 され

る。さらに、落下 した窯天

井部は熱が維持されたまま

須恵器に溶着 したことが想

像される。窯で須恵器焼成

中に起こった不測の事態が

そのまま形として残った資

料である。須恵器窯の調査

例の乏しい県内において窯

体の一部が出土資料みつ

かったことは貴重である。

5 遺構外出土遺物

Cm

包含層出土遺物 (3)第76図

468～ 471は土師器杯である。468。 471。 475・ 476・ 479は いずれも内面黒色処理されていない土師

器杯である。一方、469は 内面 ミガキ調整および黒色処理が施された土師器郭である。底部の残存す

るものはすべて回転糸切 り後、無調整のものである。470の体部外面には墨書が認められる。土器に

対 し横位縦書きで「千万」 と二文字が認められる。この字句には「たくさん」という意味が込められ

ているものと考えられ、吉祥句であると推測される。

472・ 481・ 482・ 484はいずれも土師器甕である。472以外はすべてロクロ調整が施されている。

480は ロクロ調整された内面ミガキ調整および黒色処理が施された土師器鉢である。

483・ 485は須恵器重か甕である。483の底部には布目のような圧痕が認められ、製作時の敷き台である

と考えられる。

486は縄文土器注口である。晩期の所産であると考えられる。
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V 平成 20年度調査
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第 4表 掲載遺物一覧 (土器 )

掲載番号 種別 器種 残存率 胎土 焼成
寸 法

底部 分類
口径 底径 器 高 器 厚

土師器 琢 60% ○ ○ 回転糸切り 不ⅡB

出土状況
色調 黒斑

主な調整
時期 備考

遺構 位置 層位 外 面 内面

S10801 検出面・ 埋土最上層 橙 底 部 回転ナデ 回転ナデ 9後～ 10C

掲載番号 種別 器種 残存率 胎土 焼成
寸法

底 部 分類
口径 1底径 器高 I器厚

土師器 郭 40% O (14 4Ⅲ I  ― 48  1  07 郭 HB
出土状況

色調 黒斑
主な調整

時期 備考
遺 構 位 置 層 位 外 面 内面

S10801 検出面・埋土最上層 橙 回転ナデ 回転ナデ 9て資～ 10C

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎 土 焼成
寸 法

底部 分類
口径 底 径 器 高 器 厚

土師器 郭 40% 回転糸切 り 不ⅡA
出土 (況

色調 黒斑
主な調整

時期 備考
遺 橋 位 置 層位 外面 内面

SIC1802 南東・南カマ ド付近 埋土中層 にぶ い構 体部 回転ナデ ミガキ 9後～ 10C

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸 法

底部 分類
口径 底 径 器高 1器厚

304 土師器 イ 40% C 回転糸切 り 郭ⅡA
出土状況

色調 黒斑
主な調整

時期 備考
置 橋 位 置 層位 外面 内面

S10802 南カマ ド燃焼部 埋土 にぶい橙 体 部 回転ナデ ミガキ 9イ充～ 10c

掲載番号 種別 器種 残存率 胎土 焼成
寸 票

底部 分類
国径 底 径 器高 I器厚

土師器 郭 60% ◎ △ (140)1  57 085 回転糸切 り 郭ⅡA
出土状況

色調 黒斑
主な調整

時期 備考
遺 構 位 置 層位 外 面 内面

S10802・ 03 東西ベル ト 埋土上層 浅責橙 口縁 部 回転ナデ ミガキ 9後～ 10C

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸 法

底部 分類
口径 I底径 器高 I器厚

土師器 高台郭 20% ① ―- 1 92 啄ⅡC'
出土状況

色調 黒斑
主な調整

時期 備考
遺 構 位 置 層 位 外面 内面

S10802 北西 埋土最下層 にぶい橙 ミガキ ミガキ 9後′-10c

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸 法

底部 分類
口径 底径 器高 器厚

土師器 邪 30% ○ ○ (133) 啄ⅡA
出土状況

色調 黒斑
主 な調整

時期 備考
遺構 位 置 層位 外面 内面

S10802 南カマ ド西側 埋上下層 にぶい責橙 口縁吉呂 回転ナデ ミガキ 9イ変～ 10C

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸法

底部 分類
口径 底径 器高 1器厚

土師器 郭 30% ◎ Э -  1(58) 33 1 06 回転糸切 り イ Ⅱ B

出土状況
色調 黒斑

主な調整
時期 備考

遺構 位 置 層 位 外 面 内面

S10802 東西ベル ト 埋 土 橙 回転ナデ ミガキ 9後～ 10C

掲載番号 種別 器種 残存率 胎 土 焼成
法

底部 分類
口径 I底径 器高 I器厚

土師器 郭 30% ○ C 不Ⅱ B

出土状況
色調 黒斑

主な調整
時期 備考

遺 構 位 置 層位 外 面 内面

S10802 南カマ ド燃焼部 埋 土 にぶい橙 回転ナデ 回転ナデ 9後～ 10C

掲載番号 種別 器種 残存率 胎土 焼成
寸法

底部 分類
口径 1底径 器 高 器厚

土師器 郭 25% △ 回転糸切り 杯ⅡA
出土 状況

色調 黒 斑
主な調整

時期 備考
遺構 位 置 層位 外面 内面

SIC1802 南北ベル ト南側 1層 浅黄橙 口縁部 回転ナデ ミガキ 9イ充-10c
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掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸 法

底部 分類
口径 底 径 器高 1器厚

土師器 甕 30% △ (165)| ―― 郭 ⅡA
出土 代男L

色調 黒斑
主な調整

時期 備考
遺橋 位 置 層 位 外面 内面

S10802 南カマド・PA焼部及び周辺 埋土一括 にぶい橙 ヘラケズ リ ナ デ 9後～ 10c

V 平成 20年度調査

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸法

底部 分類
口径 底径 器 高 器厚

土師器 奏 15% △ ○

出土 状 況
色調 黒斑

主な調整
時期 備考

遺構 位 置 層位 外 面 内 面

S10802 南カマ ド燃焼部 埋土一括 |こ 複ドい 窮儀 口 縁 剖S 回転ナデ 回転ナデ 9C

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸法

底部 分類
口径 底径 器高 I器厚

土師器 甕 5% △ O 98  1  07 甕ⅡA
出上状況

色調 黒斑
主な調整

時期 備考
遺構 位 置 層 位 外 面 内 面

S10802 南カマ ド燃焼部 埋土一括 にぶい橙 回転ナデ 回転ナデ 9C

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
法

底部 分類
口径 I底径 器高 1器厚

上師器 甕 3079 △ ○ 2■41 - 邪ⅡA
出土状況

色調 黒斑
主 な調整

時期 備考
遺 橋 位 置 層 位 外面 内面

S10802 南カマ ドP/t焼 部及び煙出し 埋土中層 浅黄橙 ヘラケズリ ナ デ 9C

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎 土 焼成
寸 法

底部 分類
口径 1底径 器高 I器厚

土師器 甕 5% △ ○ 36  1  07

出土剪犬況
色調 黒斑

主 な調整
時期 備考

遺 構 位 置 層 位 外面 内面

S10802 南東 1層 橙 回転ナデ 回転ナデ 9後～ 10C

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸 法

底部 分類
口径 I底径 器高 器 厚

土師器 /Jヽ 甕 5% △ ①

出土州犬況
色調 黒斑

主な調整
時期 備考

昌 橿 位 置 層位 外面 内 面

南壁施設 ? 埋土中層 に ,鰐 Vヽ 癌釜 回転ナデ 回転ナデ 9後^,10c

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸法

底部 分類
口径 底径 器高 器厚

須恵器 瓶 20% ○ ○ 186 1  08

出土状況
色調 黒斑

主 な調整
時期 備考

遺構 位 置 層 位 外 面 内 面

S10802 南北ベルト・北西・北東 2層 暗灰 ケズリ ナ デ 9イ資～ 10C

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸 法

底部 分類
口径 I底径 器高 1器厚

上師器 郭 70% ○ ○ 142 1  57 回転ヘ ラケズ リ 啄ⅡA
出土状況

色調 黒斑
主 な調整

時期 備考
潜 繕 位 置 層 位 外 面 内 面

南東 埋土上層 。中層 にぶい黄橙 口縁・体音I 回転ナデ 回転ナデ 9T充～ 10C

掲載番号 種別  1 器種 残存率 胎土 焼成
去

底部 分類
口径 1底径 器 厚

上師器 I 郭 75% ○ 144 1  58 46  1  08 回転糸切 り 不Ⅱ B

出土状況
色調 黒斑

主 な調 整
時期 備考

遺 橋 位 置 層 位 外面 内面

S10803 南 東 埋 土 橙 回転ナデ 回転ナデ 9イ充～ 10C

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸法

底部 分類
口径 I底径 器高 I器厚

土師器 郭 55% 回転ヘ ラケズ リ 杯ⅡA
出土状況

色調 黒斑
主な調整

時期 備 考
遺 構 位 置 層 位 外面 内面

S10803 南東 埋土中層 にぶい黄橙 口縁・体吉[ 回転ナデ ミガキ 9後～ 10c
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掲載番号 種別 器種 残存率 胎 土 焼成
寸 撰

底 部 分類
口径 底 径 器高 1器厚

土師器 把手 △

出土状況
色調 黒斑

主な調整
時期 備考

遺 橋 位 置 層 位 外面 内面

S10803 南東 埋土中層 橙 ナ デ

V 平成 20年度調査

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎 土 焼成
寸 云

底部 分類
口径 I底径 器高 I器厚

須恵器 瓶 570 ○ -  1 122 ■7

出土状況
色調 黒斑

主 な調 整
時 期 備 考

遺 橋 位 置 層 位 外 面 内面

S10804 カマ ド周辺 埋 土 灰 回転ナデ 回転ナデ 9後-10c

掲凱番号 種別 器種 残存率 胎 土 焼 成
寸 法

底部 分類
口径 1底径 器高 1器厚

土師器 奏 60% × ○ ―  1 82 85 1 11 ナデ消 し

出土状況
色調 黒斑

主 な調整
時期 備考

潰 橿 位置 層位 外 面 内面

S10804 煙出し・煙道周辺 埋土上層 にぶい黄橙 体言Б ハ ケ ハ ケ 8後～ 9C

掲載番号 種別 器種 残存率 胎 土 焼 成
寸 法

底部 分類
口径 1底径 器高 I器厚

土師器 甕 10% △ ○ 回転糸切り 泰 ⅡA
出土状況

色調 黒斑
主な調整

時期 備考
遺橋 位置 層位 外面 内面

S10804 カマ ド内 埋 土 にぶい橙 回転ナデ 回転ナデ 9後～ 10c

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎 土 焼 成
寸法

底部 分類
口径 1底径 器高 器 厚

土師器 甕 40% △ ① 甕 Ⅱ A

出土状況
色調 黒 斑

主な調整
時期 備考

遺構 位 置 層 位 外面 内面

S10804・ 包合層 煙遭～煙出し上層 T2ベ ルト上層 にぶい責橙 ヘラケズ リ ナ デ 9イ充～ 10C

掲載番号 種 別 器 種 残存率 胎 土 焼成
寸 云

底部 分類
口径 I底径 器高 1器厚

須恵器 郭 20% ◎ ○ (149)I  ― 35  1  04

出土 状況
色調 黒斑

主な調整
時期 備考

遺 構 位 置 層位 外 面 内面

S10804 カマ ド内 埋 土 灰 白 重ね焼 き 回転ナデ 回転ナデ 9後～ 10C

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎 土 焼成
法

底言S 分類
口径 底径 器高 器厚

土師器 郭 20% ① △ 09 1 07 回転糸切 り イ Ⅱ A

出土状況
色調 黒 斑

主な調整
時期 備 考

遺構 位 置 層位 外面 内面

S10804 カマ ド周辺 埋 土 灰責褐 底部 回転ナデ ミガキ 9イゑ～ 10C

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎 土 焼成
寸法

底部 分類
口径 底 径 器高 器厚

土師器 郭 35% ○ △ 回転糸切 り

出土状況
色調 黒斑

主な調整
時期 備考

遺構 位 置 層 位 外面 内面

S10804 カマ ド周辺 埋 土 に ,ド ヤヽ 瀬争 回縁部 回転ナデ ミガキ 9後～ 10C

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎 土 焼成
寸法

底 部 分類
口径 底径 器高 器 厚

土師器 郭 20% ① △ 13108 回転糸切 り 郭 HA
出土状況

色調 黒 斑
主な調整

時期 備 考
遺 構 位 置 層 位 外面 内面

S10804 カマ ド周辺 埋 土 にぶい橙 底部 回転ナデ ミガキ 9後～ 10C

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸 法

底部 分類
口径 底 径 器 高 器 厚

須恵器 蓋 25% O (100)l  一

出土状況
色調 黒斑

主な調整
時期 備考

遺 構 位 置 層 位 外 面 内面

S10804 検出面 灰 重ね焼 き 回転ナデ 回転ナデ 9C
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掲載番号 種別 器種 残存率 胎 土 焼成
寸法

底部 分類
口径 I底径 器高 I器厚

土師器 甕 1079 △ O
出土状況

色調 黒斑
主 な調整

時期 備考
遺構 位 置 層 位 外 面 内面

北 西 埋土上層 にぶい責橙 底 部 ヘラケスリ ナ デ 9後～ 10C

V 平成 20年度調査

掲載番号 種別 器種 残存率 胎 土 焼成
寸 法

底部 分類
口径 1底径 器高 1器厚

土師器 郭 70% △ 回転糸切 り

出土 (況
色調 黒斑

主な調整
時 期 備考

遺 構 位 置 層 位 外面 内面

S10806 南東隅土器集中 にぶい橙 回縁・底剖 回転ナデ ミガキ 9後 ～́ 10c

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎 土 焼成
寸法

底部 分類
口径 底径 器高 器厚

土師器 イ 60% ○ ○ 60  1  09 回転糸切 り

出土状況
色 調 黒斑

主な調整
時期 備考

遺構 位 置 層位 外面 内面

南東隅上器集中 にぶい橙 I彬薄・ 仏 音胚 回転ナデ ミガキ 9イ資～ 10C

掲載番号 種別 器種 残存率 胎 土 焼成
寸法

底 部 分類
口径 底径 器高 1器厚

土師器 杯 50% 0 124 1 60 505 1 09 回転糸切 り 郭 ⅡA
出土状況

色 調 黒斑
主な調整

時期 備考
遺構 位 置 層 位 外 面 内 面

】ヒE豆 埋土中層 にぶい橙 I綴 。
辰 剤 回転ナデ ミガキ 9て発～ 10C 墨書

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎 土 焼成
去

底部 分類
口径 底 径 器高 1器厚

土師器 甕 35% × ○

出上状況
色調 黒斑

主 な調整
時期 備考

遺 構 位 置 層 位 外面 内面

S10806 打壁際埋上下層・pltl埋 土・貼房 にぶい橙 本部 ～ 底 訂 ナデ ハ ケ 9後～ 10C

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎 土 焼成
寸 法

底 部 分類
口径 1底径 器高 器厚

須恵器 奏 40% △ C 11

出土状況
色調 黒 斑

主な調整
時期 備考

遺 橋 位置 層位 外 面 内面

南東隅土器集中 浅責澄 顕部～体部 タタキ・ケズリ 回転ナデ 9イ充́-10C 還元不足

掲載番号 種別 器種 残存率 胎 土 焼成
寸法

底部 分類
口径 1底径 器高 I器厚

土師器 郭 10% C (132)

出土状況
色 調 黒斑

主な調整
時期 備考

遺構 位 置 層 位 外 面 内面

S10806 南西 。南東 埋土 中層・ 下層 にぶい橙 口縁 部 回転ナデ ミガキ 94愛ハV10C

掲載番号 種別 器種 残存率 胎土 焼成
寸 法

底部 分類
口径 I底径 器高 I器厚

土師器 杯 10% ○

出土状況
色調 黒斑

主な調整
時期 備 考

遺 構 位 置 層 位 外面 内面

南東隅土器集中・pitl 浅貢橙 口縁・ 体剤 回転ナデ ミガキ 9後～ 10C

掲載番号 種別 器種 残存率 胎土 焼成
寸 法

底 部 分類
口径 1底径 器高 1器厚

土師器 郭 10% (180)| ―― (425)

出土状況
色調 黒斑

主な調整
時期 備考

遺 橋 位 置 層 位 外面 内面

SIC1806 南東隅土器集中 浅黄橙 回転ナデ ミガキ 9後～ 10c

掲載番号 種別 器種 残存率 胎 土 焼成
寸法

底 部 分類
口径 底径 器 高 器厚

土師器 不 15% ○ △ 17) 1  08 回転糸切 り 郭 Π B

出土状況
色調 黒斑

主 な調整
時期 備考

遺 橋 位置 層位 外面 内面

S10806 南西 埋土上層 浅黄橙 回転ナデ 回転ナデ 94充～ 10C
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掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸法

底部 分類
口 径 底 径 器 高 器 厚

土師器 甕 579 △ C 53  1  05 霙 IB
出土状況

色調 黒斑
主 な調整

時期 備考
遺構 位 置 層 位 外 面 内面

SЮ807 西側 カクラン 浅責橙 ヘラケスリ ナ デ 9後～ 10C

V 平成 20年度調査

掲載番号 種別 器種 残存率 胎 土 焼成
寸 法

底部 分類
口径 底 径 器高 I器厚

土師器 不 70% C 153 回転ヘラケズリ 郭ⅡA
出土状況

色調 黒 斑
主な調整

時期 備考
遺橋 位 置 層位 外面 内 面

南西隅 にぶい黄橙 口縁部 回転ナデ ミガキ 9後～ 10C

掲載番号 種別 器種 残存率 胎土 焼成
寸法

底部 分類
口径 底径 器高 I器厚

土師器 郭 60% ○ △ 56  1  09 回転ヘラケズリ 杯ⅡA
出土状況

色調 黒斑
主な調整

時期 備考
遺構 位置 層 位 外面 内面

S10808 南西隅 浅黄橙 口縁 部 回転ナデ ミガキ 9イ充-10C

掲載番号 種別 器 種 残存率 胎土 焼成
寸 法

底部 分類
口径 底 径 器高 I器厚

土師器 芥 70% ○ ○ 162 1  63 67  1  09 回転ヘラケズリ 不ⅡA
出土状況

色調 黒斑
主な調整

時期 備考
遺 構 位 置 層 位 外 面 内面

埋 土 にぶい責橙 口縁・底剤 回転ナデ ミガキ 9後～ 10C

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸 法

底部 分類
口径 I底径 器高 I器厚

土師器 郭 807o ○ ○ 147 1  66 回転糸切 り 杯ⅡA
出土状況

色調 黒斑
主な調整

時 期 備考
遺 構 位 置 層位 外面 内面

SIC1808 南西隅 浅黄橙 口縁部 回転ナデ ミガキ 9後～ 10c

掲載番号 種別 器種 残存率 胎 土 焼成
寸法

底部 分類
口径 底径 器 高 器 厚

土師器 郭 40% △ ○ 515108 回転糸切 り 杯 ⅡA
出土状況

色調 黒斑
主な調整

時期 備考
遺構 位 置 層位 外面 内面

S10808 南西隅 注 昔 緒 広 吾K・ ∫扉吾l 回転ナデ ミガキ 9後～ 10C

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎 土 焼成
寸 法

底 部 分類
口径 1底径 器高 1器厚

土師器 甕 20% △ O (160)1 92 木葉痕 甕 IB
出土状況

色調 黒斑
主 な調整

時期 備考
遺構 位置 層 位 外 面 内 面

S10808 pkl埋土下層・ カマ ド燃焼部 にぶい橙 外部～底訂 ヘラケズリ 9て資～ 10C

掲載番号 種別 器種 残存率 胎土 焼成
寸 法

底部 分類
口径 1底径 器高 I器厚

須恵器 甕 80% ○ △ 311 1 0つ

出土状況
色調 黒斑

主な調整
時期 備考

遺 構 位 置 層 位 外 面 内面

S10808 カマ ド燃焼部及び周辺 にぶい赤褐 タタキ・ケズリ 回転ナデ 9後～ 10C 還元不足

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸法

底部 分類
口径 底径 器高 1器厚

土師器 郭 50% ○ ○ 回転糸切 り 郭 ⅡB

出土状況
色調 黒斑

主 な調 整
時期 備考

遺構 位置 層 位 外 面 内 面

S10808 南西 埋土上層 橙 回転ナデ 回転ナデ 9後～ 10C

掲載番号 種別 器種 残存率 胎土 焼成
寸法

底部 分類
口径 底径 器高 1器厚

土師器 lTN 20% 0 C (158ヽ r164) 055 回転ヘラケズリ 郭 ⅡA
出土状況

色調 黒斑
主な調整

時期 備考
遺構 位置 層 位 外 面 内 面

S10808 南西隅 にぶい責橙 口縁・体卸 回転ナデ ミガキ 9イ充～ 10C
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掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸 法

底部 分類
口径 1底径 器高 1器厚

土師器 甕 20% (240)I  一 甕 IB
出土状況

色調 黒斑
主な調整

時期 備 考
遺構 位 置 層位 外 面 内面

S10808 煙 出 し 埋土中層 にぶい橙 ヘラケズリ ナ デ 94災-10C

V 平成 20年度調査

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸 法

底部 分類
口径 I底径 器高 I器厚

土師器 奏 309/9 △ (212)1  - 278 1 07 奏 Ⅱ A

出土状況
色調 黒斑

主な調整
時期 備考

遺 構 位 置 層 位 外面 内面

S10808 カマ ド燃焼部 浅責橙 ヘラケズリ ナ デ 9後～ 10C

掲載番号 種別 器種 残存率 胎土 焼成
寸 法

底部 分類
口径 I底径 器高 I器厚

394 土師器 甕 5% (27)

出土状況
色調 黒斑

主な調整
時期 備考

遺 構 位 置 層 位 外面 内面

カマ ド前 埋土上層 にぶい責橙 底部 ヘ ラケズ リ ナ デ 9イ充～ 10C

掲載番号 種 別 稗 残存率 胎土 焼成
寸法

底 部 分類
口径 底径 器高 器 厚

土師器 甕 5% △ ○ ナ デ

出土状況
色 調 黒斑

主な調整
時期 備考

潰 橋 位置 層位 外面 内面

S10808 煙道 埋 土 にぶい橙 底音h ヘラケズリ ナ デ 9イ資̂‐ 10C

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼 成
寸 法

底部 分類
口径 1底径 器高 1器厚

須恵器 甕 20% △ △ ―  1 76 ナ デ

出土状況
色調 黒斑

主 な調整
時期 備考

遺構 位置 層 位 タト面 内面

S10808 カマ ド燃焼部 。貝占床 浅責橙 ヘラケスリ ナ デ 9後～ 10C

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
法

底部 分類
口径 1底径 器高 1器厚

土師器 郭 70% ○ 42  1  09 回転糸切り イⅡA
出土状況

色調 黒斑
主な調整

時期 備 考
遺 構 位 置 層 位 外面 内面

南 東 床面直上 浅黄橙 日緑'体部下キ～魔部 回転ナデ ミガキ 9後～ 10c

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸 法

底部 分類
国径 1底径 器 高 器厚

土師器 郭 90% 回転糸切 り 郭 ⅡA
出土状況

色調 黒 斑
主な調整

時期 備考
遺 構 位 置 層位 外面 内面

南東 床面直上 にぶい責橙 口 縁 音勝 回転ナデ ミガキ 9イ資～10C

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸法

底 部 分類
口径 底径 器高 1器厚

土師器 不 95% ○ ○ 48  1  07 回転糸切 り 必 Ⅱ B

出土 状況
色調 黒斑

主 な調整
時期 備考

遺 橋 位 置 層位 外 面 内面

S10809 南東 床面直上 橙 回転ナデ 回転ナデ 9イ簗-10C

掲載番号 種 別 器種 残存率 B台土 焼成
寸 法

底部 分類
口径 1底径 器高 1器厚

土師器 杯 45% 50 1 09 回転糸切 り 不 Ⅱ B

出土状況
色調 黒斑

主 な調整
時期 備考

遺構 位置 層 位 外 面 内面

S10809 南 東 埋土下層 にぶい橙 回転ナデ 回転ナデ 9後～ 10C

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸 法

底部 分類
口径 底 径 器高 I器厚

土師器 杯 95% ○ 152 1  62 52 1 09 回転糸切 り 杯ⅡA
出土状況

色調 黒斑
主 な調整

時期 備 考
遺 構 位 置 層 位 外 面 内面

S10809 南東 床面直上 にぶい黄橙 口縁部 回転ナデ ミガキ 9後～ 10C 墨書
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掲載番号 種 別 器種 残存率 胎 土 焼成
寸 法

底部 分類
口径 I底径 器高 1器厚

土師器 甕 15% △ - 1 97 52  1  17 タタキ 甕ⅡB

出土状況
色調 黒斑

主な調整
時期 備 考

遺構 位 置 層位 外 面 内面

S10809 南東 埋土上層 にぶい黄橙 タタキ ハ ケ 9後～ 10c

V 平成 20年度調査

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸 法

底部 分 類
口径 I底径 器高 器厚

土師器 郭 45% ◎ 回転ヘラケズリ 芥 亜 A

出土状況
色調 黒斑

主な調整
時期 備 考

損 橋 位 置 層 位 外面 内 面

南 東 埋土上層 にぶい黄橙 口縁都 回転ナデ ミガキ 9イ変～ 10C

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸法

底部 分類
口径 底径 器高 1器厚

土師器 甕 10% △ ○ 21 1 11 回転糸切 り 甕 Ⅱ

出土状況
色 調 黒斑

主な調整
時期 備考

遺構 位 置 層位 外 面 内面

S10811 】ヒ5臣 床面・貼床 に ,ぶ Vヽ 宅釜 底部 回転ナデ 回転ナデ 9後～ 10C

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸法

底部 分類
口径 1底径 器高 1器厚

土師器 甕 10% ○ ○ r210)|  ―― 甕 Ⅱ

出土状況
色調 黒斑

主な調整
時期 備考

遺 構 位 置 層位 外 面 内面

S10811 北東 床面・貼床 橙 回転ナデ 回転ナデ 9後-10c

掲試番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸 法

底部 分類
口径 底 径 器 高 器厚

土師器 奏 35% △ Э (224) 273 甕 IA
出土状況

色調 黒斑
主な調整

時期 備考
遺構 位置 層位 外面 内面

S10804。  12 S10804カ マ ド周辺 検出面 にぶい橙 口縁部・体部上半 ハケメ ナ デ 9イ変～ 10C

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸法

底部 分類
口径 底径 器高 器厚

土師器 破裂剥片

出土状況
色調 黒 斑

主な調整
時期 備 考

遺構 位 置 層 位 外面 内 面

SK0802 埋土上～下層 9イ充́～10C

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸法

底部 分類
口径 1底径 器高 1器厚

土師器 郭 45% ○ △ 回転ヘラケズリ 杯HA
出土状況

色調 黒 斑
主な調整

時期 備 考
遺構 位 置 層位 タト面 内面

SK0805 1層下位 にぶい黄褐 口縁・体剤 回転ナデ ミガキ 9後～ 10C

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸 法

底部 分類
口径 底 径 器高 1器厚

土師器 甕 5% △ O 114)1(168) ―― l ■4 甕ⅡA
出 十 剪犬況

色調 黒斑
主な調整

時期 備 考
遺 橋 位置 層位 外 面 内面

SK0805 埋上下層 にぶい橙 回転ナデ 回転ナデ 9後-10c

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸 法

底部 分類
口径 1底径 器 高 器 厚

420 土師器 甕 10% △ ○ (256)

出土状況
色調 黒斑

主な調整
時期 備 考

遺構 位 置 眉位 外面 内面

SK0805 埋上下層一括 にぶい責橙 ハ ケ ナ デ 9後～ 10c

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸法

底部 分類
口径 底径 器高 器厚

土師器 郭 200/O C 回転ヘ ラケズ リ

出土状況
色調 黒 斑

主な調整
時期 備 考

遺楕 位 置 層 位 外面 内面

SK0808 S(0808埋土・ SK0810埋 土 にぶい黄橙 体部下半～底部 回転ナデ ミガキ 9イ充～ 10C
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掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸法

底部 分類
口径 底径 器高 器厚

須恵器 不 5% ◎ ○ 回転糸切 り

出土状況
色 調 黒斑

主 な調整
時期 備考

遺構 位 置 層位 外 面 内面

包含層 灰 白 回転ナデ 回転ナデ 9c中 墨 書

V 平成 20年度調査

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸 携

底 部 分類
口径 底 径 器高 I器厚

須恵器 郭 50% ○ 42  1  12 回転ヘラ切 り

出土状況
色調 黒斑

主 な調 整
時期 備考

遺橋 位 置 層 位 外面 内面

包含層 灰 重ね焼き 回転ナデ 回転ナデ 9C前

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎 土 焼成
寸 法

底部 分類
口径 I底径 器高 1器厚

434 須恵器 邪 15% ◎ ○ 回転糸切り

出土状況
色調 黒斑

主な調整
時期 備考

遺構 位 置 層位 外 面 内面

包含層 灰 白 回転ナデ 回転ナデ 9c中

掲載番号 種別 器種 残存率 胎 土 焼 成
寸法

底部 分類
口径 底径 器高 1器厚

須恵器 林 40% ◎ ○ ―― 1 64 26 1 07 回転糸切 り

出土状況
色調 黒斑

主な調整
時期 備考

遺構 位 置 層位 タト面 内面

包含層 灰 白 回転ナデ 回転ナデ 9C中

掲載番号 種別 器種 残存率 胎土 焼成
寸 法

底部 分類
口径 底 径 器高 I器厚

須恵器 杯 30% ◎ ○ 回転糸切 り

出土状況
色調 黒斑

主 な調整
時期 備考

遺 構 位 置 層位 外 面 内面

包含層 灰 白 回転ナデ 回転ナデ 9C中

掲載番号 種 別 器種 残存率 B台土 焼成
寸 法

底 部 分類
口径 1底径 器高 1器厚

須恵器 不 30% ◎ ① ― |(38) 回転糸切り

出土状況
色調 黒 斑

主な調整
時期 備考

遺 橋 位置 層位 外面 内面

包含層 灰 白 回転ナデ 回転ナデ 9c中

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸法

底言日 分類
口径 底径 器高 器厚

土師器 杯 10% ○ △ 一  l f6 4Ⅲ 02 1 11 回転糸切 り

出土状況
色調 黒斑

主な調整
時期 備考

遺構 位置 層位 外 面 内面

包含層 2区 1層 (黒色直上) にぶい責橙 回転ナデ ? ミガキ 9後～ 10C

掲載番号 種別 器種 残存率 胎土 焼 成
寸法

底部 分類
口径 I底径 器高 1器厚

土師器 郭 2079 ◎ △ ―- 1 58 15  1  07 回転ヘラケズリ

出土状況
色調 黒斑

主 な調整
時期 備 考

遺 構 位 置 層 位 外 面 内面

包含層 下層 にぶい橙 回転ナデ ミガキ 9後～ 10C

掲載番号 種別 器種 残存率 胎土 焼成
法

底 部 分類
口径 底 径 器 高 器 厚

440 土師器 郭 10% ○ △ 一  1 58 回 転 糸 切 り

出土状況
色調 黒斑

主 な調整
時期 備考

遺 橋 位 置 層位 外面 内面

包含層 4区 1層 にぶい責橙 回転ナデ 回転ナデ 9後～ 10C

掲載番号 種別 器種 残存率 胎土 焼成
寸法

底 部 分類
口径 1底径 器高 I器厚

441 土師器 不 15% ① △ 一  1 60 回転糸切 り

出土状況
色調 黒斑

主な調整
時 期 備考

遺 構 位置 層位 外面 内面

包含層 6区 上層 にぶい責橙 ミガキ ミガキ 9後 ～́ 10c
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掲載番号 種 別 器種 残存率 胎 土 焼成
寸法

底部 分類
口径 底 径 器高 1器厚

土師器 甕 5% △ ○ ヘラケズリ

出上状況
色 調 黒 斑

主な調整
時期 備考

遺構 位 置 層 位 外面 内面

包含層 4区 1層 にぶい責橙 回転ナデ ナ デ 刻書「寺智 J

V 平成 20年度調査

掲載番号 種別 器種 残存率 胎 土 焼成
寸 法

底部 分類
回径 1底径 器高 器 厚

土師器 璽 25% ◎ ヘラケズ リ

出土状況
色調 黒 斑

主 な調整
時期 備考

遺 構 位置 層位 外面 内面

包含層 6区 上層 にぶい責橙 ミガキ ミガキ 9´-10C

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎 土 焼成
寸法

底部 分類
口径 I底径 器高 I器厚

土師器 小壺 45% O - 1 70 ヘラケズリ

出土状況
色調 黒斑

主な調整
時期 備考

遺構 位 置 層 位 外 面 内面

包合層 2区 l層 (黒色直上) にぶい責橙 ミガキ ミガキ 9後～ 10C

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸 法

底 部 分類
口径 1底径 器高 I器厚

455 須恵器 瓶 20% ◎ △ ―  |(96)

出土 (況
色調 黒斑

主な調整
時期 備考

遺 構 位 ヨ 層 位 外面 内面

包含層 3区 1層 灰黄褐 回転ナデ 回転ナデ 9後～ 10c

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎 土 焼成
寸 法

底部 分類
口径 1底径 器高 1器厚

須恵器 長顎瓶 5% ○ 1■ 0)| ― 44  1  06

出上 状況
色 調 黒斑

主な調整
時期 備考

遺構 位 置 層 位 外 面 内面

包含層 2区 1層 (黒色直上) 褐 灰 回転ナデ 回転ナデ 9後-10C

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎 土 焼成
寸 法

底 部 分類
口径 1底径 器長 I器厚

須 思 器 甕 ○

出土状況
色調 黒斑

主な調整
時期 備考

遺 構 位 置 層 位 外面 内面

包含層 0～ 1区 検出面 灰 回転ナデ 9イ盗́～ 10c 窯壁付着

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎 土 焼成
寸法

底 部 分類
口径 底径 器高 器 厚

土師器 不 85% ○ ○ 48 1 09 回転糸切 り

出土状況
色 調 黒斑

主 な調整
時期 備考

遺 橋 位 置 層位 外面 内面

遺構外 東側湿地落ち際 にぶい責橙 口縁～体部上半 回転ナデ 回転ナデ 9イ麦～ 10C

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎 土 焼成
寸法

底部 分類
口径 底径 器高 1器厚

土師器 杯 70% ○ ○ 57 1 095 回転糸切 り

出土状況
色調 黒斑

主な調整
時期 備考

遺構 位置 層位 外面 内面

遺構外 東側湿地落ち際 にぶい橙 口縁・底吉: 回転ナデ ミガキ 9イ簗～ 10C

掲載番号 種別 器種 残存率 胎 土 焼成
寸 法

底 部 分類
口径 I底径 器高 1器厚

土師器 郭 40% ○ (138) 回転糸切 り

出土状況
色調 黒斑

主な調整
時期 備考

遺橋 位置 層 位 外 面 内面

遺構外 検出面 にぶい黄橙 口縁・底音I 回転ナデ ミガキ 9後～ 10C 墨書「千万」

掲載番号 種別 器種 残存率 胎 土 焼成
寸法

底 部 分類
口径 底径 器高 1器厚

須恵器 杯 45% ◎ △ 48  1  04 杯 Ⅱ B

出土状況
色 調 黒斑

主な調整
時期 備考

置 橋 位 置 層位 外面 内面

遺構外 Ⅱ B7 m 検出面 明褐灰 重ね焼 き 回転ナデ 回転ナデ 9イ資～ 10C

- 107-



- 108-



掲載番号 種別 器種 残存率 月合土 焼成
寸法

底部 分類
口径 底径 器高 1器厚

土師器 甕 10% △ ○ 24 1  18 回転糸切 り

出土状況
色調 黒斑

主 な調整
時期 備考

遺 構 位 置 層位 外 面 内 面

遺構外 調査区南西 灰色客土 にメドVヽお釜 回転ナデ 回転ナデ 9後～ 10C

第4表 掲載遺物一覧 (石製品)

土器分類凡例

器種   ロクロ 外面調整

V 平成 20年度調査

欠番

掲載番号 種別 器種 残存率 胎土 焼 成
寸法

底部 分類
口径 1底径 器高 1器厚

須恵器 霊 ? 5% △ △ 一  |(38) 13  1  09 布 目反

出土状況
色調 黒斑

主な調整
時期 備考

遺 橋 位置 層位 外 面 内面

遺構外 西側 表土～盛土 灰 白 ヘラケズリ ナ デ 9後-10c

掲載番号 種別 器種 残存率 胎土 焼成
寸 法

,真部 分類
口径 1底径 器高 器厚

土師器 甕 10% △ ① 94107 甕 IA
出土状況

色調 黒 斑
主な調整

時期 備考
遺精 位 置 層 位 外面 内面

遺構外 Ⅱ B7m 検出面 にぶい責橙 体 部 回転ナデ 回転ナデ 9後～ 10C

掲載番号 種 別 器種 残存率 胎土 焼成
寸法

底 部 分類
口径 底径 器高 器厚

須恵器 瓶 5% △ ○ (122) 475 1 130

出土状況
色調 黒斑

主な調整
時期 備考

遺 構 位 置 層位 外面 内面

遺構外 Ⅱ B3m 検出面 青灰 回転ナデ ナ デ 9後～ 10C

掲載番号 種 別 器種 残存率 B台土 焼 成
寸 法

底部 分類
口径 1底径 長さ I幅

縄 文 注 目 △ ○ 38  1  20

出土状況
色調 黒斑

主な調整
時期 備考

遺 構 位置 層位 外 面 内面

遺構外 調査区南 表上下 にぶい黄橙 縄文晩期

掲載番号 種別 器種 残存率 胎 土 焼成
寸 法

底部 分 類
口径 1底径 器高 I器厚

487 須恵器 全て郭

出土状況
色調 黒斑

主な調整
時期 備 考

遺構 位置 層 位 外面 内面

包含層 9C
※

掲載番号 器種 出土遺構 層位
寸法 (最大 cm・ 2)

長 さ 幅 厚 さ 重量

抵石 S10802渭gラH 埋上下層 462.4

抵石 2層 482乏

賦石 S10806南 壁際 埋土下層 1544

抵石 】10806東壁際 埋土中層 677.モ

砥石 S10807 床 面

464 砥石 S10809北壁際 埋 土 367〔

眠石 S10810北西 検出面 1535〔

砥石 S10809よ り西狽J 埋 土 374〔

砥石 包含層 3区 1層

黒色処理
ハケ(ヘラナ
デ含む)優勢■

■|
ケズリ優勢
(陸奥型)■

■Π タタキ優嘗
(出羽型)
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Ⅵ 分

1 中嶋遺跡より出土した種実

吉川 純子 (古代の森研究舎)

(1)は  じ め に

中嶋遺跡は花巻市東和町にある主に古代以降の遺跡で、猿ヶ石川が氾濫 してできた大沼と呼ばれる

湿地部と中嶋と呼ばれる島状の高まりが確認された。高まりでは平安時代の竪穴住居跡が重なってお

り、湿地部では井戸跡が発見されている。当時の植物利用を検討するため住居のカマ ド跡(S102)で 1試料、

井戸内(SK03)か ら採取され水洗選別された4試料の種実の構成を調査 した。また、生業域との比較を行

うため湿地部のⅡ層(近世)、 Ⅲ層(中世?)、 Ⅳ層(古代～中世)、 V層 (古代)の地積物で種実の調査を行った。

(2)同定結果お よび考察

a.平安時代の遺構 と湿地部

平安時代のS102住 居のカマ ド跡炭層およびSK03井戸内堆積物より出土 した種実の同定結果を表1に

示す。古代の湿地堆積物 との比較のため、表2と 同一の分類群表記 となっている。亀跡からはわずか

にエノキグサが出上 しただけであつた。井戸内堆積物では、穀類のオオムギ、コムギ、アヮ、キビを

少量出土 した。食用植物ではアサを比較的多 く出土 し、出土層は4層準におよんだ。アサの種子はほ

とんどが半分に割れた状態で、もともとは堅い種子であるため何 らかの利用後に廃棄 したとも考えら

れる。ほかにエゴマ、マタタビ、サルナシ、キュウリ属メロン仲間も出上 した。有用植物は半分になっ

たモモ核を出土 したが、割跡はなかった。湿生植物は明るい湿地に生育するセリ近似種、ボントクタ

デ、ヤナギタデ、などに混 じってやや日陰の湿地に生育するタニソバ、ツリフネソウも出土した。 日

当たりの良い開けた場所に生育する草本ではネバリタデ近似種、アカザ属、コメナモミや蔓植物のカ

ナムグラなども比較的多 く出土 した。そのほかにはヒメジソまたはシソ属とキンポウゲ亜属を多 く出

上 した。マメ科の刺状突起はサイカチなどの高木になる種類 と考えられ、近接する微高地に生育 して

いた可能性がある。

遺構とほぼ同時期の古代堆積物と見られるV層で湿地内から平面的に採取された試料の同定結果を

表2に示す。遺構堆積物 との比較のため、表1と 同一の分類群表記 となっている。 V層の上部にはTo―a

とみられる火山灰が レンズ状に堆積 している。穀類はわずかにキビとソバを出土 した。食用植物は

アサとサルナシ、マタタビのほかクワ属も1個 出土し、アサのほかは井戸内よりも出土数が多かった。

有用植物ではタラノキとニワ トコを出土 している。湿地部では、1個であるが流水に生育する浮葉植

物のヒルムシロ属を出土 した。湿生植物はホタルイ属やヤナギタデ、ウキヤガラなどを出土 したが、

出土個数はそれほど多 くない。また、わずかであるが木本の落葉広葉樹のホオノキ、カエデ属、ミツ

バウツギ、エゴノキが出土 し、周囲の微高地に生育 していたのではないかと考えられる。やや乾燥 し

た場所に生育する草本はカナムグラ、イヌコウジュ属、アカザ属、ヒユ属などを出土 したが、少量で

あった。

図1に は平安時代の井戸内堆積物 と湿地部で出上 した植物の特徴 を比較するために、各試料の出土

個数を基数として百分率で図示 した。出土個数が極端に少なかった試料はのぞき、出土個数50個以下

の試料には※印がついている。遺構では食用植物の比率がやや多い層 もあるが、特徴的に多いという

わけではない。湿生植物の比率が比較的高 く、日当たりの良い開けた場所に生育する草本と同程度の

比率を占めている。これは湿地内の井戸という立地条件に反映 しているのではないかと考えられる。

湿地部の平面試料では全体的に湿生植物の比率がかなり高 く、場所によって食用植物や有用植物が多

くなる地点がある。湿地内に丼戸があるために中島の住居との間に動線があることや、中島や周囲の

微高地からの流入水の影響とも考えられる。

析
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Ⅵ 分析

表 1 中嶋遺跡平安時代の遺構より出土した種実

遺構 S102

カマ ド

SK03SK03 SK03   SK03

木枠内

分類群名                                  出上部位＼層位  炭層  2層   10層   11層  砂層

穀類等

オオムギ

コムギ

アワ

キビ

アサ

ソバ

Holdeum v■ lgarc L

T� icllm aestivum L

Setaia italica Beauv

Panlcum miliaceum L

Cannabis sat� a L

炭化種子

炭化種子

穎

炭化種子

炭化種子

穎

種子

Fattowlum escIIlcnmm Moench               炭化種子

食用植物

クワ属

ブ ドウ属

マタタビ

サルナシ

アサ

キュウリ属メロン仲間

エゴマ

Iヽorus

Vltis

Acthidia polygalna(Sieb et zucc)Planch et Maxim

Acthidia arguta(Sieb et Zucc)PIm ex MIq

Callnabis satlva L

Cuculxus mdo L

Penlla fmtescens(L〕 BtthOn var fmtescens

種子

種子破片

種子

種子

種子

種子

果実

1

1

13

1

18

1

1

有用植物

モモ

タラノキ

とルムシロ属

スゲ属アゼスゲ節

ハリイ属

ウキヤガラ

ヒメホタルイ

ホタルイ属

コゴメガヤツリ

イシミカワ

タニソバ

ヤナギタデ

ボントクタデ

ツリフネソウ

セリ近似種

Prunus persica Bttsch

Aralia elata L

Potalnogeton

Carex sect Catex

Eleochans

Scttus au� atllis(To■ )A Gray

S Ineolams Franch et Savat

Scirpus

Cypemsiis L

Persical■ a perfoliata(L)H Gross

i nepalensis(Mdsれ )H Gross

ユhydrclpiper(L)Spach

ユpubescens(Blume)Hala

lmpatiens textori Miq

Cf Oena� he iaVanica DC

ll   ‐    ‐

4       -       ‐

1       -       
‐

_        _       4

1       1       4

11       -       ―

2       2       -

37       9       2

_        -       58

104      124       2

1       -       ―

22      385       -

核半分

内果皮

ニワトコ属       Sambucus                       内果皮

浮葉植物と湿生植物
内果皮破片

果実

果実

果実

果実

果実

果実

果実

果実

果実

果実

種子

果実

6

一
７

　
一
Ю

ｌ

落葉広葉樹

ホオノキ

カエデ属

ミツバウツギ

エゴノキ

Magnolla obovtta Thunb

Acer

Staphylea bumada(Thunb)DC

StWは laDOniCa Sieb et Zucc

種子

果実

種子

内果皮破片

日当たりの良い場所に生育する草本

エノコログサ属

カナムグラ

ギシギシ属

ネバリタデ近似種

サナエタデ近似種

アカザ属

ヒユ属

キジムシロ属

カタバ ミ属

エノキグサ

ヤブジラミ属

イヌコウジユ属

トウバナ属

メハジキ属

ナス属

コメナモ ミ

オナモミ

Setaria

Hこmulusjaponicus Sieb etZucc

Rumex

Persicana cf viscofera(M2kanO)H CЮ SS

i cf scabra(MOench)Mdd

Chenopodiutn

Amaranthlls

Po俺面■a

Oxalis

Acalypha aus傲工is L

Tonlis

Iヽosla

CIinopodium

LeonШ■s

Solanum

Siegcsb∝ kia oientalた L subsp glabrescens(Mな inO)Kitaln

Xan血�m stumaHum L

穎

種子

果実

果実

果実

種子

種子

核

種子

種子

果実

果実

果実

果実

種子

果実

総ほう

54      41

5       -

62      118

36       -

187      25

-       15

3       -

1       1

1       -

-       3

7       -

1       1

5       1

1       1

14±       17

(5)   7

24

一

‐９２

８

４３

1

2

1

その他

キンポウゲ亜属

マメ科

スミレ属

ヒメジソまたはシソ属

Ranunculus subgen Ranunculus

Leguminosae

卍iora

Mosla dlalahera(Hami■ 〕Maxim andlor Peilla

果実

炭化種子

刺状突起

種子

果実

17

1

3

1

134 37

不 明 U耐⑩σwn
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1 中嶋遺跡より出上した種実

表 2 中嶋遺跡V層 (古代 )よ り出土した種実

分類群名

地点

出土部位＼層位

阿
勤
Ｖ

ＩＢ
豹

Ｖ

ＩＢ
均

Ｖ

IB
li

V

ⅡB

lj

V

IB  IB
lk    2J
V    V

穀類等

オオムギ
コムギ

アワ

キビ

ソバ

クワ属

ブ ドウ属

マタタビ

サルナシ

アサ

キュウリ属メロン仲間

エゴマ

Holdeum vulgare L

Tddcum acsよ vum L

Setaria ltalica Beallv

Paniculn lmllaccllm L

CSClllCntum MoenclI

Iヽcrus

VItis

Actinidia polysalna(SICb Ct Zucc)PIanch ct Maxun

Actinidia ttuta(SiCb Ct Zucc)PInch cx Miq

Cannabis sat'va L

Cucumis melo L

Penlla frutes∝ns(L)B� ttOn var flutesccns

炭化種子

炭化種子

頴

炭化種子

炭化種子

穎

化種子

種子     ―

種子破片    ‐

種子     ―

種子     1
種子    4(18)
種子     ―

果実     ‐

2

1

6

有用植物

モモ

タラノキ

ニフ トコ属

Prunus pcrslca Batsch

Aralia elata L

Satnbucus

核半分     ―

内果皮     1 2

と湿生

ヒルムシロ属

スゲ属アゼスゲ節

ハリイ属

ウキヤガラ

ヒメホタルイ

ホタルイ属

コゴメガヤツリ

インミカワ

タニツバ

ヤナギタデ

ボントクタデ

ツリフネッウ

セリ近似種

Potamogeton

Carcx scct Carcx

El∞chans

Scupus auviaths(TOn)A CrayI

S hncolatus Flanch et Savat

ScIPus

Cyperus Ms L

Pcrsicana pcrollata(L)H CЮ ss

ユ nepalensis(MeISn)H cIOSS

ユhyttЮ plper(L)Spach

ユpubcsccns(BIllmCJ Hara

lmpatiens texto� MIq

Ci OenantheねvanにaDC

内果皮破片

果実

果実

果実

果実

果実

果実

果実

果実

果実

果実

種子

果実

1

2

7

90

1

24

l

l

38

落葉広葉樹

ホオノキ

カエデ属

ミツバウッギ

エゴノキ

Magnolia obovata Thunb

Acer

Staphyに a bumttda(Thunb)DC

StrttjapOnに a Sieb et Zu∝

種子

果実

種子

内果皮破片

日当たりの良い場所に生育する草本

エノコログサ属

カナムグラ

ギシギシ属

ネバリタデ近似種

サナエタデ近似種

アカザ属

ヒユ属

キジムシロ属

カタバ ミ属

エノキグサ

ヤブジラミ属

イヌコウジュ属

トウバナ属

メハジキ属

ナス属

コメナモ ミ

オナモミ

Sctana

Humulusjapo� cus Sieb ct Zucc

Rumex

Pcrdcana cF �scofcra(Mahl。 )H CJross

ユcf scabra(MOCnch)Mold

O睫nopodlum

Amaranthus

Poontilla

Oxalis

Acalypha australls L

Torllis

lvlosla

CIれopod�m
LctjnIIms

Solanum

Sにgesbeckla onentalis L subsp glabrescens(MaklnO)Kitam

Xanhium strlmanum L

穎

種子

果実

果実

果実

種子

種子

核

種子

種子

果実

果実

果実

果実

種子

果実

総ほう

1

2

5

2

その他

キンポウゲ亜属

マメ科

ス ミレ属

とメジツまたはシツ属

不明

Ranunculus subgen Ranunculus

Lcgllmlnosae

Wiola

Mosla dianthem(HaIIIIIt)MaXim and or penlla

U』眩Юwn

果実

炭化種子

刺状突起

種子

果実

表 3 中嶋遺跡Ⅳ層 (古代～中世 )よ り出土した種実

分類群名

地点

出上部位＼層位

IB
20k

Ⅳ

IB
lk

Ⅳ

ＥＢ

働

Ⅳ

穀類等

イネ

有用植物

Ovza satlva l

ニワ トコ属             飾obucus                         内果皮        1     -     ―

浮葉植物 と湿生植物

ヒメホタルイ

ホタルイ属

Scrpus lineolatlls Frmch et Swat 果実

穎破片        12

3

1

25
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Ⅵ 分析

SK03‐2層

SK03 10層

SK03‐ 11層

団⑩3‐砂層

ⅡB鶏

ⅡBl,

IBli

IB20i

IB19,

古代 V層湿地部

A:穀類等、B:食用植物、Ci有用植物、D:浮葉植物と湿生植物、E:落葉広葉樹、

F:日 当た りの良い場所に生育ナる草本、G:その他

図1 平安時代の遺構 と湿地部から出土した種実の特徴比較

表3に は湿地部の古代～中世とみられるⅣ層から出上 した種実を示 した。イネの穎、わずかにニワ

トコ属と湿性植物のホタルイ属を出土 したのみであった。

平安時代の竃からは食用植物等を出上 しなかったが、井戸内堆積物からは利用後 とみられるアサと、

少量であるが穀類のオオムギ、コムギ、アワ、キビのほか、モモ、メロン仲間、エゴマなども出土 し

た。遺構外からはソバ、キビも出土 したため、穀類は雑穀を頻繁に利用 し、アサ、エゴマも周辺で栽

培 していたと考えられる。花巻市の高木中館遺跡では6住居の試料を検討 しているが、竃部分よりも

床面に種実が多 く出土する傾向にあり、イネ、オオムギ、コムギ、アワ、キビ近似種、ヒエを出土 し

てお り、オオムギの比率が最も高 く、ヒエ、アワの雑穀はイネと同程度の出上があった。今回ソバ も

出土 したことで、穀類6種類にくわえてソバ も利用 していたことが明らかになった。湿地部には周囲

の生業域から水の流入や人の往来があったため、キビ、ソバ、アサなどの利用植物を少量出土するが、

基本的には湿生植物種実がかなりの比率を占め、これらが繁茂 していたと考えられる。さらにこの湿

地周囲にはニワ トコやタラノキが、微高地にはホオノキやカエデ属などの落葉広葉樹が生育していた

と考えられる。

b.中世の大沼の環境と近世の同定結果

湿地部のⅢ層堆積物の平面採取試料の同定結果を表4に 示す。穀類はイネ、オオムギ、アワ、 ヒエ

を出土 したがいずれも少量で、食用植物 もエゴマ、マタタビなどごくわずかであった。有用植物では

利用後と見られる炭化 したサクラ節の核を出上 した。Ⅲ層では流水に生育するコバノヒルムシロ、や

や水深のある湿地に生育するミクリ属を出上 し、ほかにも抽水植物のヘラオモダカ、イボクサを出土

した。また、ヒメホタルイ、ホタルイ属、ウキヤガラはほとんどの地点で出土 し、ハリイ属 も多 くの

平安時代の井戸内堆積物

A  II BIIモ孝キ!ド
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中嶋遺跡より出土 した種実

表 4 中嶋遺跡Ⅲ層 (中世 ?)よ り出上 した種実

地 点

炭化胚乳

炭化種子

炭化種子

炭化種子

IB IB
l質  17g

IB IB
18f 18g

IB IB
19」  20J

IB IB
20k    li

IB IB
lk   均

IB
IJ

イネ

オオムギ

アワ

ヒエ

Owza sat�a L

Holdeum vulgare L

Scta� a ialica Beauv

Echino3hiOa utihs Ohwi ct Yabuno

1

3

1

食用植物

ブドウ属

マタタビ

エゴマ

WItis                   種子破片

Acuniha po,galna(Stb Ct Zucc)Hanch ct Maxim   種子

Pcn‖ a fruosccns(L)B� tton var frutescens    果実

有用植物

サクラ節

タラノキ

ウド

Prunus sect Pseudocerasus

Aralia clata L

Aralla cordata Thunb

炭化核

内果皮

内果皮

浮葉植物と湿生植物

ミクリ属
ヘラオモダカ

オモダカ科
コバノとルムシロ

イボクサ

ハリイ属

ウキヤガラ

ヒメホタルイ

ホタルイ属

イシミカワ

タニソバ

ヤナギタデ

セリ近似種

SParganium

Alisma canaliculamm A Br et Bollche

Alismataceae

Potalaogeton cistatus Regel et Maack

Murdan� a kclsak(Hassk)Halld― Mazz

Eleocharls

Scttus lu�江�s(To■)A Ctty

S lin∞ lams Franch et Savat

Scirpus

Persicana perohata(L)H CroSS

E ncpalensis(MeiSn)H Gross

E hydЮPiper(L)Spach

CF Oenanhe iavanica DC

内果皮

果実

檀子

内呆皮

種子

果実

果実

果実

果実

果実

果実

果実

果実

1  -

-  2

-  1

-  2
-  2
11  3
48    8

98    432

107   640

1    -

7    17

1    -

1  -

2  -

15  1
1  7
382 8
420   72

3    -7

7

24

62

92

3

38

55

59

8

1

53

50

115

1

3

2

19

32

落葉広葉樹

イヌシデ

ホオノキ

Calpinus tschonosk�  Ma�m
、ragnolia obovata Thunb

果実

種子

日当た,の良い場所に生育する0本

エ ノ コロ グサ 属

カナムグラ

ネバリタデ近似種

アカザ属
エノキグサ

イヌコウジユ属

メハジキ属

ナス属

その他
ユリ科

ヒメジソまたはシッ属

Sctana

Humulusjaponに us Sttb ct Zllcc

Pcrsicana cf �scofera(Maklno)H C10SS

Chenopodium

Acalypha austalis L

Mosia

Lcoalurus

Solanum

穎

種子

果実

種子

種子

果実

果実

種子

l

3

2

2

L�iaccac                  種子

Moda dianthera rHatant】 Maxim alld/or Pcttlla   果実 10

ⅡB2i

ⅡBlk

ⅡBlj

ⅡBli

IB20k

IB20i

IB19i

IB18g

IB18f

IB17g

IB17f

A:穀 類等、B:食 用植物、C:有 用植物、D:浮 棄植物と湿生植物、E:落 葉広葉樹、

F:日 当た りの良い場所に生育する草本、G:そ の他

図2 中世Ⅲ層より出土 した種実の特徴
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Ⅵ 分析

地点で出土することから湿地内にこれらの植物が繁茂 していたと考えられる。落葉広葉樹はわずかで

はあるがイヌシデとホオノキを出上 し、ホオノキは古代でも2地点で出土 していることから当時周囲

の微高地に比較的多 く生育 していた可能性がある。 日当たりの良い場所に生育する草本はアカザ属、

エノキグサ、イヌコウジュ属などを出土するが少量である。

図2に Ⅲ層平面試料より出上 した種実を特徴別に百分率で図示 した。いずれの地点でも湿生草本が

優占していることがわかる。古代で出上 していた穀類や食用植物の個数はそれほど減少 していないが

湿生植物の種実個数が激増 している。また、古代では半分程度出上 していた乾生植物がほとんど出土

しなくなり、湿生植物の中にミクリ       表5 中嶋遺跡Ⅱ層(近世)よ り出上した種実

属やヘラオモダカなどのやや水深が

ある場所に生育する種類が出現する

ことから、湿地内の水域が広がった

可能性がある。

表5に は近世より出土した種実を

示 した。穀類や食用植物は出土せず、

湿地に生育するホタルイ属やヤナギ

タデ、やや乾燥 した場所に生育するイ

Persicaria hvdropiper(L〕 Spach     果実

日当たりの良い場所に生育する草本
エノキグサ          Acalypha austrdis L
イヌコウジユ属        MOsla              果実

種子

分類群名

地点

出上部位＼層位

‐ Ｂ

‐８ｇ

Ｉ

浮葉植物と湿生植物

スゲ属アゼスゲ節

ホタルイ属
コゴメガヤツリ

ヤナギタデ

Carex sect Cttx

Scirpus

Cypcrus iris L

果実

呆実

果実

ヌコウジュ属などをわずかに出土した。

(3)特筆すべ き大型植物化石の形態記載

マタタビとサルナシ :いずれもマタタビ属の蔓植物であり、種子は精円形で一端に突出したへそが

あり全面に網目がある点で区別がつきにくい。マタタビはへそがやや斜めに着く種子が多いのに対し、

サルナシはほぼ中央に着き、マタタビの網目は平面に穴があいているように見えるのに対し、サルナ

ンは細い網目の中がへこんでいるように見える。

ヘラオモダカ:果実は扁平な楕円形で基部が尖っており、スポンジ状で背面から見ると溝が1本ある。

オモダカ科としたものは、中にあるチューブ状の種子のみのため他種との区別がつかない。

コバノヒルムシロ :内果皮は卵形で上端につのの様な突起があり、ヒルムシロ属の中でコバノヒルム

シロは背面に竜骨状の突起がある。

イヌコウジュ属とシソ属 :イ ヌコウジュ属とシソ属はいずれも球形で基部がやや唇状に突出し全面

に粗い網目がある点で区別がつきにくい。シソ属のうちエゴマは高さが2-2.2ミ リメートルとやや大き

い果実が多く、基部の平坦面が大きく、網目内部が少しえぐれたようにへこんでいる。イヌコウジュ

属のヒメジソと、栽培のシソを含むエゴマ以外のシソ属は果実が球形で糸を貼り付けたような細い網

目でへこみがない。ヒメジソ以外のイヌコウジユ属は1-1.5ミ リメートル前後と小さく、顕著にへこん

だ網目模様で、基部の平坦面がほとんどない。

― H5-



1 中嶋遺跡より出土した種実

スケールlmm

一  13,5‐ 3,13

-―……………  1,2,9‐ 10,12,14,17,18

15,16,19

図版 1 中嶋遺跡 よ り出上 した種実 (1)

1.イ ヌシデ、果実 (Ⅲ層一Ⅱ Bll)2.ク フ属、種子 (V層―ⅡB2i)3.ホ オノキ、種子 (V層
一Ⅱ B2i)4。モモ、核 (SK03‐■層)5,サクラ節、核 (Ⅲ層一I B20i)6。 カエデ属、果実 (V
層―ⅡB2i)7.ミ ンバウツギ、種子 (V層一ⅡB2i)8。 ノブ ドウ、種子 (V層―ⅡB2i)9.マ タ
タビ、種子 (Ⅲ層一I B180 10.サルナシ、種子 (SK03-木枠砂層)11.タ ラノキ、内果皮

(V層一ⅡB2i)12.ニ フ トコ属、内果皮 (V層一ⅡB2i)13.エ ゴノキ、内果皮破片 (V層
一ⅡB2i)14.ミ クリ属、内果皮 (Ⅲ層―I B170 15。 ヘラオモダカ、果実 (Ⅲ層―I Bli)
16。オモダカ科、種子 (Ⅲ層一Ⅱ Bli)17.コバノヒルムシロ、内果皮 (Ⅲ層一I B20i)18.
ユ リ科、種子 (Ⅲ層―I B20i)19.イ ボクサ、種子 (Ⅲ層―I B19i)

賀
色
コ
Ч
「

々

０

・　
　
　
　
　
諄

１一

１１

分析第 1図
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35

~ス
ケールlmm(33‐ 35を のぞく

図版 2中 鳴遺跡 よ り出土 した種 実 (2)

20.イ ネ、炭化胚乳 (Ⅲ層一I B19i)21.オオムギ、炭化種子 (Ⅲ層―I B170 22.コ ムギ、炭化種

子 (SK03‐ 2層 )23.ア ワ、穎果 (SK03‐本枠砂層)24.ア フ、炭化種子 (SK03‐ 10層 )25。キビ、

穎果 (V層―I B19i)26.キ ビ、炭化種子 (SK03‐ 10層 )27.ヒ エ、炭化種子 (Ⅲ層―I B170 28.
ヒメホタルイ、果実 (Ⅲ層―I B189 29.ア ゼスゲ節、果実 (SK03‐ 10層 )30.ウ キヤガラ、果実

(Ⅲ層―I B170 31.ハ ヅイ属、果実 (Ⅲ層―I B19i)32.コ ゴメガヤツリ、果実 (V層―Ⅱ Bli)

33.ホ タルイ属、果実 (V層―ⅡB■)34.カ ナムグラ、種子 (V層―Ⅱ Bli)35.アサ、種子 (SK03
‐木枠砂層)36,ノバ、炭化種子 (V層―ⅡB2i)37.ギ シギシ属、果実 (SK03‐ 10層)38.イ シミカ

ワ、果実 (SK03‐ 10層 )39,タ ニツバ、果実 (SK03‐ 10層 )40。ネバ リタデ近似種、果実 (SK03
‐10層 )41.サ ナエタデ近似種、果実 (SK03‐ 10層 )42.ヤナギタデ、果実 (Ⅲ層―I B170 43.ボ ン

トクタデ、果実 (SK03‐ 10層 )

34,35 1mm

2

3移

lmm

分析第 2図
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1 中嶋遺跡より出土した種実

スケールlmm
――- 48,50,65

- 46,49,54‐
57,64,66

(上記以外)

図版3中 嶋遺跡 より出土 した種実(3)

44.ア カザ属、種子 (V層―Ⅱ Bli)45.ヒ ユ属、種子 (SK03‐ ■層)46.キンポウゲ亜属、

果実 (SK03‐ 10層)47.キ ジムシロ属、核 (SK03‐ 10層)48.マメ科、刺状突起 (SK03
‐10層)49.マ メ科、種子 (SK03‐ 10層 )50。 メロン仲間、種子 (SK03木枠砂層)51.カ
タバミ属、種子 (SK03‐ 10層 )52.ス ミレ属、種子 (SK03‐ 10層)53.エノキグサ、種子

541ヤ ブジラミ属、果実 (SK03‐ 11層 )55.ツ リフネノウ、種子 (SK03‐ 10層 )56。 ウド、

内果皮57.セ リ近似種、果実 (SK03‐ 10層 )58.エ ゴマ、果実
59.ヒ メジゾまたはシゾ属、果実 (Ⅲ層一I B20i)60.ト ウバナ属、果実 (SK03-10層 )

61.イ ヌコウジュ属、果実 (V層―Ⅱ Bli)62.メ ハジキ属、果実 (V層―Ⅱ Bll)63.ナ ス

属、種子 (SK03‐ 10層)64.コ メナモミ、果実 (SK03‐ 10層)65,オナモミ、総ほう

(SK03‐ 11層)66.不明 (SK03‐ 11層 )

分析第 3図
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Ⅵ 分析

2 中嶋遺跡 より出土 した加工材 の樹種

吉川 純子 (古代の森研究舎)

(1)は  じ め に

中嶋遺跡は花巻市東和町の古代の遺跡である。当時の木材利用を調査するため井戸構築材16点、加工

材11′点、木製品3点の樹種同定を行った。加工材からは、剃刀で横断面、放射断面、接線断面の3方向の

切片を採取し、封入剤ガムクロラールでプレパラートを作成し、生物顕微鏡で観察 。同定をおこなった。

2.同定結果と考察

出上した加工材の同定結果を表1に示し、用途別樹種集計を記 にまとめた。全30試料でもっとも出土

数が多かったのはケヤキで11点、次いでヤナギ属とコナラ節は3点ずつ、スギ、カエデ属、 トネリコ属が

2点ずつ、イヌシデ節、クリ、ヤマグワ、 トチノキ、シナノキ属、ミズキはそれぞれ1点であった。

木製品のうち曲げ物2点はスギ、鉢はケヤキを用いていた。針葉樹は殺菌性物質を持つため保存用の食品

器具などに用いられることが多く、曲げ物の出現とともにスギは東北の8世紀以降の食品容器の樹種確認

数では上位を占めている (山 田1993)。 江刺市の落合Ⅲ遺跡、北上市下谷地B遺跡などでもスギの曲げ物

が出上しており、平安時代の曲げ物材として一般的だったと考えられる。ケヤキは、東北では8世紀以降

挽物・到物の上位を占め、漆器にも多く使われている (山田1993)。

井戸内から出上した加工材のうち7点は棒状で、そのうち1点は先端が炭化していた。これは抗などによ

く使われる処理法で、ほかの6点 も杭ではないかと考えられる。棒はヤナギ属3点、コナラ節2点 とトネリ

コ属、カエデ属であつた。このうちヤナギ属とトネリコ属は湿地内にも生育できる種類があり、コナラ節、

表 1 中嶋遺跡 SK03井戸出土加工材と木製品の樹種  表 2用途別樹種

試料春;(仮春;〕 種類 分類群

ミー028 曲げ物側板破片 ス ギ

平026 曲げ物蓋板片面黒漆塗り ス ギ

R-027 木鉢底部分 ケヤキ

W001 加工棒先端炭化 トネリコ属

W002 加工棒 ヤナギ属

W004 加工 棒 コナラ節

W013 加工棒 ヤナギ属

Wi014 加工棒 コナラ節

W1019 加工 棒 カエデ属

w生o29 加工棒 ヤナギ属

報-003 木 片 、井 戸穏 築 材 の一 部 ? トチノキ

w生005 木片、井戸構築材の一部 ? カエデ属
-ヽ012 木片、井戸構築材の一部 ? ク リ

ミー017 木片、井戸構築材の一部 ? イヌシデ節

F 井 戸 杭 九 木 ヤマグワ

G 井戸杭丸木樹皮つき トネリコ属

内枠 井戸粋内狽J(九木 くりぬ き ) ケヤキ

A 井戸 枠 外 俣」 ケヤキ

井戸枠外側 ケヤキ

井 戸枠 外 狽1 シナノキ属

D 井戸枠外側 ケヤキ

R ■ 言 経 猟 4g コナラ師

C 井戸枠外側 ケヤキ

井戸枠外狽」 ケヤキ

井戸枠外側 ミスキ

H 井戸枠 外 側 ケヤキ

I 井戸枠 外 側 コナ ラ節

K 井戸枠 外 側 ケヤキ

M 井戸枠 外 側 ケヤキ

N 井戸粋外側 ケヤキ

曲 げ物 鉢 軽 井 戸 枠 木片

ス ギ 2

ヤナギ属 3

イヌシデ節 l

ク リ l

コナ ラ節 2

ケヤキ 1

ヤマグワ 1

カエデ属 1 l

トテノキ l

シナノキ属 ユ

ミズキ

トネリコ属 1 l

カエデ属は湿地周囲の高まりに生育することが多い

ため、いずれも周辺から調達されたと考えられる。井

戸構築材の一部ではないかとされる木片4点 は、クリ、

カエデ属、イヌシデ節、 トチノキであった。このうち

クリ、カエデ属、イヌシデ節は井戸構築材として利用

されると思われるが、 トチノキはもろいため土木材と

して用いた例はほとんどない。ただし、宮城県山王遺

跡で木組遺構に用いられた例があり、井戸材として用

いた可能性も否定できない。

井戸構築材は全16点で、井戸杭2点、井戸枠14点であ

る。井戸枠14点のうち10点はケヤキ、2点はコナラ節でほかにミズキとシナノキ属が使われていた。井戸

杭にはヤマグワとトネリコ属が使われていた。井戸枠は周辺の大径木を調達 したとみられ、ケヤキ、コ

ナラ節などが多 く使われる傾向にあり、これにシナノキ属、ミズキといつた樹種を用いている。シナノ
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2 中嶋遺跡より出土した加工材の樹種

キ属、ミズキは水湿の耐久性は低いとされ、土木材に用いられる例は少ない。特にシナノキ属は山地か

ら渓流沿いまで広 く分布 しており、渓流沿いでは高木となるが遺跡から土木材として出土することはほ

とんどない。

3.出土した分類群の木材解剖学的記載

スギ(Cryptomeriajaponicacimnl.)D.Don):早 材から晩材への移行は急で晩材部が厚い。分野壁孔はスギ型で

横に長い楕円形となり、1分野に2～ 34回 ある。

ヤナギ属(SaliX):年 輪内に小さな管孔が単独ないし2β個放射方向に複合 して均―に分布する散孔材で、晩

材部で管孔力Ⅵ さヽくなる。放射組織は単列で異性である。

イヌシデ節carpinus sect.Eucaeinus):小 さい管孔が単独ないし3川回放射方向に複合 し配列する放射孔材。

道管の穿孔は単一でまれに階段穿孔がある。放射組織は同性で餅田胞幅くらいのものと集合放射組織があ

る。

クリ(C�anea crenata Sieb.鋭 Zucc.)年輪のはじめに大きな道管力認-3列 集合し、その後径が急減して火炎状に

小管孔が配列する環孔材。道管の穿孔板は単一で放射組織は単列で同性である。

コナラ属コナラ節(QuerCus sect,PrinLIS)年 輪のはじめに大きな道管力罷-3列集合し、その後径が急減して波状

に小管孔が配列する環孔材。道管の穿孔板は単一で放射組織は同性で単列と広放射組織があり、横断面

で広放射組織が目立つ。

ケヤキlZekOva s朗胞 (Thullb)MakinO):年 輪はじめにやや大きい道管が1～ 2列配列 し、月ヽ道管が斜めから

接線状に配列する環孔材。穿孔板は単一で小道管にはらせん肥厚がある。放射組織は異性であまり滑ら

かでない紡錘形で、端に結晶細胞があることが多い。

ヤマグワ側 OruS australis酌め中型の道管が放射方向ないし斜めに2個複合し、径を減 じて小道管が塊状に複

合 し斜めに配列する環孔材。穿孔板は単一で小道管にらせん肥厚がある。放射組織は異性で4、 5ネⅢ胞幅

の紡錘形。

カエデ属cAcerl小 型の管孔が単独ないし数個複合して説在する散孔材。木繊維の壁厚の違いによりしばし

ば横断面で波状模様を呈する。管孔内にはらせん肥厚があり、単穿孔、放射組織は同性で4-5細胞幅である。

トチノキlAesculus mbinata BIulne):小 道管が単独ないし数個放射方向に複合し配列する散孔材。晩材部で

径があまり小さくならない。放射組織は同性で単列、写真図版のように接線断面で放射組織が並ぶこと

が多く、肉眼で見ると波状の美しい木目となる。

シナノキ属Tilio:小型の角張った管孔が単独ないし数個不規則に複合し均―に分布する散孔材。道管に

は着色物質が見られ、単穿孔でらせん肥厚がある。放射組織は同性、1-3列 位の角張った矢尻型。シナノ

キ属は保存耐久性が低いとされ、土木材にはほとんど用いられず、内樹皮を織物や和紙に用いる。

ミズキ(COmus cOntroversa Henlsley):ガ さヽい管孔が単独ないし2β個放射方向に複合して談在する散孔材。本

遺跡で出上した材は年輪数が多い大径木のようで、成長が悪 く年輪内の管孔密度が高 くなっている。道

管の穿孔板は段数の多い階段穿孔。放射組織は異性で紡錘形。

トネリコ属oraxinus)年輪はじめに大きい道管が数列、単独ないし数個複合 して分布し、その後急に径を

減 じて壁が厚 く小さい管孔が単独ないし放射方向に数イ回複合 して配列する環孔材。道管の穿孔は単一、

放射組織は同性で1-餅Ⅲ胞幅である。

引用文献

山田昌久。1993.日 本列島における木質遺物出土遺跡文献集成―用材から見た人間・植物関係史.植生史研究特別第1号.植生史

研究会.1-244.
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~~~ lT         ~2C

5C ~5R ~5T -6C

図版 1中嶋遺跡 出土加工材の顕微鏡写真 (1)

1.ス ギ (曲 げ物蓋板W26)2.ヤ ナギ属働日工棒W13)3.イ ヌシデ節 (木片W17)4.ク リ

(木片W12)5,コ ナラ節 (井戸枠外側b)6.ケヤキ (井戸枠外側c)

C:横断面,R:放射断面,T:接線断面、スケールは0.llllm

Ⅵ 分析

一
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，
主

-121-



2 中嶋遺跡より出土した加工材の樹種

10R ~~10T ~1lC ~1lR

図版2 中嶋遺跡出土加工材の顕微鏡写真 (2)

6.ケ ヤキ(井戸枠外側c)7.ヤマグワ(井戸杭卜2)8.カ エデ属 (木片W5)9。 トチノキ

(木片W3)10.シナノキ(井戸枠外側j)11.ミ ズキ(井戸枠外側e2)
Ci横断面,R:放射断面,T:接線断面、スケールは0.lllm
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1lT        ~ 12C         - 12R        ~

図版3中嶋遺跡 出土加工材の顕微鏡写真 (3)

■.ミ ズキ (井戸枠外側e2)12.ト ネ リコ属 (井戸杭g)

C:横断面,R:放射断面,T:接線断面、スケールは0。 lalm

12T

Ⅵ 分析
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3 AMS測 定

(株)加速器分析研究所
(1)遺 跡 の 位 置

中嶋遺跡は、岩手県花巻市東和町 (北緯39° 22′ 45″、東経141° 13′ 16〃 )に所在する。

(2)測 定 の 意 義

遺構の年代を明らかにするとともに、井戸枠構築材の転用の有無を判断するための根拠とする。

(3)測 定 対 象 試 料

測 定 対 象 試 料 は、 SK01炭化 物 層 か ら出 上 した炭 化 物 (1:IAAA‐ 72359)、 SK03井戸 枠 内 側 か ら出

上 した 木 片 (① :IAAA‐72360)、 SK03井戸 枠 外 側 か ら出 上 した 木 片 4点 (A IIAAA‐ 72361、 IIIAAA‐

72362、 J:IAAA‐ 72363、 K:IAAA-72364)、 合 計 6点であ る。

(4)化 学 処 理 工 程

1)メ ス・ ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取 り除く。

2)AAA(Acid Aktti Acid)処理。酸処理、アルカリ処理、酸処理により内面的な不純物を取 り除く。

最初の酸処理ではlNの塩酸 (80℃)を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希釈

する。アルカリ処理では0.001～ lNの水酸化ナ トリウム水溶演 (80℃ )を用いて数時間処理する。そ

の後、超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理ではlNの塩酸 (80℃)を用いて数時間処理し

た後、超純水で中性になるまで希釈 し、90℃で乾燥する。希釈の際には、遠心分離機を使用する。

3)試料を酸化銅lgと 共に石英管に詰め、真空下で封 じ切 り、500℃で30分、850℃で2時間加熱する。

4)液体窒素とエタノール・ ドライアイスの温度差を利用 し、真空ラインで二酸化炭素 (C02)を 精

製する。

5)精製した二酸化炭素から鉄を触媒としてえ素のみを抽出 (水素で遠元)し、グラフアイ トを作製

する。

6)グ ラフアイ トを内径1■mの カソー ドにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、加速

器に装着し測定する。

(5)測 定 方 法

測定機器は、3MVタ ンデム加速器をベースとした14C―AMS専用装置 (NEC Penetron 9SDH-2)を 使用

する。測定では、米国国立標準局 (NIST)か ら提供されたシュウ酸 (HOxⅡ )を標準試料とする。こ

の標準試料 とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。また、加速器により13C112Cの 測定も

同時に行う。

(6)算  出 方 法

1)年代値の算出には、Libbyの 半減期5568年 を使用 した。

2)14C年代 (Libby Age:yrBP)イよ、過去の大気中14C濃度が一定であったと仮定 して測定され、1950

年を基準年 (OyrBP)と して遡る年代である。この値は、δ13Cに よって補正された値である。

3)付記 した誤差は、複数回の測定値についてχ2検定が行われ、測定値が1つの母集団とみなせる場

合には測定値の統計誤差から求めた値、みなせない場合には標準誤差から求めた値が用いられる。

4)δ 13Cの値は、通常は質量分析計を用いて測定されるが、AMS測定の場合に同時に測定されるδ

13Cの値を用いることもある。 δ13C補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載する。

同位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差 (%。 ;パーミル)で表した。

δ14C=[(14AS-14AR)/14AR]× 1000  (1)
δ13C=[(13AS― -13APDB)/13APDB]× 1000 (2)
ここで、14AS:試料炭素の14C濃度 :(14C/12C)Sま たは(14C/13C)S
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Ⅵ 分析

14AR:標準現代炭素の14C濃度 :(14C/12C)Rま たは(14C/13C)R

δ13Cは、質量分析計 を用いて試料炭素の13C濃度 (13AS=13C/12C)を 測定 し、PDB(白亜紀のベ レ

ムナイ ト類の化石)の値 を基準 として、それか らのずれを計算 した。但 し、加速器により測定中に同

時に13C/12Cを 測定 し、標準試料の測定値 との比較か ら算出 した δ13Cを 用いることもある。 この場合

には表中に (加速器)と 注記する。

5)△ 14Cは、試料炭素が δ13C=-25,0(%0)で あるとした ときの14C濃度 (14AN)に 換算 した上 で

計算 した値である。 (1)式の14C濃度を、 δ13Cの測定値 をもとに次式の ように換算する。

14AN=14AS× (0.975/(1+δ 13C/1000))2(14ASと して14C/12Cを 使用す るとき)

または

=14AS× (0.975/(1+δ 13C/1000))(14ASと して14C/13Cを 使用するとき)

△14C=[(14AN-14AR)/14AR]× 1000(%o)

6)pMC(percent Modem Carbon)は 、現代炭素 に対す る試料炭素の14C濃度の割合 を示す表記であ り、

△14Cと の関係は次のようになる。

△14c=(pMC/100-1)× 1000(%0)

pMC=△ 14C/10+100(%)
国際的な取り決めにより、この△14CあるいはpMCに より、14C年代が次のように計算される。

T=-8033× h[(△ 14c/1000)+1]

=-8033× In(pMC/100)
7)14C年代値と誤差は,1桁目を四捨五入して10年単位で表示される。

8)暦年較正年代とは、年代が既知の試料の14C濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過去

の14c濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代の計算では、IntcЛ04データ

ベース (Reimer et証 2004)を 用い、OxC』v3.10較正プログラム (Bronk Ransey1995 BЮ nk Ransey 2001

BЮnk Ralnsey,van der Plich and Weninger2001)を 使用した。暦年較正年代は、14c年代に対応する較正

曲線上の暦年代範囲であり、1標準偏差 (lσ =68.2%)あ るいは2標準偏差 (2σ =95.4%)で 表示される。

暦年較正プログラムに入力される値は、下一桁を四捨五入しない14C年代値である。

(7)測 定 結 果

14C年代は、SK01炭化物層から出上した炭化物 (1:IAAA中 72359)が 1430± 30yrBP、 SK03井戸枠内側か

ら出上した木片 (① :IAAA-72360)が 1330± 30yrBP、 SK03井戸枠外側から出土した木片4点が1250±

30yrBP(A:IAAA-72361)、 1230± 30yrBP(IIIAAA-72362)、 1320± 30yrBP(J:IAAA-72363)、 1300±

30yIBP(K:IAAA-72364)で ある。

暦年較正年代 (lσ =68.2%)は 、とが605～ 650AD、 ① が650～ 700AD(57.2%)。 750～ 770AD(11.0%)、

Aが680´ヤ780AD(60.8%)。 790´ヤ 810AD(7.4%)、 Iが710´ヤ750AD(16.3%)・ 760″ヤ 870AD(51,9%)、  Jが650

～ 700AD(53.3%)・ 740～ 770AD(14.9%)、 Kが665～ 715AD(46.2%)。 745～ 770AD(22.09/9)で ある。

試料の炭素含有率は、60°/。 前後であ り、化学処理お よび測定内容 にも問題が無いことか ら、妥当な年

代 と考えられる。
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3 AMS測 定

IAA Code No 料試 3P年代および炭素の同位体比

■
'∩

7n_1

IAAA 72359 試料採取場所 :         中嶋遺跡 (岩手県花巻市東和町)

試料形態 :          炭化物

武料名 r番号):        1

Libby Agc(yrBP)      :   1430±   31

δ BC(%。 )、 (加速器)  三  _26ユ ±  0息

△ 14c(%。)         =  -1627±   31

nMρ  ro/A、                三     RR 7R+   03

(参考)         δ BCの補正無し

δ
14c(%。)         =  -1654±   21

pMC(%)         =   8346±   0参

Aoβ rvlR'ゝ              :    14鮒 +    3(

IAAA-72360

■9∩7n_9

試料採取場所 :         中嶋遺跡 (岩手県花巻市東和町)

試料形態 :           木片

載料名 r番号Ⅲ:        ①

Libby Agc(yrBP)      :   1,330±   訊

δ
ユ
℃ (%。 )、 (加速器)  =  -2776±  0&

△
ユ4c(%。)        =  -1523±   3正

nMr ro/nⅢ               =    R477-■    0∩

(参考 )         δ13cの
補正無し

δ
14c(%。)        =  -1571±   21

PMC(%)         =   8429±   02

A σF● rVrRp、                :     ]R70-■     3(

IAAA-72361

と9∩7n_食

試料採取場所 :         中嶋遺跡 (岩手県花巻市東和町)

武料形態 :           木片

武舟え r番号Ⅲ:        A

Libby Agc(ylBP)      :   1,250±    31

δ
13c(%。

)、 (カロ速器)  =  -2964±  Oα

△
14c(%。 )        =  -1437±   3X

nMρ  ro/A、               =    R5合 R―■   OR!

(参考)         δ ECの補正無し

δ
14c(%。 )         =  -1518±   3,

PMC(%)         =   8482±   03ウ

gヽe(vrBP)             :    1.320±     3(

IAAA-72362

■舅37n_4

試料採取場所 :         中嶋遺跡 (岩手県花巻市東和町)

試料形態 :           木片

哉漑 Я r番昇 Ⅲ :        T

Libby Age(yrBP)      :   1,230±   3(

δ
13c(%。

)、 (力口速器)  =  -2786±  052

△
14c(%。)        =  -1418±   3〔

nMρ r隊 尚              =    Rら Rタ ート   ∩評

(参考)         δ BCの補正無し

δ HC(%。)       =  -1468±   31

pMC(%)         =   8532±   Oa

ダヽe rvrRP)              :    1280=L    3(

r'∩ 7∩ _民

IAAA-72363 試料採取場所 :         中嶋遺跡 (岩手県花巻市東和町)

試料形態 :           木片

イ料 夕 r悉丹 ゝ :         r

とibby Age(yrBP)      :   1,320±   叡

δ BC(%。 )、 (加速器)  =  -2802±  Oα

△
14c(%。)        三  _1517±   31

nMc ro/n)          =   B483±   Oa

(参考)         δ BCの補正無し

δ
14c(%。)        =  -1569±   21

PMC(%)       =  8431±  0必

αヽ£rvrRPⅢ              :    1370±     3(
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IAAA-72364 中嶋遺跡 (岩手県花巻市東和町)

木片

ここに記載するLibby Age(年代値)と 誤差は下 1桁を丸めない値です。

Age(yrBP)

δ 13c (%。 )、 (カロ速器)

△
14c (%。

)

Ⅵ 分析

1300±

-2738±   07

-1494±

δ
14c(%。 )         =  -1536±

PMc(%)         三   8464±(参考)         δ BCの補正無し

参考資料 :暦年較正用年代

IAA Code No. 試料番号 (仮番号) Libby Agc (yrBP) 出土地点 掲載番号

IAAA-72359 1 1426    ±   29 SK01 2層 (炭化物)

IAAA-72360 ① 1327    ±   29 SK03 井戸内枠 内枠

IAAA-72361 A 1246    ±   32 SK03 井戸クト枠

IAAA-72362 I 1228 + SK03 井戸クト枠

IAAA-72363
つ
０

十
一

29 SK03 井戸外枠 42

IAAA-72364 K 1300     ±    30 SK03 井戸外枠 44
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3 AMS測定
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Ⅵ 分析

4 出 土 漆 の 分 析

1 は じ め に

中嶋遺跡は岩手県花巻市に所在する。東北横断自動車道釜石秋田線の道路建設に伴う緊急発掘調査

によって、平安時代の住居跡、土坑跡、滞跡、および井戸跡が検出された。土坑跡、溝跡、および井

戸跡は調査区北東側の湿地において確認され、井戸跡からは平安時代に比定される「杯」と漆器が出

上した1)。

平安時代の漆器については出土例も乏しく、製作技法、とりわけ漆器の安定的製作に不可欠な下地

調製技法については不明な点が多々みられる。漆器の普及に重要な役割を果たしたと推定される下地

調製技法の一端を解明することを目的として、中嶋遺跡出土漆器の塗膜断面構造解析を実施した。以

下に調査結果を報告する。

2調 査 資 料

調査資料は表 1、 および図 1・ 2に示す 2資料である。Nol(W026)お よびNo.2(W027)と もに皿の一

部で、No.1の表面には黒褐色から茶褐色、No.2の表面には黒色の塗膜が残存している。

3 調査試料の摘出

調査試料には保存処理の過程で摘出した塗膜片を用いた。試料の採取は資料の外観形状を損なうこ

とのないよう細心の注意を払いながら医療用メスを使って行い、試料摘出部位は保存処理の過程で4妖

復した。摘出した微小塗膜を乾燥後 2分し一方は組織観察に、もう一方は赤外分光分析に供した。

4調 査 方 法

組織観察用試料は塗膜断面が観察面となるようエポキシ樹脂に埋め込み、エメリー紙およびダイヤ

モンドペーストを使って研磨した。研磨面を検鏡後、No.1については上塗層および下地構成鉱物相を、

No.2に ついては上塗層を、エレクトロン・プローブ・マイクロアナライザー(EPMA)で 分析した。摘

出したもう一方の試料はメノー乳鉢で粉砕し、KBr錠剤にした後、赤外分光分析に供した。

5調 査 結 果

5-l No.1お よつ鴻o.2の 塗膜断面構造

図lblは No.1(図 lal e a2)か ら摘出した試料のEPMAに よる反射電子組成像(BEI)で ある。木胎のうえに微

細粒子を含む樹脂を塗り、その上に上塗りが施されている。下地層および上塗層にはいたるところに

空隙がみられる。図lbl領域(Reg.1)内 部の反射電子組成像 (図lcl)お よびClの枠で囲んだ内部の反射電

子組成像(図 lc2)に は、輝度の高い微細な粒子(①)お よび灰色粒子(②)が点在している。pMAに よる定

性分析結果によると、微細粒子①には高濃度の鉄(Fe)お よび酸素(0)、 微量のニッケル(Nl)、 クロム(cり、

およびケイ素(Si)が含有されている(図 lc3)。 微細粒子②からはFe、 Si、 およびOが検出されている(図

lc4)。 上塗りおよび下地に使用された樹脂は炭素(C)を 主成分とし、少量の塩素(Cl)、 Fe、 およびSiが含

有されている(図 lc5)。

木月台の上には微細粒子が混在する下地層が塗布されている(図 lbl)。 EPMAに よる定量分析(表 2)に よっ

て、微細粒子(図 ldl‐d6)は火山ガラス片(Gl)、 単斜輝石(CPx)、 角閃石(Hbl)、 斜長石(Pl)、 および石英(Qtz)

と判定された2)。
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4 出土漆の分析

図2blはNo.2(図 2al e a2)か ら摘出した試料のマクロ組織である。木胎の上に黒褐色の樹脂が直接塗布 さ

れている。EPMAに よる反射電子組成像によると、樹脂は主として灰色領域 と暗灰色領域からなる(図

2cl)。 前者は高濃度のFe、 Si、 および0、 微量のカルシウム(Ca)、 カリウム(K)、 アルミニウム(Al)、 お

よびイオウ(S)を (図 2c2)、 後者はCを 主成分 とし、微量のFe、 Si、 アルミニウム(Al)、 Ca、 K、 S、 お よ

びClを 含有する(図 2c3)。

5-2 No.1お よつ浜o.2の 赤外分光分析結果

図3alお よび3blは それぞれNo.1お よい陥。2か ら摘出した塗膜の赤外分光分析結果である。いずれに

も3700-3400cm-1に ブロー ドな0…H伸縮振動、2925cm-1付近および2855cm-1付近にメチルまたはメチ レ

ン基によるC―H伸縮振動、1635cm-1付 近にはC=0伸 縮振動(芳香環によるc=C伸縮振動を含む)と 推定 さ

れるピークが観察される。他に1420cm-1付 近、1268cm‐ 1付 近、1072cm-1お よび1033cm-1付 近にもピー

クがみられる。これらは漆のピークとほぼ合致する(Kumanotani et江 。1979)。

No.1お よdNo.21こ はいずれも漆が塗布されている。No.1は 木胎の上に火山灰を主体とする砂状物質

を混和 した漆を塗布 し木胎表面を平滑にした後、微細な酸化鉄を含む物質を混和 した漆を塗布 して仕

上げている。当該資料表面が茶褐色を呈するのは、上塗に使用された微細酸化鉄に起因する。No.21よ

木胎のうえに直接漆を塗って製作されている。使用された漆にはSi、 Fe、 および0を 主成分とする物

質が混和されていた可能性が高い。さらにS、 Ca、 K、 およびAlが検出されていることから、上記に加

え他の物質が混和された可能性をも考えることができる。その場合、塗膜の硬化促進を目的として使

用された可能性があるが、この′点については類例の蓄積を図り吟味する必要がある。

No.1お よいNo.2の 製作技法には火山灰を混和 した下地調製実施の有無という点で明瞭な差異があ

る。製作された地域が異なっていた可能性があることを示している。No.1の 下地調製に使用された火

山灰、とりわけ火山ガラスの化学組成は火山灰の採取地域を示す重要な情報を有している。今後、下

地に火山灰が使用された他の漆器の調査が進み、天然に産出する火山ガラスの化学組成上の対比が進

めば、漆器の分類と製作地域を推定するうえでの重要な情報が得られるものと期待される。

注

1)

2)

財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 。中村絵美氏からのご教授による。

混在鉱物の判定は岩手大学教育学部・土谷信高教授による。

引用文献

Ju Kumallotani,Muneo AchiwaJ苛 uichi OShima,and Kimikazu Adachi,`Attempts understand Japanese lacquer as

a spreadable material'I Inttmational Symposium on the Conservatton and Restoradon of Cultural Property, Totto

National Research lnstitute of Culturtt Propemes(1979)51-57.
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C3

Ⅵ 分析

0               5cm

反射電子組成像 (BEI)働 ・c2:そ れぞれ blお よび 6枠内

よる定性チャー ト。

C4

図 1(1)No.1の組織観察結果

al・ a2:外観。bl:摘出した試料のEPMAに よる

部の反射電子組成像。c3~C5iC2① ~③のEPMAに

子|

②
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4 出土漆の分析

図 1(2)No.1の組織観察結果

di~d6:下地に見出された鉱物の EPMAに よる反射電子組成像 (BEl)。 GI=火 山ガラス、PI=斜長石、

Cpx=単斜輝石、Hbl=角 閃石、OtZ=石英。
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Ⅵ 分析
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4 出土漆の分析

al (No.1)

9□
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7□

1636 3
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WavenumbeHcm-11

bl (No。 2)

軸00            8800            20B0
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No.1お よびNo.2の赤外吸収スペク トル。
測定はkBr錠剤法による。

4□ 0

図 3

*Noは分析番号。資料名、検出遺構、層位、資料番号、および時期は岩手県埋蔵文化財センター・中村絵美氏による。
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Ⅷ 調 査 の ま とめ

1 平 成 19年度調 査

前章で述べた通 り、検出した遺構は古代に属するものが主体である。調査区は遺跡の北狽1に位置し

ており、全体が周辺よりやや低 く湿地状態である。このため、全体的に平安時代の遺物を含む層が広

がってお り、この層には多 くの有機質の遺存体 も多 くみられた。

また、北西の一角では平安時代の井戸を検出した。この井戸は一本の大木 (ケ ヤキ)を今Jり 抜いた

井戸枠が設けられたものである。内部からは平安時代 (9世紀代)の上器がまとまって出土 しており、

この時代の井戸であることが判明した。この時期の井戸の検出例は少なく、貴重な調査例 として注目

される。同時に、この井戸粋は良好な状態が保たれており、井戸枠が残存する例 も類例が少なく、さ

らに一本の九太を今Jり 抜いた例 となると大変貴重なものと言えよう。

この井戸の検出された低地部分は井戸以外に時期不明の溝などがみられるが、井戸と同じ時期の竪

穴住居等はみられない。この調査区は集落内ではあるが、住まいはなく井戸を中心 とした水場であつ

たと考えられる。

出上 した遺物はいずれも9世紀代のものが主体である。遺物は大半が包含層からの出上であるが、

形状を留めた土器類も多 くみられた。土器は土師器・須恵器からなり、土師器は郭や奏、須恵器は郭

や壷甕類である。この中で特徴的なものは、土師器奏の中に一定量、内外面にタタキの痕跡が認めら

れ、九底のものが存在 していることが判明した。これらは、北陸地方から東北地方の日本海側で主体

的に出土する甕の特徴であり、岩手県では志波城や北上川流域の拠点的な集落、あるいは秋田県と接

する地域で出土する傾向にある。また、 1点であるが出羽でみられる把手付 きの上器の把手部分も出

上 している。これも出羽でしばしば類例がみられる土師器である。この中嶋遺跡は、古代において出

羽と接する和賀郡内であると考えられるが、北上川よりも東に位置してお り出羽と接 している地域と

は言い難い。 しかしながら、この地域における拠点的な集落であつたものとみられる。これは検出さ

れた井戸からも想像できる。

2 平 成 20年度調査

前節で述べた平成19年度調査区南側に隣接する調査区であるが、平成19年度調査区より連続する低

地部分のわずかと、これよりもやや高い微高地部分に該当する。低地部分は前年度調査同様の包含層

が確認された以外に遺構は認められなかった。

一方、これより南側では、竪穴住居等の遺構が検出された。集落を構成する建物の遺構 としては、

竪穴住居が12棟、掘立柱建物 1棟が検出された。これらは、いずれも奈良～平安時代のものであるが、

大半が平安時代を中心とするものである。竪穴住居はすべて方形を基調 とし、調査区内に横たわる帯

状の微高地に占地している。全体的に近現代の削平を受けているエリアであるため、遺構の残存状況

は必ずしも良いとは言えないが、この帯状に延びる微高地部分が平安時代 (9世紀代)の居住域であっ

たと考えられる。検出された竪穴住居の軸方向は一定ではなく、カマ ドの位置も北、東が多いものの

厳格な規則性は認められない。また、大半の竪穴住居のカマ ド脇で、土坑状に掘 り込まれた施設が確

認された。これは方形である竪穴住居の平面形態を大きく損なう程の大きさで、そのためかカマ ドは
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Ⅶ 調査のまとめ

一辺の壁中央ではなく、この土坑を避けるように中央からやや逸れている。検出当初はこれら土坑が

竪穴住居埋没後に掘り込まれ、その結果として竪穴住居の平面形態の一角が失われたものと想定して

いたが、断面の観察から竪穴住居と時間差が考えられない状況が認められた。カマドに近接する土坑

はこの時代に県内各地の竪穴住居で認められるが、このように大形のものは少数であると考えられる。

したがって、このような形態は地域的な特徴と考えられる。また、旧東和町内で検出される竪穴住居

には同じような形態的特徴が認められるようである。このカマド脇の上坑内には土器やえ化物などが

多く認められることも特徴の一つである。上坑の機能については不明であるが、竪穴住居内において

利用される施設だつたと考えられる。

次に、竪穴住居以外で注目される遺構は、掘立柱建物である。調査区内で検出されたものは 1棟の

みだが、竪穴住居の分布するこのエリアで併存するものとみられる。柱穴からは遺物が出土 しなかっ

たが、周辺の遺構の配置などを考慮して竪穴住居とほぼ同時期と考えたい。柱の平面配置は 1間 × 1

間の総柱形式である。このような特徴を有する掘立柱建物は、県内の古代集落において検出例が増加

しており注目される。また、このような掘立柱建物を有する集落は拠点的な集落で、周辺集落を統括

するような中心な役割を果たしたとみられる場合が多く、この遺跡もその可能性が指摘できる。特に、

1間 ×1間 の総柱建物はしばしば穀倉とみられることもあり、その点においても注目される。

出土遺物の主体は、土師器および須恵器からなる古代の上器である。奈良時代の 1棟を除きすべて

平安時代に属する。大半が竪穴住居より出上したが、包含層にも同時期の遺物が認められた。

包含層出土の土器群には須恵器杯がまとまって出土する地点がある。この地点は調査区東側であり、

ここから出土する須恵器杯は形態的、色調的にまとまった一群であり、同一の窯内で焼成されたまと

まりである可能性が高い。また、これらの底部にはほとんどすべて横一文字の墨書が認められる点も

注目される。また、これら須恵器杯は灰白色を呈し、底部は回転糸切り後無調整であるが、底部径は

やや大きく竪穴住居出上の上器よりもやや古い形態を有し、 9世紀中頃のものとみられる。これら須

恵器杯には使用された痕跡が認められず、須恵器杯を一括して廃棄された可能性が考えられる。この

ような状況から同一の窯で生産された須恵器郭による祭祀行為が想定される。遺構として掘 り込みを

有する可能性は低いが、湿地帯と微高地の境界において何らかの祭祀による一括廃棄であると考えら

れる。

包含層出土遺物のなかに特徴的な須恵器の壼の破片が出上している点も看過できない。これは須恵

器壷 (広 口のものか)の 口縁部に窯壁あるは窯体の一部が付着したまま冷えて固まった状態のもので

ある。このようなものが集落の居住域付近で出土する例がなく、この意味については解釈に窮する。

この個体は須恵器という製品からみた場合、口縁内部が窯壁で塞がれている以上、使用することがで

きないいわば不良品である。しかし、現実は居住域ほど近くで出土していることを考えると、須恵器

を焼成する窯より持ち出されたものであると考えられる。持ち出し方については直接的な持ち出しと

問接的な持ち出しが考えられるが、ここでは不明確である。特に、この集落は沖積層の広がる平野部

の真ん中に位置し、先述した通り低湿地部分力S広がるくらい低く、丘陵斜面を用いて構築される須恵

器窯がここから手の届く位置にあるとはとうてい考えられない。では、なぜこのような焼成不良品が

窯のある生産域から持ち出され、集落へもたらされたのであろうか。現時点では明快な回答は難しい

が、言及できることは、少なくともこの集落に須恵器窯に密接に関係する人が出入りしていた、とい

うことである。旧東和町内を含め周辺では須恵器窯は未発見であるが、未見の窯が周辺にあるのか、

あるいは少し遠方の既知の窯から持ち込まれたものかは判明しない。ちなみに古代和我郡内には北上

市相去窯などが現在知られている。
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3 まとめ

これも包含層出土であるが、土師器甕の破片に焼成前の刻書で「寺智」の文字がみられるものが出

上している。この2文字は流麗な筆致で書かれており、即識字層の手によるものであることが断定で

きるものである。 2文字に続けてもう一文字書かれている可能性があるが、書き手が勢い余って付い

てしまった傷なのか、文字の一画なのかは判断できない。しかし、上記の 2文字のみでは意味が通じ

ないため、後者である可能性が高いと考えられ、「寺智□」となる可能性が高い。また、「寺」字の上

にも文字が書かれている可能性も考えられ、「～寺智□」という可能性も考えられる。しかしながら、

これに続く破片はみつかっていない。この 2文字の意味を探ることは容易ではないが、いずれも仏教

的な意味合いのある文字である。寺院などと直接繁がるかは不明である。しかし、何らかの関連があ

るかもしれない。また、推測の域を出ないが、字面からは地名や人名など固有名詞である可能性も高

い。これらの文字が記されたタイミングが土器の焼成前であることから焼成前の上器に識字層が角虫れ

る機会があったことを示す貴重な例である。ちなみに、このような複数文字書かれた刻書土器はこれ

まで類例がないと考えられ、非常に貴重な資料であると思われる。

以上のように、この中嶋遺跡の平安時代集落はきわめて特殊な遺物を多く有することから、特殊な

性格の構成員を内包している可能性が高い。この地域では古代集落の検出例が僅少であるがゆえに、

この特異性を俎上に上げ吟味することは難しいが、地域内における拠点的な位置付けを想定せざるを

得ない。

3 ま と め

最後に、この中嶋遺跡をIRA観すると、この遺跡は沖積平野の中に立地する9世紀を中心とする古代

の集落遺跡である。集落内は地形的特徴から微高地エリアと微低地エリアに分けることができ、微低

地エリアは井戸を中心とする水場としての役割、微高地エリアは集落の中心的役割を呆たす居住エリ

アとなっている。当時の土地利用や集落における土地、地形の利用法が明確にわかる良い例である。

この集落の規模は不明ながら同じような地形が連続する範囲に広がつているものと考えられる。集落

は一見すると竪穴住居を中心とするごく普通の集落であるが、微低地に非常に大形の井戸を有し、微

高地に掘立柱建物を有することからこの地域の拠点的な集落であつたものと考えられる。

また、出土遺物からもその拠点的性格は認められる。これは、他地域の特徴を有する土器の保有、須

恵器窯との密接な関係性を示す土器の保有、識字層と関わりがあるとみられる刻書土器の保有などで

ある。

この地域では古代の集落様相が克明にわかる調査例が少なく、今回の発掘調査によりこの地域の古

代の集落の一様相が判明したことは大変意義深いと考えられる。

引用参考文献

伊藤博幸 2005「古代東北甕二題一陸奥型甕と出羽型甕一」『第31回古代城柵官衡遺跡検討会資料集』
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全景 (東から)

全景 (北西から)

写真図版 1 全景
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調査前 (南西から)

湿地 (北西から)
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写真図版 2 調査前 。湿地



全景 (西から)
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辮拳雑
断面 (西から)

カマ ド全景 (西から) 遺物出土状況 (西 から)

写真図版 3 S102
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金景 (東 から)

断面 (南東から)断面 (東から)

井戸枠内土器出土状況 (東 から) 井戸枠取り上げ状況 (南東から)
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写真図版 4  SK03



SK01全き」妻 (F巧 から) SK01凶 F「面

SK02全き〕乳 (F巧 から) SK02断面 (南西から)

SK04登き」妻 (F菊 から) SK04凹FF面  (F菊 力ゝら)

・03四iE節 (司ヒカゝら)SD01 ・03全」」妻 (F菊 力】ら)
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写真図版66 竪穴住居出土遺物 (S10804・ 0805'0806)



365

写真図版67 竪穴住居出土遺物 (S10806)

-207-



368

- 208 -
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